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は じ め に

和歌山県は、「福祉の和歌山」「健康の和歌

山」「文化とスポーツの和歌山」を３本の柱とし

て力強い発展を続けてお､ります。激動の７０年

代も４年目の後半に入りましたが、そのゆれ動

…

代も４年目の後半に入りましたが、そのゆれ動く姿は私達の想像以上のものがあ

り、とりわけ、生活霞境の整備、自然の保護、保全に対する県民の要望が高まり、

生産と保護の調和が重要な課題となっています。

本県は、県土の７７筋が森林であり、このような中で、林業の果す役割はきわ
めて大きいものがあり、森林のもつ県士の保全、水資源のかん養、保健休養等公

益的機能の発揮と、私達の生活に必要な木材など、林産物の安定的供給のための

経済的機能との調和ある林業政策の推進が必要であります。

第２８回全国植樹祭も、昭和５２年に本県において開催されることに決定され、

これを契機として、緑豊かな和歌山県づくりに迩進したいと考えてい室す。この

ようなときにあたり、本県林業の現状をとり室とめ、「和歌山の林業」を編集い

たしました。この小冊子が本県林業の発展のため、広く関係者のかたがたにご利

用いただければ幸いと存じます。

昭和４８年９月

背

和 歌 山 県 知 事 大 橋 正 雄
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第１節和歌山県の概要

1．地勢および気候

( 1 ) 地 勢

本県は、本州南端の紀伊半品西南部に位置し、南北105.6Km･東西93.9Km､北は大阪府．
東は奈良県、三重県に接し、西は紀伊水道をへだてて徳島県と相対し、南は太平洋に面している。
麓面積は、472,031haで全国面積の約l.3妬を占めている°
本県は、古くから「木の国」といわれ大部分が紀伊山系を中核とする山岳地帯で、平坦地が少

ない。西南部の太平洋沿岸は、山裾が海岸線に迫り、西日本でも代表的なリアス式海岸をなして
いる。紀伊山系に属する緒山脈の中には、1,000mをこえる迩摩咽山、大塔山がそびえこれら
の山地の間を、県内主要河川である紀の川．有田川、日高川、窟田川、日置川、古座川、熊野川

等が蛇行しながら流下し、紀伊水道または太平洋に注いでいる。海岸線は全長504Kmにおよぶ
が、とくに紀南地方の海岸は．随所に奇岩、怪石が海中に吃立してその雄大な景睡は、本邦でも
まれな景勝地として知られている。

（２）気候

本県の気候は、紀北と紀南で差があるが、一般に温暖で雨ｍも多く、いわゆる太平洋型気象を
示している。昭和４６年の和敬山気象台の観測資料によると、年平均気温１６．０℃、年間降水価
は1,454mmとなっているが、とくに本県気候の特色として、紀南地方は雨髄も多く紀北の和歌

山市周辺の１，５００■■前後に比べ新宮市周辺は、年間3,500nnをこえる多雨地帯となっている。

…

2 ． 地 質

本県の地質は、その綱造上西日本の島孤に平行して走る中央綱造線によって内帯と外帯に区分さ
れる。この中央櫛造線は、紀の川に沿って和泉・葛城山麓を通り、三亜県の価田川低地に延長する。
この織造線上部の内帯は．白亜系和泉層群が幅狭く東西に分布し、主として砂岩、泥岩からなって
いる。本県地域の大部分を占める外僻は、各時代の入りまじった地胸や岩石が、ほぼ東西に帯状に
分布しているのが特徴で、北から異波川地帯の結晶片岩類、変はんれい岩鯉秩父累帯の古生間、
中生層および日高川幣の'l｣ﾉlil箇、さらには本県南部の牟典僻の古第三系および中新統などである。
比散的時代の新しい鮮新統、更新統は紀の川低地に分布し、股侃を形成する新期更新統（洪ｈ稲）
は、各地ｲi}の海Ⅱ!、河ﾊ1に分jjする。火成職の分４jは稀であるが、荊州I、新宮付近には堵於俳ｉ'ｉそ
の他の火成岩および熊野酸性器類がみられる。

…

３ ． 人 口

昭和４７年１０月１I１現ｲIの本ｌ04聡人１１は１.０５４,９７６人（ｿ』５０９,２２８人、女５４５,７４８

人）となっており．１i１年に比べ７.１４８人(０．６８%)墹加した。II{IR１３０年１０月１日の鬮勢凋
征において．１，００６，８１９人と始めて１００ノj台の人１Iとなったが、１II州】４５年１０月１１１のI剛
鞘凋壷ではさらに１,０４2,７３６人となりこの１５年間に副５,９１７人が増加した。また､昭和４５
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年国勢調査による本県の人口を年齢三区分別にみると、０～１４才の年少人口が２４３，４８５人
で２３．４粥、１５～６４才の生産年齢人口が股も多く７０２，９６７人で６７．４錫、６５才以上の
老年人口が９６，２８４人で９．２筋となっており．年とともに年少人口の割合が減少して生産年齢

人口および老年人口の割合が増加し、高年化の傾向にあたるといえる。

4 ． 産 業

本県は、県土周辺の大半が大平洋に面し、地形が比較的急峻で河川も多く、ことに海岸線はリヤス､
式海岸を形成している．このため港湾や理宙な水資源に悪まｵ'七鉄鋼．石油、化学などの大企業をは
じめ中小企業等が県北部瞳海工業地帯を中心として発展しており、そのほかノリヤス、織物、木工業

などが盛んである。
典業についてみると、昭和４６年凰林水産統計による農業粗生産額は、５８２億円で生産凪業所得
は３４１億円となっており､践家１戸当りの生産農業所得は､５２０千円と全国平均の４２９千円をｰｊ
大きく上回っている。
また、生産性についてみると、耕地】０ア-ル当りの生産額は昭和４６年は７１千円で５年前の昭

和４３年に比べて約1.5倍となっている。とくに最近の段業生産の動きとして果樹、野菜、畜壷が上
昇する反画米、いも、麦類の減少が目立っている。

林案については､、１９７０年世界圏林業センサスによる本県の保有林規模別林家数は３１，３９４戸
となっており、１９６０年世界農林業センサスと比べ５．２１１戸が減少している。林業生産面では製
材品について昭和４６年胤林水産統計による生産量は、１，６７２千”で昭和４２年の１，５１６千”に

対し１０妬の増加を示しているが、対前年比では4.3筋の減少となっている。
一方外材入荷戯は、年々増加し、昭和４２年に１，１７８千”であったのが、昭和４６年には1846

千”となり、索材消費価に占める割合は８０妬近くに達している。
本県の水産業は、太平洋南海区と瀬戸内海区の両区にまたがり504hにおよぶ海岸線をようして

魚の轍類も豊満である。漁船数は、昭和４６年に動力漁船散が6,450隻で、前年に比べ329笠の

墹加を示したが、無動力漁船数は、1.717聾で36婆の墹加にとどまった。同年における掴謹高は．
61,715tonで前年に比べ4.9妬の域となっている。 、-ノ

｜

Ｉ

｜
’

’

｜

’

’
S . 県 民 所 得

昭和４５年度の県民所得麓額は５，２３０億円で、前年歴に比べ８３２値円（名目で１８．９易、実質
11.3%)の増となった。県民所得の分配面は、雇用者所得が48.3弼、個人業主所得が30,6鯵、

個人財産所得がll.5粥．その他が９．６妬となっている。
また１人当り県民所偲は．50I,563Iリであり前年腱に比べ78,678I１墹加し．国腿１人当り

所納こ対する比率は８８．０妬とまだおよばないが．年とともにその差を縮めている。

なお、昭和４５年脛の県内純生産微は５．３０２億円となり、これを庵業別にみると、卵１次産業は
７０６億円（１３．３妬）、認２次症業は2.133EIII(40.2%)、魂３次娠業は2.463Wl'｣(
４６．５冊）となっている。

｡

’
- ２ -
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第１次産業の中での林業雄産額は１７７億円となっており２５．１錫を占めているが、県内純生産
総額に占める割合は僅かに３．３粥に過ぎない。

6．県の財政

本県の昭和４６年度一般会計歳入決算額I*815億62万円で、前年に比べ151E5,076
万円（２２，８易）の増加である。歳入総額のうち国嘩支出金が２９．９錫を占竺次いで地方交付税
-２３．５妬。県税２３．１妬などとなっている。

歳出決算額は８０３億4,000万円で、前年に比べ148"4,463万円(22..7%)の増であ
る。おもな内訳は、教育費が２０９億２，７４７万円で２６．１妬､､土木費が２０１億９，５１７万円で
２５．１総、農林水産業費が１１８億３，４０６万円で１４．７粥などとなっている。これを前年に比べ
ると、土木費が４９．６筋の増農林水産業費が２９．８粥．蕃察費１７．５筋、民籠費１７，１錫、教育

二一
賀１６．９鰯の増加となっている。

林業関係での才出決算額については３３億５，４３０万円で、農林水産業に占める割合は２８．３錫、

また一般会計才出決算総額に対しては４．１妬となっている。

一

』

､､-ノ

第２節森林の概況
1．森林の現況

本県の総面溌は、472,031haであって、そのうち林野面積は365.564"と県土の77
冊を占めている。この林野面稽のうち民有林面積は346,760haと大部分を占い国有林面積は
18,804haで価か５粥にすぎ-ず、高野、田辺、新宮の3営林署によって管轄されている。

民有林の森林現況についてみると、人工林面積は191,982ha､､天然林は146,747baと
なっており、人工林率は５６錫と全国でも上位にある。森林資源についてみると、針葉樹蓄積は、
21,669¥"・広葉樹蓄積8,699千”であり．単位面積当りの蓄積は針葉樹で102.7"、広

葉樹では６８．１”となっている。
また、森林の所有形態についてみると、別表に示すとおり個人有が最も多く260,653ha(75

甥）、共有形態が41,236ha(12%)、会社有がl4 ,300ha(4%)の順となっており、私
イ1林が大部分を占め、巾町村・財産iX等の公有林は25,990ha(7%)と非常に少ない。
経営形態別にみた人正林率は、公有林で６０筋に達しているカミ私ｲj林では５５妬と低く、とく
に部落有林は３２筋と符しく低位である。
一方、森林資源の構成状況を樹穂別にみると人工林ではスギが股も夢く90,799ha(47%)、

ヒノキが87,816Ina(46%)マツその他がI3.367ha(7%)となうており、犬然林ではレ

イ、カシ蛾を胆とする叱蕊樹126,915ha(86%)がそのほとんどを占め、その他．マツ、モ

催、宰〆

。
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’ﾐ、ツガ等の天然性針葉樹は19,832ha(14%)にすぎない。

人工林の齢級配慨は､２０年生未満の幼齢樹が極めて多く137,970haで72場を占め、20̅
４０年生の林分は33,841haで18妬、40年生以上の林分は20,171I画で10妬と非常に

少ない。
以上のように本県における森林の現況は土地・気鎮条件等に恵ま松人工造林地が多くその率も

５６妬に連し、全国平均の40緒に比べ著しく高く、またその生育も良好で人工林における単位面

積当りの蓄積は、"当り100Wで全国平均の78mを大きく上回っている。
しかし、前述のように森林資源の構成状況からみると、伐期林分が少なくそのほとんどが20年

生未満の保育を要する幼齢林で占められているため、今後森林資源の面からみた林業の保統性が懸

’

念される。

シヅ Ｉ

｜
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表 - 1市町村別土地面積および森林面積
m m
林野率

h日
粥｛単位

＝

…

- ５ -

市 町 村 域１m"
繊 林

燭｛1．林 民 有 林 計
耕 地 そ の 他 林 野 率

県 計 ４７２,０３１ １８,８０４ ３４６,７６０ ３６５，５６４ ４８,１０３ ５８．３６４ ７７

和 歌 山 市

海 南 市
野 上 町
美 里 町

下 津 町

２０，４６１

6，１７０

３，８９４

９００８７

３．９４０

６５６ 6．２８２

２．７７７

２．５５５

７，４４５

８２８

6．９３８

２．７７７

２，５５５

７．４４５

８２８

5，３７０

１．４８０

５９１

1．０２０

１５４０

８，１５３

１.９１３

７４８

６２２

１．５７２

３４

４６

６６

８２

２１

計 ４３．５５２ ６５６ １９．８８７ ２０，５４３ 1０，００１ １３,００８ ４７

町
町
町
町
町
町

川

出

田

河

賀

山
圭心

岩
打
粉
那
賀
桃

４0２８１

４０５６０

７，７８５

２，９８３

２.２２８

４,８７０

３５２

２２７

１,３７６

２，１６２

４，３６８

１．１３９

５７７

２，７１３

１｡７２８

２β８９

４，３６８

１0１３９

５７７

2，７１３

１,１２０

１，６３０

２０１００

１，０８０

９４４

１,１４０

１,４３３

５４１

１,３１７

７６４

７０７

１,０１７

４０

５２

５６

３８

２６

５６

計 ２６,７０７ ５７９ １２，３３５ １２,９１４1
』

8,０１４ 5．７７９ ４８

橋 本 市
高 野 口 町
か つ ら ぎ 町

九 度 山 町
高 野 町
花 園 付

１０,７８６

2,００８

１０．４１４

4，６３０

１３･６０１

4β２４

2．１９２

６，６７９

１,０３１

５，４６３

３，１６９

１０，５５１

4,４５０

6０６７９

１,０３１

５．４６３

３，１６９

２，７４３

４‘４５０

１

2,０２０

４４２

2，６４０

６９５

３１６

６１

２，０８７

５３５

2，３１１

７６６

５４２

３１３

６２

５１

５２

６８

９４

９２

計 ４６．２６３ 2,１９２ ３１.３４３ ３３．５３５ ６,１７４ ６，５５４ ７２

有 田 市

場 筏 町
広 川 町
吉 備 町
金 尾 町

附 水 町

３，６１３

２，０６３

６０５４４

３．６４３

１１，８９７

１９，５５３

２５

１,６９２

６４９

１,０００

４．８７３

１２８２

８．４７８

１５．７９５

６４９

１,０００

４β７３

１．２８２

８．５０３

７，４８７１

１,７９０

６８３

８４４

１０４４０

噸７０

７３０

1.１７４

３８０

８２７

９２１

１.７２４

１.３３６

１８

４８

７４

３５

７１

８９
○十Ｉ

乱手口 ４７．３１３ 1,７１７ ３２．０７７ ３３．７９４ 7,１５７ 6０３６２ ７１

御 坊 ' l i
l l l 良 町
I I 断 町
災 浜 町

4‘３５７

:M)４３

４０６４３

１,２８１

５５

１５８

１．５２０

１９６５

2B８６

６60

１．５７５

１０９６５

:1,(}４４

６６(）

l,3４0

６()０

８７８

２７９

1．４４２

４７８

７２１

３４２

３６

６５

６６

５２
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森 林
耕 地 そ の 他 林 野 率区域面穂市 町 村

国 有 林 民 有 林 計

川 辺 町
中 津 村
美 山 村
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
竃 神 村

５，１８８

７,９０６

１５，９３３

８，４３７

１，３６７

７０４６９

２３，９９３

1,１７０

３５８

２１２

１,２６０

５５１

１,２６０

３６８

1０２５４

４４２

７１０

１．６３９

７１５

７６３

１．０９７

６８

９１

９５

７４

５２

７９

９４

７，６１２

８,７０６

１６，８５５

１１,３３６

２，６３３

９，４９２

２５．４５８

５，１８８

７，８１７

１４，６４３

７０９４３

１，３６７

７０３６０

２２，４４９

８９

１,２９０

４９４

１０９

１,５４４

9，６０３3，７３９ ７７．５３７ 8‘２７６ ８１計 ９５，４１６ ７３，７９８

田 辺 市
白 浜 町
上 富 田 町
中 辺 路 町
大 塔 村
日 置 川 町

す さ み 町
串 本 町

２，８６０

１０７５３

６９７

１，０２０

５９０

８９７

８３３

１，４０２

１３，６９５

６，５５１

５．５２８

２１，３１６

２１．８３７

１３β１２

１７，３６１

９，１２１

８，１９５

４，２８２

４，００２

１９，８０８

２０，９１４

１２，３２８

１６，１４６

７，３２２

2．６４０

５１６

８２９

４８８

３３３

３８７

３８２

３９７

６0

６５

７２

９３

９６

９１

９３

８０

８，１９５

４，１８４

３９４５

１８，１３５

２０，８９１

１２，３２３

１５０１３８

７，３１３

シ
９８

５７

１,６７３

２３

５

１,００８

９

９２１９９７ １０，０５２計 １０９，０２１ 2．８７３ ５．９７２ ８５９０．１２４

市
町
町
村
町
町
町
町

浦

・

川

川

宮

宮

山

勝

地

座

計

野

座

智

新
熊
本
北
那
太
古
古

９１０

１，１１３

３０５．１２

４１１

２９２

1２５４

７１４

１２２８

１２４

２，１９９

１７９

６０２

７０６

７，００６

７，９７６

１７，６５５

２０，４３９

４，７２９

１８，４１８

５８０

４，５８６

２９，３７６

１０３．７５９

５，４８７

１５０５２９

１５，２８７

４，１７３

１５，１２２

３４５

３,７６０

２７，４９３

８７０１９６

６，３９７

１６，６４２

１８，７９９

４，５８４

１５，４】４

３４５

３，７６０

２８．３０３

９４，２４４

３２５

２９９

４１２

２１

８０５

５６

２２４

３６７

２．５０９

８０

９４

９２

９７

８４

６0

８２

９６

９１

ｰ

８１０

７．０４８

lX域面積は．昭和４６年１０月１n側土地理院凋ぺ。
耕地は和歌山展林水産統計年報による。
その他の項は休政課業密碕料。
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表 - ２ 民 有 林 森 林 資 源 総 括 表
積 h a
積 ”単位{：
木立

総 数 純
一
数

敵区 分 エ
ー

針 紫 樹

人

広 紫 樹総 針 葉 樹 総 数

普

通

林

面 積

諦 積

成長量

２６８，９８７

２４，１４０，８３８

１，４７０．３５９

１６５，８７１

１７，４５１６５３

９７３．１０５

１０３，１１６

６，６８９，１８５

４９７，２５４

１５０，５７８

１５，５３４β０５

９００．９０７

１４９，９１０

１５,４９９００８０

８９７‘５４１

２７５，２４７

２４,１４０,８３８

１．４７０，３５９

-
制

限

林

面 積

蓄 満

成長量

４５，１７６

４，２１７，４９１

２４５，８５８

７１，５１３

６,２２７,７６３

３３７，６４２

６９，７４２

６．２２７．７６３

３３７，６４２

２４，５６６

２，０１０．２７２

９１，７８４

４1,4０４

３,７２１.４３０

２２９．２９８

４１．３０５

３，７１６，６１４

２２８，７８３

総 面 積

蓄 讃

成長量

２１１,０４７

２１，６６９，１４４

１，２１８．９６３

３４６，７６０

３０,３６８,６０１

１，８０８.００１

３３８，７２９

３０，３６８，６０１

１,８０８,００１

１２７D６８２

８，６９９，４５７

５８９,０３８

１９１，９８２

１９,２５６p３５

１．１３０，２０５

１９１,２１５

１９，２１５，６９４

１．１２６３２４数

地 無
立
木
地

竹

４

-

７

そ

の

他

０２

天 然林 林

林総 数 針 葉 樹 広 葉 樹広 葉 樹

普

通

林

面 積

蓄 繭

成長園

１５，９６１

１,９５２,５７３

７５．５６４

６６８

３５，５２５

３．３６６

２，７３２１１８，４０９

８，６０６，２３３

５６９．４５２

１()２，４４８

６，６５３．６６０

４９３，８８８

恥５４

制

限

林

面 積

蒋 積

成長鼠

３，８７１

５００，８７７

１７，０７５

６９９９

４０８１６

５１５

２８，３３８

２，５０６，３３３

１０８．３４４

２４，４６７

２,００５0４５６

９１,２６９

１,５７４ １２８

-

●-

ー

面 価

耕 騎

成畏、

聡 ７６７

４０,３４１

３β８１

１４”４７

１１，１１２．５６６

６７７，７９６

１９，８３２

２，４５３，４５(）

９２，６３９

４．３０６

-

1５２３

-

2，２０２

-

１２６，９１５

８，６５９，１１６

５８５，１５７数 4

(注）林政課業務箇料

- ７ -

一



表 - ３ 市 町 村 別 森 林 資 源

無
立
木
地

4，３０６

’３０１２２0
『２９１４

１０５

４

５

０

８

９

２

７

５

８

３

２

４５８

４

-

０

２

９

４

３

１

２

９

５

一

一

２１９

３

４

５

４

３

３

１

７

１４

５1２

1,５０４ １２

- ８ -

市 町 村

勺

県 計
和歌山市

海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

計

岩 出 町
打 田 町

粉 河 町
那 賀 町
貴志川町
桃 山 町

計

橋 本 市
高野口町
かつらぎ町

九度山町
高 野 町
花 園 村
-計

有 田 市
場 筏 町

広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
渚 水 町

計

民 有

面 積
総 数

３４６．７６０

6，２８２

２，７７７

２．５５５

７０４４５

８２８

１９，８８７

1，３７６

２．１６２

４，３６８

１，１３９

５７７

２．７１３

1２３３５

６，６７９

１．０３１

５，４６３

３，１６９

１０，５５１

４．４５０

３１．３４３

６４９

１００００

４,８７３

１，２８２

８．４７８

１５．７９５

３２００７７

立 木 地

総 数

面 積
３３８，７２９

6，１４１

２，６７６

２，２４１

６，４１５

７４７

１８，２２０

１，０８８

２，０９８

４倉１９９

１，１０９

５６０

２，６６２

１１，７１６

６，５４１

９９４

５，３０２

３，０９２

１０，３９１

４．２７４

３０，５９４

６３３

９８３

４，８１８

１，２６１

８，２２６

１４，８５９

３００７８０

諮 刷
３０，３６８，６０１

５１０，７６６

２２１．６９１

１３１，８３９

４９６，５３８

５４，１４７

１，４１'1９８１
６１．４０８

１１４，００１

３１１，７８３

７４，５６１

５２，６９１

１４１，４６０

７５５．９０４

５３７，８９３

８１，４４０

３７０，８６３

２８５，３６５

９８７０６６８

３３９．４２０

2，６０２，６４９

４７，５２０

７３０３９６

２４６，２１２

８３，１５９

４４６．８４６

1．６０３，２７０

2，５００，４０３

人 工 林

面 職
１９１，９８２

1，９８４

８４１

９１０

４，６３８

５０

8,4’｢２３

２４９

９２１

２，５５１

５５１

１４２

１，４９１

5，９０５

3，５４２

４６４

３０３５７

１’１８

７，６３１

３，５２６

２０２３８

１２７

３２５

２，２０９

３５２

２０８２６

１１．５９７

１７，４３６

諮 敬
1９，２５６００３５

１６４９８０４

６２ﾘ４０８

６４，２７８

３７７，０４５

4，２２４

６７２．７５９

１２，４１３

５９，３７２

１７７，８０６

３０，８０５

６，８３３

７５，４１９

３６２，６４８

３１０，６９７

３８，０１９

２３４，５１４

１７０，０７４

７１７，４］６

２５９．３０２

1．７３０，０２２

7０４４５

１５，０７５

１２５０２９】

１().７６８

１６()｡１３７

1．３４８．７０９

1０６６７，４２５

天 然 林

面 秋

4０１５７

１．８３５

１３３１

１，７７７

６９７

9０７９７

８３９

1，１７７

１．６４８

５５８

４１８

1，１７１

５，８１１

2β９９

５３０

１，９４５

１，３７４

２，７６０

７４８

１０，３５６

５０６

６５８

２，６０９

９０９

５，４００

鄙.２６２

１：$､３４４

蕎 積

3４５９６２

１５９０２８３

６７５６１

１１９，４９３

４９，９２３

7４２２２２
４８，９９５

５４０６２９

１３３９７７

４３，７５６

４５，８５８

６６０４１

３９３１２５６

２２７，１９６

４３４２１

１３６３４９

１１５０２９１

２７０，２５２

８０，１１８

８７２６２７

４０，０７５

５８，３２１

１２<),９２１

７２期３９１

２８６２０９

２５４５６１

８３Ｚ,９７８

御 坊 市 1０５２０ １４３０１５０ ８２ １７，７０９ 1，４２２ 1２５，４４１



、

単 位 ： 面 横 h a 薪 稿 ”

９

０

４

０

［

⑳

ヘ

リ

Ｄ ⑥ 【

１６〔

- ９ -

国 有 林 肘

竹

林

そ

の

他

総 数

面 欄 番 稿

国 有 林

m 積 蓄 積

直行その他

面 積 蓄 樋
面 職 蓄 糊

4．５５０

４２

４２

１１

５７１

１６８

０５７

５７０

一

一

一

一

５

６

２

４1.0

1．０７１

５５



Ｉ

９５戸 ’

’

’

’
-１０-

市 町 村

由 良 町
日 高 町
美 浜 町
川 辺 町

中 津 村
美 山 村
印 南 町
南 部 町
南部川村

竜 神 村

１，９６５

２β８６

６６０

5，１８８

７，８１７

１４β４３

7０９４３

１３６７

７．３６０

２２．４４９

1０９０７

２０６８３

６４３

5,０８５

７，７５１

１４０４１２

7，８５９

１．３４６

７，２６６

２１，７３５

１１６，９４４

１６６，５６８

５４，９２８

４３３，７７９

５４２，４６８

1,２０７,１７２

５２６0９６０

９７，０４４

４１９０３０４

2，５５３２４１

２１３

４５８

１４２

1，２６５

４．２６６

７０５９

２．１５１

１０６

2，８７５

1４５０９

１２，４６９

２２．８７２

２４,３８０

１３３，７５２

３６７．０７９

５９０，８９８

１６２，９５６

１１．９５８

１９１，８６２

1，８２２，４２７

1，６９４

２，２２５

５０１

3β２０

３，４８５

７，３５３

５,７０８

１,２４０

４，３９１

７,２２６

１０４４７５

１４３，６９６

３０１５４８

３００,０２７

１７５．３８９

６１６，２７４

３６４,００４

８５,０８６

２２７，４４２

７３08１４

3０

６

１

７８

５３

２１

沖
７

７６

６９８

針 ７３，７９８ ７２ １９１ ６,２６１,５５８ ３３０１２６ 3，３５８．３６２ ３９，０６５ 2,９０３,１９６ 1,２２０

田 辺 市

白 浜 町
上窟田町
中辺路町
大 塔 村
日圃川町

すさみ町
串 本 町

8，１９５

４．１８４

３０９４５

１８．１３５

２００８９１

１２．３２３

１５，１３８

7．３１３

7，８４０

４．１２６

３，８７６

１７９２９

２０，７２６

１２.２５１

１５，０１７

7，１８０

５９５，７７８

３４８．８３１

２８９．７９９

１,５００,８６１

２，５３１．９３０

１.７５９,０９７

１,５４９,８０８

６６０．７６７

2３５０

１，４６５

２．５１９

１３．０７７

１３２７０

8，２３１

１０．０９０

3．４５９

１４６．８４１

１２９，６９６

１８０，４２１

１．０９１．１５０

１,７８７,７８７

１０４３９,８９２

１,２１３,２８２

４２２．２８３

５，４９０

２．６６１

１，３５７

４β５２

７，４５６

４０２０

４．９２７

３.７２１

４４８９３７

２１９，１３５

１０９，３７８

４０９,７１１

７４４‘１４３

３１９，２０５

３３６，５２６

２３８．４８４

２５９

４１

５１

１７３

１４７

５３

１１５

１１５

計

市
町
町
村
緬
町
町
町

宮
瑚
宮
山
勝
地
願
卿

智

新

熊

本

北

那

太

占

占

９００１２４

5，４８７

１５．５２９

１５．２８７

4，１７３

１５，１２２

３４５

3１６０

２７．４９３

８７．１９６

８８９４５

5，４４２

１５，３５９

１５，１８６

4．１３８

１４，９６０

３４２

:$.７３１

２７，１２５

８６，２８３

9･２３６８７１

４８１０８０４

1．２６２，５９０

１．３９５，２４５

３９７，９６５

1,１９９,８３１

３22４３

２４０，９８６

２．５８５，１)７１

７．５９“３５

５４．４６１

４．４５０

９．５０２

１(),２６８

2,806

7,8３１

８１

1２8１
１６０１７４

５２，３９３

6,４１１0３５２

３９５，８０２

８５９．３９８

９９３，１６９

２９３，５８１

７５１．９５９

7．６２１

1０１,１３５

１,６５(),８０２

5.()５３，４６７

３４．４８４

９９２

５．８５７

４，９１８

１,３３２

７．１２９

２６１

２．４５０

１（》,９５１

３３B９０

2，８２５５１９

８６i００２

４０３‘１９２

４０２,０７６

１０４３８４

４４７，８７２

２５，１２２

1３９,8５1

９３４．２６９

2.５４２,７６８



ー

h …

(拙）林政.課業務商科

- １ １ -

国 有 林 計

竹

林

そ

の

他

総 数

面 積 蓄 積

国 有 林

、桜 蓄 積

宮行その他

面 積 蓄 積
面 積 蓄 積

・２８

１５１

１６

２４

10

９

４０

１４

１７

１０

３２３

-

６

-

１

３

４

３

-

１

６

４

６４

-

８

一

一

９

０

４

-

９

４

５

８

９

９

０

４

１

２

４

１

５

０

Ｆ

１

１

3．７３９

ー

5．３９０

一

一

5，６５８

１１５，０４８

７０，８１１

2１８５０

２２５，５７７

４２５，６４８

二

一

一

一

-

５

４

-

-

９

1，１５

４９

１，４２

3．０７８

一

一

一

一

-

８

１

-

-

７

１１３，７６

７０，８１

２２５，５７

４１０，１５６

-

８

一

一

９

５

一

一

９

５

５

８

３

０

１

１

１

１

１

６６１

■■■

5．３９０

一

一

5，６５８

１，２８０

一

一

2β５０

ー

１５，４９２

１,９６５

３，０４４

６６０

５，１８８

７，９０６

１５．９３３

８，４３７

１，３６７

７，４６９

２３，９９３

７７，５３７

１１６，９４４

１７１．９５８

５４．９２８

４３３，７７９

５４８，１２６

1，３２２，２２０

５９７，７７１

９７．０４４

４２２，１５４

２‘７７８．８１８

6,６８７２０６
３

５

６

５

５

６

４

６

９

１

１

１

３

２

２

８

３

３

２

２

２

１

１

-

８

７

３

３

５

８

９

９

５

７

２

０

1,6

1０

ー

1,０９１
ー

５７，６６２
■■■

２０４

８９,２０６

1,３６０

一

一

-

１

一

一

３

-

1,０３

９０

１

５

５３，７２

８６，９２

-

８

７

２

３

５

５

９

９

５

４

２

０

６

１

-

１

-

１

-

４

１

０

1,０９

３９４

２０

２，２８

１．３６

８,１９５

４．２８２

４．００２

１９，８０８

２０，９１４

１２，３２８

１６．１４６

7，３２２

５９５．７７８

３４９，９２２

２８９，７９９

１，５５８，５２３

２，５３１９３０

１，７５９，３０１

１,６３９,０１４

６６２，１２７

１６０ ６５ 2．８７３ １４９，５２３ 1，９３４ １４０,６４６ ９３９ 8．８７７ ９２．９９７ 9，３８６，３９４

０

２

４

-

２

２

３

０

１

３

１

５

２

一

一

１

-

-

４

９１０

０1１３

，５１２

４１１

２９２

８１０

Ｉ

３

７０，２１５

５８．２７６

３７４．７１５

３９，４１６

３５，５８(）

一

一

５６，８４０

９１０

８６８

．５１２

４１１

２４８

３

７０，２１５

５６，６１７

７４．７１５

３９，４１６

２３，２８２

３

-

５

一

一

４

-

-

０

４

４

１

２

８

ー

1,６５９

一

一

１２．２９８

一

一

５６．８４０

6，３９７

１６，６４２

１８，７９９

４．５８４

１５,４１４

３４５

＄,７６０

２淵,３０３

５５２,０１９

1，３２０，８６６

１，７６９０９６０

４３７，３８１

1,２３５．４１１

３２７４３

２４０．９８６

2､６４１,９１１

６３ １２ 7.()４８ ６３５．０４2 ５．９４９ ５６４，２４５ 1J)９９ ７０．７９７ ９.１０２４４ ８．２３１．２７７



表-４民有林樹種別齢級配置表

-） ’

’
■ロ

｜

｜

ｰノ

｜
’

’
Ｉ

-１２-

’

１

面 積

２

面栖 蓄 澗

３

面 積 蓄 積

４

面 積 薪 積

人

工

林

ス ギ

ヒ ノ キ

マ ツ 類

広 葉 樹

計

１１，６３０

１８４１１

９４５

１９

３１，００５

１７,７２０

１９００６０

4，１１９

3４

４０．９３３

一

一

一

５４0

５４０

１８，９４１

１７，１５３

３，９４９

２７９

４００３２２

９３７．８９９

６１３９７５

１２４．６５６

9，８９４

1．６８６４２４

１３０５８６

１０．０９７

１,７６３

２６４

２５０７１０

1,４２５,２８９

８４１，５５５

１２２，２６９

１５，７６５

2,404β７８

5，６１６

３，７８９

８0２

１２５

１０,３３２

天

然

林

マ ツ 類

モミ・ツガ

広 葉 樹

計

２２７

9．３２８

9，５５５

1．１１１

３

１７，５５９

１８，６７３

一

一

３１０，５５８

３１０，５５８

2，６１１

３２

２６４１２

２９，０５５

９１,１４２

１,２９５

I.】１０．３７９

1,２０２,８１６

２，７６４

１４

２７．７８１

３０，５５９

２０５，３２３

１０９８

18８７,５９７

2，０９４，０１８

2，３９８

１９

１６，２４６

１８，６６３

合 計 ４０,５６０ ５９．６０６ ３１１，０９８ ６９．３７７ 2．８８９，２４０ ５６，２６９ 4．４９８．８９６ ２８１９９５

罫 ９

面積 蓄 積

１０

面 柑 搭 騎

１１

面 積 諮 稿

１２

面碕 蓄 価

人

工

林

ス ギ

ヒ ノ キ

マ ツ 類

広 葉 樹

計

2．７４２

２，３８４

９５

１

5，２２２

1,０２０,１２１

７２５，３２６

1８，２８７

１６

1，７６３．７５０

3．０９８

２０４７２

５８

Ｉ

5．６２９

1，２３５，１４５

７８９，６５６

１１,２５９

２８

2,０３６D８８

1,７８９

１,５３３

５２

３０３７４

７６８．８４０

５２２,３０４

１１,４６５

一

1，３０２０６０９

１,３７８

１,３２７

１２

2，７１７

６３０,８０４

４７６，５００

2．７９２

1,１１０.０９６

天

然

林

マ ツ 類

モミ・ツガ

広 葉 樹

計

1,４４９

２５４

3，９５２

5，６５５

２６４,４００

４６，１６４

５９０,０２０

９００．５８４

1,３６０

１６１

１,７４２

秘0２６３

２６２０７１１

３３．８９６

２６７β７２

５６４，２７９

９0０

５２

７７１

1.７２３

l8５,７９６

１１．１０６

１２２，７９９

３１９,７０１

５７５

１９５

１,０７２

1０８４２

１２４．３２９

４３，９９５

1４９，７５９

３１８．０８３

合 計 1０１８７７ 2，６６４．３３４ 8．８９２ 2,６００,３６７ 5，０９７ １,６２2,３1０ 4５５９ 1，４２８．１７９



噸 位 面 刷
薪柵

地
”

５

…』

当シノ

(旅〕林政課業務資料

｡

･--１３-

一

６ ７ ８

蓄 糊 面 租 播 積 面 穣 蓄 積 面 積 蓄 積

９５３，５９３

５３７,０６４

７７，５１４

１０,００９

５

８

８

９

０

０

０

２

０

７

３

０

０

５

３

1，１４８．９３９

７２４．６７７

３８，３９５

2,５８０

4.０６０

３．４９２

２２５

１４

1，１４３，６０８

８２９，７８２

３９，８０８

1,５０９

３，３８４

３．１１３

１７１

ー

1０９９,１３７

８５０，７０９

３２，１２６

一

1，５７８，１８０ 9.０５０ １,９１４０５９１ ７，７９】 2,０１４,７０７ ６．６６８ 1,９８１９７２

２５０,１８０

２，７１０

４８５，２９６pＩ

1．６７

７３

１０，２１４

２２４０２５

9．７９１

1，１２７．０４８

1．４２８

５７

５，４７０

２２２，０３１

9，０９２

６６６，９７８

１．２１５

１２７

５０１３５

２０６，８７３

２１,９１９

７１８．８７３

1,７３８,１８６ １２，０５４ 1,３６０,８６４ 6，９５５ ８９８，１０１ ６，４７７ ９４７．６６５

3．３１６，３６６ ２１，１０４ 3．２７５０４５５ １４．７４６ 2，９１２，８０８ １３，１４５ ２，９２９，６３７

１３ １４ １５以上 合 計

閲髄 蓄 職 面 脳 蓄 積 面積 蓄 積 面 騎 蒋 職
６0１

４８９

１０

２８８,０８２

１８２，３７６

2．３２２

５４５

４１５

３１

一

２６０，４２１

１７０，４２６

6，９６８

７0４

３７３

６１

３７１,４５２

１６５，０５３

１５．１００

９０,７９９

８７，８１６

１２，６０１

７６６

１１０２８３３３０

7０４２９，４０３

5０２９６１

４０,３４１

1,１００ ４７２.７８０ ９９１ ４３７.８１５ 1，１３８ ５５１,６０５ １９１,９８２ １９，２５６００３５

２２４

３１

１６１

５０，０２１

7，１９４

２６，２８０

１３０

６２

１９８

３２，８０９

１２．０８５

３２，０３８

１１０

４８３

８７４

２５．１６４

１０８,３０１

1６3BI９

１８，２６９

１０５６３

１２６９１５

2,１４４８０４

３０８．６４６

８．６５９，１１６

４１６ ８３４９５ ３９０ ７６，９３２ 1．４６７ ２９７.2８４ １４６，７４７ １１,１１２．５６６

1,５１６ ５５６，２７５ 1,３８１ ５１４．７４７ 2，６０５ ８４H,８３９ ３３８．７２９ ３０，３６８．６０１



表 - S所有形態別森林資猿
単 位 面 祇 h a 薪 澗 加 ｐ

ーノ

(注）林政課業務資料

2．森林計画

本県の森林叶画IXは、主要河川の流域ごとに７森林計画区に区分されている。その計画内容につ
いてみると、別漫のとおり立木伐採鼠は、前期後期合せて針葉樹１０,０６０千”、広葉樹３,６８２
千”、計１３．７４２千”となっている。造林面積は人工造林で前後期合せて５４,５０３ha，うち再
造林２８,０１５hq拡大造林２６,４８８haを目標として森林資瀝の造成をはかることとし、また林
道の開設・改良については前後期１０ヶ年で６０９粒の開投と９５Kmの改良を行なうこととしてい
る。轟林の保全を含めた治山郡業については、本県はとくに地形が瞳雑で急倣斜地が多いため、災
害発生も数多くかつその規模も大きいことから、復旧治山をはじめ予防治山、防災林の造成等一連
の保全施投の積極的な施行をはかることにしている。
これらの叶向実施にあたって適正な実行確保をばかることは勿島であるが、とくに近年の社会婿

勢の変化に伸ない燥林の価価観が大きく変化し、その公益的擬能がより聴視されていることから、
森林計画およびその施蕊D実施にあたってはﾉﾋ厳と月然保護の調椚Iを考血し、森林のもつ猪撮能を
高脛に発揮させる必彊がある。
本邸隣ｲﾀ林における森林資源の現状から将来の林藁ﾉﾋ庵活動を期符してそのIIJ能敬を刷りすると
表-８に示すとおり木材供給曲では１０年後の卵３分期に８７４千”／年となり、２０年後は1.2
１６千”／年、魂８分期の昭和８１年には１,９２６:1z"/年に達しその供給1I1能吐は塊ｲl;の2,4倍
となる。また卵５分期には人工通林地は２３４Tha、人工造林卒６７妬と、水I,Lにおける人I廼林
の目標が連成さ狐森林賢腺もピークの昭墹１７１年腱期竹には４４,７６１T･"となることが剛ﾘさ

、

、やノ

Ｉ

-１４-

所有区分 総数

立 木 地

総 数 人 工 林 天 然 林
面 劉 蓄 稠 面 積 蓄 穣 面噴 蓄 翻

立
地
墳

無

木

面

竹林

面積

その

他
面苗

県 有
市町村有
財産区有

団 体 有
個 人 有
会 社 有
此 有
部 落 有
社 寺 有
そ の 他

53４0

“2７
4.467

甑5６

26“5３

I4.300

26422

14814

４．098

4８３

&1７0

剛７３

ｲ.305

&965

25§2５０
４

７

４

９

５

８

期
鯛
“

Ｉ

２

１

a970

4６１

50剛６６

３９0688

26Z737

37qO45

244266２I

LO71652

202&284
92§598

36剛0０

2L510

2925

a7２３

２1

恥6５

1444３７

IQ40３

1190３

4.809

2391

4０５

264719

208097

90768

1864７２

1601a966

78風787

LIイ３７２７

32＆102

211398

la999

2245

2750

2484

L800

llq813

M9i

12054

躯７５

L579

5６

241.747

182591

171.969

181573

a40Z655
28Z865

88L557

59Z496

152602

§5１1

０

３

３

４

７

４

５

５

１

１

１

５

L94６

４

８

７

８

２

０

５

３

３

９

２

９

２

-
９
９
”
祁
浬
胸

ｕ

Ｉ

2３

2８
ー

-

２

一

一

２１８１
ー

８

-

１

-

１

合 計 346760 33&7２９ 3036&601 191,982 1125aO35 146747 ILll２,566 4.306 L5２３ 2202



れる。
一方民有林の計画的生産をはかるため昭和４３年度から森林施藁計画制度が発足し、昭和４７年

度までの５ケ年間に別表に示すとおり認定森林面積は、６３,１３０haに達し計画的施業の実行に

努めている。
今後も森林組合等の指導援助のもとに、属地的な共同施業計画と相まって一層の推進をはかるこ
ととしている。

表-６森林計画区別計画期間

ｰ ダ

j… ﾉ

-１５ -

空

森林計画区名 計 画 期 間

熊野川森林計画区
古 座 川 〃
日 豊 川 〃
富 田 川 〃
日 高 川 〃

有 田 川 〃
紀 の 川 〃

昭和４８年４月１日～昭和５８年３月３１日
４ ４ ． ４ ． １ ～ ５ ４ ． ３ ． ３ １

４ ５ ． ４ ． １ ～ ５ ５ ． ３ ． ３ １

４ ８ ． ４ ． １ ～ ５ ８ ． ３ ． ３ １

４ ６ ． ４ ． １ ～ ５ ６ ． ３ ． ３ １

４ ４ ． ４ ． １ ～ ５ ４ ． ３ ． ３ １

４ ７ ． ４ ． １ ～ ５ ７ ． ３ ． ３ １



表-７森林計画区別計画量
1

’

’

’
’

、＝

’
’

表 - ８ 木 材 の 生 産 予 測

木材供給（皆伐人工林）

､苧ノ
森林貧瀕（皆伐人工林）

I

(備考） 昭和４６年瞳における現況より、滅反率方式を用いて惟計。
人 工 林 面 積 ・ 帯 積 蝋 Ｆ の 全 人 ［ 林 1 8 7 , 5 0 3 h a

う ち 禁 伐 択 伐 嬬 定 ２ ， ５ ３ ６
雄 リ I 侍 伐 人 工 林 １ ８ ４ ． ９ ６ ７

拡 人 造 林 計 画 4 7 , 2 1 0 h a

-１６-

’
１

１

森林計

画区名

伐 採 趾

針 葉 樹 広 葉 樹

伐 採
促 進 林 分

面 稠 材 澗

造 林 （ 面 積 ）

総 数
人工造林

再造林 拡 大
造 林

天 然
更 新

熊野川

古座川

日盟川

富田川

日高川

有田川

紀の川

９１８8０0

１｡３４４．８００

２，４０５，１００

６５８,２００

２，２２３β００

8９４．００

1，６１４，３００

２１０,９００

７５３0７００

６８４．５００

１９９，３００

９２４．６００

３６０，６００

５４８,６００

２，５９７

６０９

2,０４０

９８１

2，５４３

５２８

７８３

4４８９０２

１４４．７９５

７６５，２０１

１４８，７８０

５７１２４０

１５５０１６８

１８２０８１２

４．６５４

１３．６１８

9，９２３

３，９７７

１３，５３５

8，２５３

１５．４９２

2,５２０

３０８２４

５．５５３

８１５

６０３７１

３．１０７

５．８２５

１,４７０

２．５２２

４．１７０

２，４９２

６０１３４

１D８２０

７，８８０

６６４

7，２７１

２0０

６７0

1,０３０

３３２６

１，７８７

計 １０,０５９,７００ 3,６８２,２００ １０,０８１ 2‘４１６，８９８ ６９．４５２ ２８，０１５ ２６，４８８ １４．９４９

区 ． 分 ４６年～５０年 ５１～５５ ５６～６０ ６１～６５

供 給

可 能 腿

伐採個俄

伐採材髄

9，５９１

３，９４１

9，５５９

4．０１９

１０,３６７

4．３６９

１２，７７９

５，１５４

区 分 ４６年 ５１ ５６ ６１

人 工 林 面 髄 １８４．９６７ １９６，２９６ ２１１,４６９ ２２２，２３７

蓄 積 １８．３８５ ２瓢.８７３ ２６，７９２ ３２．４３５



「

戸

単 位 ： 面 積 h a 材 積 ” 延 長 、

ロ

■

ｔ…

(注）林政課地域森林計画書

単 位 面 積 h a 材 積 1 , 0 0 0 "

(性）面積は主伐、材砧は主間伐立木材積。

ｰ '

単 位 面 積 h a 蓄 積 l f O O O "

１８．６９６，６０２”

3 1 1 , 6 0 2

１８，３８５，０００

Ｉ

-１７-

一

林 道 保安林の指定（面積） 保 安 施 設 蛎 業 （ 面 積 ）

開 設
延 長

改 良
延 長

総数 水 源
かん養

流
備

砂
防

土
出

土砂崩
壊防備

保 健
体 養

復 旧
治 山

予 防
治 山

防災林
保安林
改 良

地すべ
り防止

９９，３６７

６１１２００

７０,００８

５２,７００

１２４．０００

１０５．９００

９６,０００

８３０

８，９２３

３１,７００

ー

３７，３００

3０２６８

１３３３１

７２

３０

３６

１０

２９

１９

１４

１

１

１

３

４０

-

ー

５0

一

一

一

３

０

-

５

-

０

-

１

２

１

１

１

１

９

０

３

０

９

９

０

１

３

１

２

３

０

-

３

５

一

一

４

１

３

８２

７１０

８１

１０２

３６０

１４７

６８７

１６１

３２０

３７

８

１０５

１５

１８

９８

ixj
一

５５０

１５0

１０

ー

３２０

■■■

１６８

５９５

１２０

５２５

５５７

３０４

８７８

-

６１

６０９，１７５ ９５．３５２ ８１0 ９０ ２５８ １３０ ３３２ 2，２４８ ６０１ 1，０３０ 30１４７ １６

６６～７０ ７１～７５ ７６～８０ ８１～８５

１６，０９３ １９．９３０ ２３，３５９ ２５，８１１

６,０８０ 7，３２０ ８，５１６ 9，６３１

６６ ７１ ７６ ８１ ８６

２２４，１７７ ２２５，７４０ ２２４．２０５ ２２２，８３３ ２２１，８５３

３７，６８５ ４１,８３２ ４４．２４７ ４４．７６１ ４３．５２５



表-９

木材供給可能鼠（皆伐人工林）

面 材積

千 ”

9，０００
、苧ノ

Ｉ

’。

。

』

』

』

一

３ Ｉ

8,000

’
２ 7,000

２ 6,000

’

璋ノ5,000
Ｉ

１

｜
’４，０００

’
’:３，０００

4 ６ 5 1 5 6 6 1 6 6 7 1 7 6 8 1 ８ ６ 年
昭和

-１８-

オ 柵

、
、

一

面 間「
、

、
、

､

、
、、
、
、



１

森 林 資 源 （ 皆 伐 人 工 林 ）

蓄 積 百 万 ”

２５ ０ ４６

蓄 積
〃
Ｌ
／
Ｌ一一一《入、 二

、 ノ ～〔〕、 ／ｰ ／
２４ ０ ノ

４２”

、 ｌ

ノ
〕面 積 ¥ha

ノ
ノ

ノ

／０２３ ノ ３８｡

ｒ
Ｌ
Ｊ
ノ

）積面 - 、
三ノ ～

、ノ〆〃ﾄ ー - １ー 引、２２ 『
ｒ０ ３４ノ

ノ
ノ

ｊ
、
ノ

／/／２１ ０ １

Ｊ ３０

／ ノ

ノ
ノ
ノ

／ノ
ー メグ

色
『
夕

２００ ２６

〃リ
ｙ〃１９０

２２
ノ
ノ

／

ノ

１８ １８
４ ６ ５ １ ５ ６ ６ １ ６ ６ ７ １ ７ ６ ８ １ ８ ６

昭和 年

- １ ９ -

＝



表 -１０森林施業計画の認定実績
単位；面積h a

讃

耶

面

大 臣 計知

数件
備 考

件 数 而 積件 数 面 澗 件 数 面 積

1｡６８６ ２６２３ １１,３５６ ３ １３｡０４２４３

２６ 6，２３１ ３５7，２８３ ９ １３０５１４４４

２６４５１２３１１５．２２６ １０，９１０３ 5．６８４

1２，０４８４６ 1０,０７３ １,９７５ ５３４７ ６

１３．６１６７９ １３４２６ ２ １９０ ８１４７

計 ４７，３６４ ２２１ ６３,１３０１９８ ２３ １５．７６６

》(注）林政課業務資料

第 ３ 節 森林造成

1．人工造林の現況と造林計画

（１)人工造林の現況
本県の民有林人工林面砿は、１９１,９８２ha、人工林率５６妬に達し全国でも有数な造林県と
なっている。しかし股近の造林をとりまく諸情勢は、山村の過疎による労働力不足、国内材生産
の停瀧造林資金錐等非常にきびしいものがある。
終戦後造林が積極的に行なわれるようになった昭和２７年庇から４７年度までの２１年間の造
林実菰は表-１１のとおりであり、昭和３０年度の１２,１６７haをピ壷クとして多少の波はある
が、漸減傾向を呈し、昭和４７年庇は３0年腱の1/３を下廻る３,９８３haに低下した。造林一
推進上ネックとなっている点は木材価絡の先行き不安、労働力の減少とこれにともなう労働賀の
高騰であると思われる。ちなみに表-１２に示しているとおり昭和４７年の造林饗は昭和３５年
に比して５倍近く上昇している。
また再造林と拡大造林についてみると、表１１のとおり拡大造林においては巡年の墹泌ま楓世で

あるが､碑迩林は極めてZ釣:大きく木材胱女(変動の影W物ちか”封'る｡このように近ｲI§､迩林ﾘﾄ業が減少
"lilにあるとき､炎-１３にみるとおり公ﾈ|;･公川造朴物堀噸l･1111iどおり爽施されていることは､今後の逓林
を拙進するうえにおいて公的造林の必慨ﾔ'1をl1商示するものであるともいえる。
一方樹穂別にみると表-１４によって明らかなとおり、昭和２８年にヒノキはスギの植職伽脳

ｆ
を越え以降着実に増加し、昭和４６年庇にはその柿級比率は８()パーセントを超えている。

- ２ ０ -



表 - 1 1 造 林 種 別 造 林 実 績
単位二ｈａ

( 注）林案課業務資料

表一ユ２造林経費比較表（スギ）

…

(注）センサスおよび

林業課業務資料

造 林 経 費 閃 子 の 変 化 単位：円

1h噸

Ｉ

( 注 ） 休 鷲 課業務商科

-２１-

一

27年 ３０ ３５ ４０ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７

再 造 林 5，９９７ ４．４４５ ３．３９２ 2,７１８ 1，２２９ 1,２６５ 1，２９６ 1,００２ ４７４ ４６４

拡 大 造 林 5,１７９ 7，７７２ 6，２４４ ４，２６８ 4，５６７ ４．４７１ 4０２８４ ４｡４０９ ４,５１８ ３，５１９

計 １１，１７６ １２,１６７ 9，６３６ 6，９８６ 5，７９６ ５，７３６ ５．５８０ ５,４１１ ４．９９２ ３，９８３

３５年 ４０ ４７

造 林 理 凹 ５６,９０0I'] １１２,７００円 ２７６.９００円

比 １００ １９８ ４８７

労 務 贄 ５５０円 １,１５０円 3,000円

比 １００ ２0９ ５４５

苗 木 価 格 3.30円 ・５．７０円 １１.５０円

比 100 １７３ ３４９

労 務 醤

地 ご
しらえ 樅 下 刈 計

３５
人

２３人 ８
人

６４
人

苗 木 代

ス ギ ﾋノキ マ ツ

‘1．６８奇 本
４．７９０ ４．６０↑

諸 経 曲
経 費

▲ 計Ｌ。

３５
嗽価

卜Ｑｆ
ｌ

ｐ
ｒ
Ｌ

5５０

1１２５０

5５０

1２６５０

550

４‘４００ 36.3Ⅸ｝

３３0

li４4４

3.50

1６７６５

250

11.1５0

ス ギ ５ . １ ５ ６
ヒノキ５･２３５
マツ４．６５０

スギ５６ ,９００
ヒノキ５８8００
マソ５２．１００

４０
単価

誰卜ｕＩ

1.150

40250

1.150

2６４５０

LI５0

9200 7&900

$70

2“7６

&30

3ul７７

３８０

IZ48U

スギ１(),１２４
ヒノキ１(〕,５２３
マ ツ ３２０

スギ１１２,７００
ヒノキ１１６,600
マシ１０２,７００

４７
単価

‘汁

MO0

I０&110(}

加0０

6知0０

1000

24.00Ｕ 1９&0００

II5０

51820

14.5U

“ｲ５５

6411

２１“０

スギ２５１)８０
ヒノキ２6､６４５
マツ２逵・６６(）

スギ２７６９００
ヒノキ２９４，１００
マツ２５０,１００



〒

表 - １ ３ 造 林 実 績 表

ｰノ

、琴ノ

(注）昭和４６年度における公社造林のうち７０は補助と璽復

休業操業務資料

一 理 一

年

度

補 助 造 林

再 普拡 団 地 計

融 資 造 林

再 拡 計

水源林・公団

再 拡 計

２７ 4,６００ 4，２８８ ８，８８８ 1,０６８ ７９１ 1，８５５ ８0 ３０ １1０

２８ 3β００ 5,９１８ 9０７１８ ３２０ ２７８ ５９８ ５５ ６０ １１５

２９ 3β２７ 5，４２９ ９，２５６ ３４0 ３４６ ６８６ ６３ ８３ １４６

３０ 3，９２５ 7，２７５ １１，２００ ３１０ ２３４ ５４４ 1５0 １７３ ３２３

３１ 2，２４６ 6，９５４ ８，３００ ５０ ６８ １１８ ３１５ ４１５ ７３０

３２ 2，７３０ ４．２１０ 6，９４０ ２２０ １６４ ３８４ １８６ ５５０ ７３６

３３ 3，６２６ 5,１７０ 8，７９６ 1２７ １７５ ３０２ 5０ １５０ ２0０

３４ 2．９６５ ５０５８５ 8，５５０ ２00 １７５ ３７５ ４０ １５０ １９０

３５ 261２ 5,２０８ 7β２０ ７０0 ９３０ 1,６３０ ５０ ７０ １２０

３６ 2，８５７ 4．５１３ 7０３７０ ３０７ ８３５ 1,１４２ ９１ ９１

３７ 2,０２３ 3１９８ 5，８２１ ２２５ 1．０３４ 1，２５９ ４３５ ４３５

３８ 1,５０４ 3０６２４ 5，１２８ ３４９ ６９８ 1,０４７ ３３８ ３３８

３９ 1,８１２ 3，５０６ 5，３１８ ２４５ 1００３０ １,２７５ ２６６ ２６６

４0 ２，３８０ 2，６６１ 5，０４１ ２６９ 1,１２２ 1,３９１ ４２７ ４２７

４１ ２．２１２ 2．１９９ 4．４１１ ３９１ ４７６ ８６７ ５０７ ５０７

４２ 1,０２２･ 2，９７８ ２９１ 4．２９１ １７４ ４６４ ６３８ ７９６ ７９６

４３ ９３２ 2，０２２ ７５２ 3,７０６ ２７８ ８４７ １,１２５ ７０８ ７０８

４４ 1p６８ 1，９５５ ６８７ 3，７１０ １５６ ６８１ ８３７ ６９６ ６９６

４５ ６１1 ２，１９５ ６６３ 3，４６９ 1６８ ６３９ ８０７ ６５３ ６５３

４６ １６８ 2，５７１ (70）
４０７

(３２１６）
3,１４６ １３１ ６２０ ７５１ ６００ ６００

４７ １５８ 2．３０２ 2，４６０ ８０ ５６４ ６４６ ４８７ 4８７



単 位 : h a

1

ｰ ぜ

ｰ ′

戊

一

Ｉ

捕助実績は４７７。

-２３-

公 社 造 林

再 拡 叶

自 力 造 林

再 拡 計

合 計

再 拡 計

せき悪林

地 改 良
備 考

２５０ ７０ ３２０ 5，９９７ 5,１７９ 1１０１７６

５0 ６０ １１０ 4，２２５ 6，３１６ １０,５４１ ５0

５０ １００ １５0 4，２８０ 5，９５８ １０,２３８ ５０

６０ ４０ １００ 4，４４５ 7．７７２ １２,１６７ 1００

５０ ２０ ７０ 2,６６１ 6．５５７ ９,２１８ ３９

２５

３０

２５

２０

５０

５０

3,１６１

3β３３

４．９４９

5,５１５

8,110

９，３４８

３６

３４

１５ 1５ ３０ 3．２２０ 5，９２５ 9，１４５ １６

３０ ３６ ６６ 3．３９２ ６，２４４ 9，６３６ １３

１２ ６ １８ 3，１７６ 5，４４５ ８,６２１
一

１４

１６ 1１ ２７ 2．２６４ 5．２７８
L

7.5潮２ 1９

１２ ６ 1８ 1，８６５ ４．６６６ 6，５３１ ３0

６０ ３４ ９４ 2,１１７ ４，８３６ 6．９５３ １００

６９ ５７ １２６ 2,７１８ 4．２６７ 6．９８５ 1９５

３８ ２５ ６３ ２,６４１ ３０２０７ 5，８４８ ２００

３３ ３８ ７１ 1,２２９ ４．５６７ 5，７９６ ２０0

10() １００ ５５ ４２ ９７
／

1，２６５
〆臓

４.４７１
〆

5，７３６ １８８

２0１ ２０１ ７２ ６４ １３６
〆

1,２９６ 4.28r
グ

5，５８０ ８０

２1５ ２１５ ２２３ ４４ ２６７ 1,００２
-

4.４０９
〆

５,４１１、 ８０

２４９ ２４９ １７５ ７７ ２４６
｡

４７４ 4,５１８
〆

4．９９２ ４９

２0４ ２０４ １５２ ３４ １８６ ４６４ 3．５１９
〆

3９８３ ８４



表-１４樹種別植栽面積の推移
単 位 ： 面 積 h a 比 錫

､-ノ

（注〕林業課藁務資料
(2)造林計画

昭和３６年度に木材需要の安定、水資源の砿爆土地保全等の目的をもって昭和３７年度から
６１年庇までの造林長期（２５ケ年）計画が立てられた。しかしながらその実行状況についてみ

ると造林環境因子が年とともにきびしさを加えてきたため．拡大造林は造林適地が多いことと公

的磯関の造林嚇業に支えられ計画趾を保ったものの、再造林は極端に計画展を下廻ったので現悩
勢から再検討をする必要性が生じてきた。
そこで、現在の諸条件からマクロではあるが林地生産力の経済的限界点を求め、これを基準と
して昭和４５年度に行なった森林生産力凋査結果から推測し、今後の目棟人工林面強を表-1５
のように算定した"しかし､これからの造林事業碓進のためには、その方法として造林地の築団化
・計画化をはかるとともに、林業公社等による分収造林、森林組合受託造林等の組織造林を推進

することが必捜であると考えられる。

’
’

Ｉ

’

Ｉ

トーノ

表 - 1 S 目 標 造 林 面 積
単位 : h a ’

’

1

’
（注）林政課業務箇料

2．特殊林地改良事業
林木の成長が不良な土地のｉ嬢条件等を改良することにより、森林のﾉl燕力をlpl復させることを

目的として特殊林地改良蛎業（せき患林地改良邪業）を実施しているが、災-I6にみるとおり昭

和２８年庇にはこの邪業の対象となる林地は２４．097ha存ｲＩＬた。現ｲＩ感で改良した林地は
20013唾であり、今後も毎年約200ha実行する叶向である。

̅

｜
Ｉ

-２４-

２７

面侭 比

３０

面 積 比

３５

面 積 比

４0

面 積 比

４５

面脳 比
ス ギ 4．７４２ ４２ 5，０７４ ４２ 2９４６ ３０．５ 2．３９７ ３４ 1,２０５ ２３

ヒ ノ キ 4．４９４ ４０ 5，５９９ ４６ 4．７０５ ４９ 3，９８８ ５７ 4．１８３ ７７

マ ツ 1,８７０ １７ １,３９２ １１ 1，９８３ ２０．５ ６００ ９ ２３ ０

そ の 他 ７0 １ １０２ １ ２ ０ - ー 一 一

計 １１｡１７６ １００ １２,１６９ １００ 9，６３６ １００ 6，９８５ 1０0 5,４１１ １００

面 俄 比
２７年度
=１０0

１０0 １０９ ８６ ６３ ４８

民有林面積 現在の人工林
(幻

計画拡大造林
(B)

n 標 人 工 林
( A + B )

目標人工林キ〈
例

３４６,７６０ １９１,９８２ ４２，７３１ ２３４．７１３ ６７



しかし近年の社会・経涜燗鴇の急速な饗化に伴い耶業内容が実態にそぐわない面もあり、またそ
の成果を縛るまで長年月を要することから個人の意欲の低下が懸念される。

なお、昭和２８年当時せき悪林地の基叩を伐期４０年におけるアカマツの収謹予想品１５０”／
瞳以下においた。しかし近く土壌調庇により科学的な基唯を設定する予定である。

表-１６せき悪林地改良事業の対象面積
単位 : h a

$ ＝

(注）林業課業務資料

３造林用種苗

林業用の薊子確保のため、昭和２７年度から県営で郡子採取事業を行なってきたが、昭和４５年
に林業師苗;去が全面的に改jEさｵＬ新たに特別母樹挑育師母樹林、普通母樹林を指定し、これら

母樹林から産地系統を明らかにした優良な繩子を県営により採取している。最近の緬子採取侭と需
要厨は表-１８のとおりであるが種子結実の豊凶は年により極めて大きな差があるので、凶作年に
そなえ現在毎年200K9程Ｉ更の備荒用椰子を貯蔵しているが、さらにこの岡を増加する必要がある。

本県の苗木生産量は表-１９のとおりであり、需要趾をまかなうには至っていない。また表一
２０にみるように概して苗畑経営規模の小さい生産者が多いため、他県の大規模経営者の苗木に圧

迫されている面もあるので生産業者の組織の強化をすすめている。

…

表一ユ７母樹林の現状と計画
単位 : h a

一

’ ２

８２８３４．９４L " _ _ ｣
(注）林業課業筋資料

- 溺 一

流 域 名 要 改 良 面 積 ２８～４７年までの実績 残 量
熊 野 Ｉ Ｉ １１３ ３６ ７７

古 座 Ｉ Ｉ 1，５８３ １８1 1．４０２

日 圃 Ｉ Ｉ ２４０６ １６６ 2,２４０

富 田 Ｉ Ｉ ３ ８２１ ３１】 3，５１０

日 高 Ｉ Ｉ ６１３１ ７４８ 5０３８３

有 田 川 ２９７１ ３２９ 2，６４２

紀 の 川 ７０７２ ２４２ 6,８３０

;汁 ２４．０９７ 2，０１３ ２２,０８４

樹 煎 特別I寸樹林
普 通 母 樹 林

46年唖まで
術 定

４７年度
指 定

４８年度
捕 定

計

ス ギ 5‘００ ３７４.０４ ３７９．０４
ヒ ノ キ ２９．９４ ４５１ ８５ ４８１ ７９

ア カ マ ツ ー ０３８ ０３８
４３ ２４３
７０ ４４４．００ ２２２．００ 1,５２９ ６４

， ク ロ マ ツ



！

ｉ

１

表-１８種子採取量と需要愚

｜耐

ｰ ノ

表-１９山行苗木の生産愚と需要量

罰 ｜
’

I " a /表 -20 ･経営規模別苗畑面積

’

( 注）林業課業務資料

Ｉ

。．＝あ一

４３

採 取 瞳 需 要 風 過 不 足

４４

採 取 股 需 要 趾 過 不 足

ス ギ ４１１ ６６0 △２４９ ３0５ ６６０ △３５５ ３０0

ヒ ノ キ 1,１２１ 1，２２０ △ ９ ９ ６５0 1，２２０ a ５７０ 1，６６７

ア カ マ ツ １７ ６０ △４３ ６０ △ ６ ０

ク ロ マ ツ ２２ ６0 △３８ ６０ △ ６ ０

計 1，５７１ 2０００ △４２９ ９５５ 2００００ .１,０４５ １,９６７

４３●

生 産 鉦 需 要 凪 過 不 足

４４

生 産 趾 需 要 量 過 不 足

ス ギ ５，４６１
ｬ

8,１４０ △２，６７９ ８，６２１ 8,１４０ ４６1 4，５０５

ヒ ノ キ １２,０９３ １６,８４０ △４．７４７ １６,１３１ 1６,８４０ C７０９ １７,２４６

ア カ マ ツ ６２０ ３２８ ２９２ ２２３ ３２８ .１０５ ２３５

ク ロ マ ツ ６４９ ４６７ １８２ ２６０ ４６７ △２０７ ２３１

計 １８0８２３ ２５，７７５ △６９５２ ２５，２１５ ２５，７７５ a５６０ ２２,２１７

１ ０ 0 "
1 ” ～

”
500

5 “ ～
l｡”皿

1 , 0 " ～
”

5 , 0 "
5,000～

”
10,０００

1０，０
30,
昨”皿 計

者数（人） ４５１ 1，１５８ ３５９ ２0９ 1０ ７ 2,１９４

面積（地） 4．４８ ３１．１４ ２３．０４ ４３．００ 6．３０ 8．６２ １１６.５８



単位:K9

４５

(注）林業課業務資料…

単位：千本

４５

(注）林案課業務資料

…
4．林木育種事業

本県は古くから植林が盛んで人工林の美林は多いが、元来土地が肥沃で気候に恵まれていたこと
がかえって造林者の品緬に対するきびしい姿勢をとぼしくしている面もあったようである。しかし

時旅にそって昭和３２年から本県においても育郁"案が実施されるようになり、楠英樹スギ48本
ヒノキ１３本、アカマツ９本、クロマツ９本、計７９本を県下各地から選定し、これらを親木とし

て優良品繩の苗木を墹殖することとした．
Ⅳ{和３７年には蝶林木育廊賜が投血され、ようやく行繩鴬街も地に根をおろした感を深めた。当

初の育種砺業の弩え方、進め方は選抜育椰が支配的で比絞的さし木の容易なスギの採鯉制造成に力

を注いだ。
その後発恨斗《のＩ州鼬、あるいはllt界的な伽向である交雄育靴の思想がわがI劇にも影轡して師子に

-２７-

４６ ４７

需 要 風 過 不 足 採 取 量 需 裳 趾 過 不 足 採 取 鼠 霜 要 風 過 不 足

３０0 ０ ３００ ３０0 ３００ ３００

1，６６７ ０ 1,５２５ 1．５００ ２５ 1．４９０ 1．２９０ ２0０

-｝１０ -｝』0-

1，９６７ ０ 1，８２５ 18０0 ２５ １,８００ 1,６００ ２００

４６

需 要 価 過 不 足 生 産 量 需 要 価 過 不 足

4，５３８ △３３ 3,112 4，１０２ .９９0

1９,６３１ △２，３８５ ２１.１３０ ２１,１３０ ０

１５５

６４

８０

１６７
-}371- -}３７'- - } ０ -

２４，３８８ a２,１７１ ２４，６１３ ２５，６０３ △９９０



!

’

よる増殖方法が見直されるようになり、従来の発根性の低い採秘園を採轍園に切りかえるなど育租

方針の変更もあった。
また次代検定も極めて亜要な仕噸であるので昭和４４年度から１０ケ年計画で県下３０ケ所に次

代検定林を設定することにし、昭和４７年度までに１５ケ所１５地の次代検定林を設定した。

’

第４節生産基盤の整備
1 ． 林 道

（１）林迩整備の現況
民有林の経営管理の基幹的施設として、また凪山村地域社会の振興を期するため、県の璽要施
策として、林通網の整備拡充を強力に挺進してきた。過去に開設された林通延長は１,９７４Kmで
あるが、公遊への移管等もあり昭和４７年度末現在林道として管理されているものは１,３９０
Kmとなっている。この内訳は、自動車道８０５Km、車道５８５Mである。
林迩密度は、民有林面澗１地当り約４mであるが、自動車道のみについてみるとlm当たり
約2.3mとなっている。

（２）林道事業の実績
戦後、林遡TII業は彼興用材搬出のための施設としての必要性にからｵＬ逐年実施されてきたが
昭和２６年森林法故正に伴ない、森林計画の一環として植伐の均衡を図り、あわせて生産性の向
上を期するため林道施設の急速な整傭をしなければならないという認識のもとに、噸業も拡張

ﾐ ジ

ｌ
ｌ
ｌ
’

表-２２林道事業実績一覧表（その１）

I琴ノ

-２８-

施 行

年 唖

開 投 リ ド 業

路線数 延 長 事 典 費

４０ ２0
Eｎ

２０，２９８ ２８７．５
詔
３２ ー

、
ー

千円
- ー

４１ 1９ ２３，８５０ ３０８,１２０ １ １,２４０ 1６，０５０ 一

４２ ２０ 1６６７８３ ３１９0６９８ １ ９４０ １９.９０２ ー

４３ 1８ １１,２５７ ３４５,２７１ ２ ０４00 ２８，８９０ -

４４ ２６ ２１，４６４ ４０１,７２５ ２ 3６０９ ５７，０００ ー

４５ ２８ ２４β９８ ４３９０３５７ ３ 5，６６６ １２４,０００ 一

４６ ３４ ３８，０６０ ７４３．６６０ ２ ３,５１９ 1０９０３７５ ２

４７ ３２ ２５，９９３ ７３７,６００ １ ４１ １５０，０００ ３



されるようになった。昭和３１年には森林開発公団が設立さ姪特に民有林開発が著るしく遅れて
いる和歌山、三並、奈良、三県にまたがる熊野川流域が捕定され、本県では東牟腿郡熊野川虹本

宮町地内において大規模な林道開設事業が実施された。
昭和３４年に新たに山村振興林道事業として、多目的で山村経済振興と所得水曜向上に資する林

道が実施された。また昭和３９年林業橘造改善対策が重視され、一定の地域を単位として各種の駆
業を有磯的総合的に行なう林業柵造改蕃叩業が発足し、その指定地域に対し、生産基盤の整備拡充
を主眼とした林道開設事業が実施に移された。
ついで峰越連絡の効果の大きいものについては、農免峰越連絡林道事業が新設さ払地或径済振
興上著るしい実緬をあげている。

また昭和４５年には人口の減少のはげしい地域に対し過疎地域対策緊急措置法に基づく基幹林道
の整備事業を県が代行邸業として実施することとなった。

…

表-２１昭和４７年度末管理主体別林道現況

林政課業務資料

凸嘩ノ

林政課藁務資料

、、一 鋤 一

林道の種類 ４７年歴末
現 在 延 長

管 理 主 体

県 市 町 村 森林組合 そ の 他
備 考

自動 車 道
、

８０５．１５４ ２９，９能 ４９２９品 、
２７９．２４５

、2９５３ その他は併用林道
(新宮営林署）

車 道 ５８５,１６０ - ２６１，７５８ ３２３，４０２ -

計 1,３９０0３１４ ２９，９９５ ７５４,７１９ ６０２，６４７ 2９５３

改 良 リ ド 業

路線数 延 長 瓢 業 費
備 考

ｍ
ー

千円
■■■ ６ ２0『 千円

7．６５１

一 ー ４ １５５ 8，３６５

ー ー ７ ３７０ １１,３６６
■■■ - ４ ４０５ １１,８００

■■■ ー ９ ９２０ ２１８００

一 一 ９ 3,５３０ ３８，３６４

1０７０２ 】０，８００ １４ 4．００６ ４１､７８４

2３９１ ２２．５００ 】３ 5u９８３ ８４．３７２
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’
｜林道開設実讃の推移（その２）

昭和４８年６月１日現在
’

ｌ

Ｉ

、-ノ

､琴ノ

｜

林政課粟務資料

-３０-

年度 施行実緬
内 訳

補助林迫 融資林道 県営林道 公団林道 林榊林遊 峰越林道 山搬林道
累計延長 摘要

２２
K画

１４.８
K国

１４．８
肋 K画 血 K画 血 恥

１００８５.６

２３ １５.６ １５．６ 1,１０１．２

２４ １１．３ １１．３ 1，１１２．５

２５ １６．６ １６．６ 1,１２９．１

２６ ５８．６ ３４．３ ２４．３ 1，１８７．７

２７ １０４．０ ３１．５ ６０．４ １２．１ ２９１．７

２８ ４５．３ ２８．７ ４．３ １２．３ ,３３７．０

２９ ３８．２ １５．１ １５．４ 7.7 ｐ３７５，２

３０ ３０．２ １６．２ ７．７ 6.3 ４０５.４

３１ ３５．５ １７．８ 3.5 １４.２ ４４０．９

３２ ４９．３ ２１．３ 1.9 ２６．１ ４９０．２

３３ ３９．５ ２０.２ 7.6 １１.７ ｔ５２９．７

３４ ２５．４ ２３．３ 1.5 0.6 ９５５５．１

３５ ２３．３ ２３．３ ,５７８．４

３６ ２６．２ ２３．９ 2.3 5６０４．６

３７ ２１．８ １８.７ 3.1 ６２６．４

３８ １９．６ １７.７ 1.9 ６４６．０

３９ ２１．７ 1９.６ 2.1 ６６７６７

４０ ２４．４ １７．６ ４.１ 2.7 ，６９２．１

４１ ３５．４ ２０．６ １０．３ 1.3 3.2 ,７２７．５

４２ ３２．８ 1６．８ 1４．１ １.９ ，７６０．３

４３ ２８．４ １１.２ １５．８ 1.4 ７８８．７

４４ ３７．７ ２１.４ １２．７ 3.6 ８２６．４

４５ ４４．７ ２４．８ １４．３ 5.6 ｳ８７１．１

４６ ５８．４ ３８.】 １６．８ 3.5 ？９２９．５

４７ ４４．４ ２５．９ l８.０ 0.5 １,９７３.９



(3)林通事業計画

昭和４８年３月に樹てられた全国森林計画に基づき民有林林道整鯛叶画を策定し、事案を碓進

しているが、その林道計画は幅員3.Om以上の自動車道を民有林ha当り10.8mの密度まで整卿
するものである。すなわち本県民有林面樹３４７千haに対し林道の目標延長は3,753Kmを必捜
とするカミ既設自動車通の延長は805Kmであり、目椴を達成するためには今後なお2,948h
の開設を要する。しかし本県南部は北部に比較して現況密度が低く、林道の整備が遅れているの
で幹線林道の整備を急ぐ必要がある。森林計画{こ即応する前期五ケ年計画（４８～５２年度）の

林道開設延長は511Km 内訳{警蠅：::：
である。また近年の輸送体系はトラック輸送に移行し、その車桶も大型化、重艮化し、林道開設
時の栂造規格では対応できないものが多くなってきたので、林道改良耶業により幅員拡張、曲部
改良工耶を積極的に進めていくことが必要である。
また一五時代の要捌に応え農免財藤により、林迩舗装に対し国叩助成の道力澗かれたので、

今後は地元の要望に沿いながら整備を進めていく方針である。昭和４８年度から森林のもつ多面
的磯能を総合的に発揮させる目的で、従来の奥地林の開発を主とした林道補助体系を修正し、山
村集落を含む森林環境を開発整備するために、広域基幹林道の新制歴が発足し、実施の運びとな
った。この広域基幹林道等林道網の中核となる重要なものについては、その構造も永久的施設に
ふさわしい規格と自然保迩、土地保全等を十分配慮した工種工法を採用し実施していく方針であ
る。

１

１

､華ノ

2 ．林業構造改善事業

昭和３９年に林業基本法が制定さ韮この法律にもとづく重要施策の一環として、昭和３９年歴
から第一次林業構造改善蛎業が実施されてきた。この第一次事棄は林嚢の経済上砿要な地位を占め
る市町村を計画地域として指定し、砺業を実施しているが、計画地域の指定は、昭和４６年度をも
って終了し、その数は本県で２６市町村に通した。鋼一次事業を実施した地域では林業の生産基盤
の整鯉資本装側の高度化などの事業が推進さ払協藁を中心とする林業経営の近代化と、生産性
の向上などにおいて成果があがりつつある。
しかしながら、近年におけるわが国の経済の高度成長、産業綱造の変化、社会の高密匪化等に伴

い、林業経営をめぐる猪愉勢は山村人口の流出による林業労働力の減少、木材流通澗費構造の変ぼ
う、外材輸入の増大等と急激に変化しつつある。このような情勢に対処し今後地域林業の振興発展
を図っていくためには、粥一次事業だけでは充分であるとはいい鷺い状況であり、卵一次事藁の成
果と問題点の上に立って、新しい感覚で、また大きな規模で実施される粥二次林業構造改善率案に
期待するところが大きい。

‘ …

-３】一
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表 -２３ 林業構造改善事業地域指定状況

｜

ｌ

ｌｰ '

山村対策室業務資料

表-２４ 林業構造改善事業実施状況
’
１

､やノ

山村対策室業務資料

-３２-

指定

年度

本 邸 業

指定数 市 町 村 名

追 加 噸 案

指定数 市 町 村 名
側 考

３９ ２ 中津村、大塔村
４0 ３ 高野町、金屋町、中辺路町
４１ ２ 美里町、滴水町

４２ ３ 川辺町、竜神村、那智繍浦町

４３ ４ 花園村、南部川村、本宮虹
粉河町

４４ ５ かつらぎ町、広川町、すさみ町、
新宮市北山村

４５ ４ 印南虹美山村、上富田町一
古座川町

２ 金屋町、美里町

４６ ３ 橋本砿日置川虹熊野川町 ６ 中津拭清水町、竜神村、那智勝
浦虹花園村、本宮町

年度 実 施
市町村数 事 業 費 累 計 額 価 考

４0 ２
千円

４２，３４３
網

４１ ５ １２１,３９６ １６３０７３９

４２ ７ １８３．３５７ ３４７，０９６

４３ ８ ２２３,６００ ５７００６９６

４４ ９ ２４４，３５４ ８１５００５０

４５ １２ ２９１０５３２ 1,１０６,５８２

４６ １５ ３３９,１０１ １,４４５．６８３

４７ ２0 ４３３０９３６ 1，８７９，６１９



表-２5林業櫛造改善事業実績（昭和４０年～４７年）

…

…

-３３-

曝 分 稲 別 事 業 内 容 蛎 業 実 統 摘 要

経営基盤の
充実

入 会 林 野 近 代 化
分 収 造 林 促 進
国 有 林 野 の 活 用
林 地 流 動 化

面 積 測 歴 等
″

〃

〃

１,３６５.３ha
1,１２５.２"

１７.７"
１３２．０〃

生産基盤の
整傭 林 道 の 開 設 １０１路線

1０７ , ３ ３ ９ m

資本装備の

高 庇 化

紫材生産施設の設置

造 林 施 設 の 設 躍

特殊林産物
生産施設の設置

樹鯉I麺施設の投撹

チ ェ ン ソ -
集 材 機
ウ イ ン チ
索 道
動 力 目 立 機
移動宿泊施設
擬械保管倉庫
卜 ラ ッ ク
ク レ ー ン 車
フォークリフト
貯 木 場
チ ェ ン ソ ー
刈 払 機
ト ラ ツ ク
移動宿泊施設
植 穴 掘 槻
薬 剤 散 布 磯
資材人員輸送車
軽 架 線
動 力 目 立 樋
機械保管倉庫
苗 木 保 管 庫

一
機
磯
物
ム
槽
線
物
場
設

エ ン ソ
ん 孔
燥

燥 用 建
レ 一
水
架

業 用 建
工 滑
水 施

チ
せ
乾
乾
フ
貯
軽
作
人
給

一
織
設
土
地
梢
一
舎
機
物

ト ラ ク タ
薬 剤 散 布
給 水 施
客
開 こ ん 整
貯 水
動力カッタ
恥 肥
根 切
作 業 用 趣

台
台
台
台
台
棟
棟
台
台
台
”

０

１

３

７

９

０

１

９

３

２

７

９

４

１

１

２

６

１

０２ケ所７
台
台
台
棟
台
台
台
台
台
棟
棟

７

７

１

８

８

６

３

４

９

２

１

９

０

１

１

２

４

台
台
台
棟
棟
個
台
棟
”
所ケ

３

１

４

３

２

４

１

２

１

３

５

５

３

６

３

２

１

７

１

９３

台
台
所ケ

８
０
８

１

２

１

4．０００ "
２２．６ha

ケ
台
棟
台

８

８

３

４

１１棟
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(注）山村対鰯室業務資料

表-２６入会林野の現況

１苧ソ

-３４-

区 分 穂 別 邪 業 内 容 事 業 実 細 摘 要

木炭生産施設の設騒

作 業 道 開 設 用
磯 械 の 設 置

附 帯 道 路
軽 架 線
木 炭 倉 廊
チ ェ ン ソ -
炭 が ま
作 業 用 建 物
トラクターショベル
ハ ッ ク ホ ー合

ダンプ・トラック

1 , ７ ０ ４ m
台
棟
台
墨
抑

４

４

８

０

２

１

台
台
台

４

１

２

そ の 他

早期識業経営Z捉進

協 業 の 推 進

新値補植保育
測 肚 擬 具
トランシーバー
オ ー ト バ イ

l ２ ２ h a
３４セット
３６セット
１ ９ 台

特 鯉 わさび田造成うす板生
産施設の設磁

わ さ ぴ 田 ６アール
１ケ所

所 有 状 況

社、共、団、部落 財 産 区 針

個所数 面 積 個所数 面 稿 個所数 面 積

和 歌 山 市
海 南 市
掘 本 市
有 田 市

御 坊 市
田 辺 市
新 宮 市

海 ， 草 郡
那 賀 郡
伊 都 郡
有 田 郡
日 高 郡

西 牟 陛 郡

東 牟 陛 郡
県 計

６

２

０

１

２

０

６

４

３

４

６

５

０

８

６

９

２

２

６

２

０

４

２

９

５

１

１

１

３

２

２

1,５１７

３４１．５０

2.０１

１３５．９８

2８８

１８１．４５

１８０．６８

７２．５５

３９２．７１

2,０４５．９５

３５３．８３

７２３.７１

6０１５６．５２

３0３９０.３２

３，７９９．４３

１７.７７９.５２

４

８

３

８

１

５

４

１

１

５３

５９９．６５

3０４２．１１

４９６．３３

１,５９４.８３

９７２．６５

3．５６０．０９

７７１.９５

１１,０３７.６１

６

２

４

１

２

０

６

４

１

７

４

６

５

２

６

９

２

２

．

６

３

０

５

３

⑪

６

１

１

１

３

３

２

1,５７０

３４１．５０

2．０１

７３５．６３

2．３８

１８１.４５

１８０.６８

７２．５５

３９２.７１

5,０８８.０６

８５０．１６

２．３１８．５４

７,１２９.１７

６，９５０．４１

４.５７１.３８

２８．８】７．１３



3 ．入会林野の近代化

蝋下の入会林野（部落有林）は表-２６にみるとおり１，５６５箇所、26¥"となっている。
林業基本法（昭和３９年）、入会林野近代化法（昭和41年）の施行にともなう入会林野等祭蜘促
進耶業の実施は、明治以来温存されてきた入会権を近代化する上で、ようやく抜本的なしかも民主
的な有効手段がとられる端緒となった。この事業による整備計画の翌可の実綱は表-２７のとおり
で15整側組合、その整伽面積は1,057"である。毎年400"以上を目標に、今後もこの事
業を推進していく方針で整備の趣旨、実施の手続き等の啓頚と指導を行なっている。しかし整鯛の

側紐合、その整側面積は１,０５７"である。毎年４０0"以上を目標に、を
;していく方針で整備の趣旨、実施の手続き等の啓頚と指導を行なっている。
地元入会栖者築団の熟意と当該市町村の協力の如何にかかっているといえる。成否は、

-

単位：面菰ha

…

(注）１９６０年i廿界圏林業センサス

-３５-

経 営 状 況

社、共、団、部落 財 産 区 計

個所数 面 澗 個所数 面 積 個所数 面 積
４

２

０

１

２

１

６

４

２

３

６

０

９

４

６

９

２

２

６

ワ

〕

０

４

３

７

６

１

１

１

３

２

２

３１１．３０

2.０１

１３５．９８

2．８８

１８１.４５

２００．６８

３５．９５

３７７．７】

2．０２９．１８

３２７．３５

７５０．３４

5，４８６．５７

３,１３４．７５

４．３７２．３８

４

８

２

８

１

４

４

１

１

５９９．６５

２，７２７．３１

５６．２２

１，４１４．１８

８７８．５６

２．４２３．７８

６５６．９５

４

２

４

１

２

１

６

４

０

５

４

１

３

８

６

９

２

２

６

３

０

５

４

９

６

１

１

１

３

２

２

３１１.３０

２．０１

７３５．６３

２８８

１８１．４５

２００.６８

３５．９５

３７７．７】

.７５６．４９

３８３．５７

，１６４．５２

．３６５．１３

．５５８．５３

.０２９．３３

４

２

６

５

５

1，５１４ 1.7‘３４８．５３ ５】 8，７５６ ６５ 1.５６５ ２〔 １０５.１８



Ｉ
’

表-２７入会林野等整備計画の認可状況 ’
’

ｰ

第５節森林組合あ､よび林業金融
L…

1．森林組合

(1)森林組合の現状

（刀施設森林組合
昭和２６年の森林法改正によって、森林所有者の唯一の協同組織として再出発した森林組合

は、その経営基盤は全般的に弱小であるために、この打開策として一市町村一森林組合を目標
とする合併を推進し、昭和４４年度末までに５３組合に統廃合して現在に至っている。この合
併後の組合の状況については、森林の占める比率の小さい地域の組合活動が低調であるのはや
むを得ないとしても、組合内容に恢差が大きく、かつその開きが大きくなってきている。執行
“１の充実強化が組合運営に必要不可欠の要件であるｶﾐ術勤役職員の未投侭組合は1８組合
（３４妬）もあり、このうちの１６組合は３,０００m未満の組合であり､３0０００haの経営
規模を境としてそれ以Ｆの規模の組合では常勤役職蜘を確保することの唾しさを示している。

Ｉ -３６-

整 胴
組 合 名

市 町 村 名
旧
別

会
の

入
慣

翌 可 公 告

年 月 日
入 会 緬 者

総 数 内権利取得者数

田 ノ 垣 内
丹 生
高 串

上 洞
上 野

五 味
木 守 下 区
木 守
三 百 瀬

西 ケ 峰
神 戸 山
釡 中
田 熊

萩 原
西 原

町

村

町

町

町

町

村

南〃〃〃塔〃〃〃辺屋〃〃龍高津

印

大

川

金

上

日

中

入 会
″

″

〃

″

〃

″

″

〃

″

〃

〃

″

″

″

４３．５．２

４４．６．５

４４．６．５

４５．８．１１

４４．１．２４

４６．８．２８

４７．９．２８

４７．１２．２１

４５．６．２５

４６．７．３

４６．６．１

４７．８．５

４６．５．６

４７．１２．１２

４７．７．７

1６

２８

１７

７６

４０

２０

1４

２】

６９

４６

６７

４６

７４

５0

３５

１

●

１６

２８

１７

７６

４０

２０

１４

２1

６９

４６

６７

４６

７４

５０

３５

１

計 ７1９ ７１９



単 位 入 会 権 者 人 面 積 h a

ｰ

( 注）林政課業務資料

出資金についてみると、経営規模別の平均の払込済出資金では10,000ha以上の規模の組合と
それ以 I̅この規模の組合との間に大栄をﾉﾋじている｡特に3,000haki麺組合では平均似込出資金が100"
円に満たずも常勤役職員の設置の状況と相まって経済事業体として期待できない状態である。
森林組合の主要経済事業の中でも、林産事業と造林事業が特に期待されるが、林産事業の取
扱組合数は頭打ちの状態である反面、造林事業の取扱組合の増加が著るしぃ。しかし、執行体
制と自己資本の比駁的充実している１０,000ha以上の規模の８組合のうち、３組合が両事業
を全く行なっておらず、概して本県森林組合の経済事業活動が不振であるといえる。

(ｲ）生産森林組合
入会林野笹備事業の進展により、ノヒ産森林組合の設立は急速に進み、昭和４７年度末の１６

組合のうち1２組合が入会林野整備噸業にかかる組合で、今後も多数の組合が設立される見と
おしである。
しかし組合の経鱈する森林には犬然林や幼令林の林分が多く、林業の長期生間断性等の特

殊性からみて、組合,打業の持銃とlﾘ滑な管理運徹に問幽点をはらんでいる。

ーダ

-:；７-

一

整 備 面 積

林 野 そ の 他 計

取得する権利の
種 類

整備後の経営形態

１３０

３６

３７

４９

４４

７５

２５

１２４

７１

３０

５６

１３６

１４

１３０

１００

２

-

一

一

一

一

一

一

７

-

一

一

一

一

-

１ １４２

３６

３７

４９

４４

７５

２５

２４

７８

３0

５６

1３６

1４

1３0

100

所 有 権
″

″

″

″

〃

共有権(所有権）
所 有 権

″

″

〃

″

″

農業生産法人
生産森林組合

″

〃

″

″

共 有
生産森林組合

個人分割および生産森林担合
個人分割
生産森林組合
個人分割

生産森林組合

個人分割および生産森林組合

1p５７ 1９ 1，０７６



；表-２８森林組合の概況（その１）（組合員所有森林規模別組合の状況）
Ｉ！（１）組織関係

一）

(2)主要事業実施状況

…

一 祁 一

組合
総数
(鋤

比率

組合員所有森林面積

総 数 1組合
平 均

組 合 員 数

総 数 1纏合
平 均

払 込 済 出 資 金

総 額 l 組合
平 均

1,000ha
未 満 ８ １５

ha
4，３３５

h a
５４２ 1，９４卜 2４４ 干刊

2，３８１
網

２９８

１,０００̅
3，０００ 1４ ２６ ２６，７３９ 1,９１０ 4．２０５ ３０0 １３,１９９ ９４３

３，０００～
5,０００ ９ １７ ３５，４９２ 3，９４４ 4，３２３ ４８０ ２４,９１１ 2，７６８

５,０００̅
１０,０００ １４ ２６ ９４．１３８ 6．７２４ ８．０６５ ５７６ ４２．３６８ ３,０２６

10,000ha
以 上 ８ １５ １１５,６９６ １４．４６２ 5，１４８ ６４４ ４９，４５４ ６,１８２

合 計 ５３ １０O ２７６,４００ 5,２１５ ２３，６８５ ４４７ １３２,３１３ 2，４９６

組 合
総 数
(側

販 売

組合数

(印

比 率

舟 取 放 高
】 組 合

平 均
IDOOOha
未 満 ８

千円 千円 刊

１，０００～
3１０００ １４ ２ 1４ ４２，５９８

３０００̅
5００００ ９ 】 l l 1，４４０ 1，４４０ ２ ２２ １０５,８０４

０
0 0 ̅
０.００１ １４ ４ ２９ ４３．４６８ １０，８６７ ４． ２９ ６０，６５６

１0,000ba
以 上 ８ ４ ５０ ５５6０７９ １３’７０ ３ ３８ １７２,２6９

合 計 ５３ ９ １７ ９９９８７ １１,１１０ 】】 ２１ ３８１，３２７



､ ＝

( 注 ）林政課業務資料

-

(注）林醗操業務資料

-３９-

稽 勤 役 職 員 数 内 訳

設 置
組合数‘（副

比 率

骨 総 数
1組合

平 均

常 勤 役 員

投 磁
組合数
(q

比 率

舟 稔 数
I組合

平 均

専 従 鞍 員

設 置
組合数
(功 瀞 総 数

1組合

平 均

１ １３
人
１ 1．卜 １ １３ 卜 1．卜 人 人

５ ３６ ９ 1.8 ３ ２１ ４ .３ ３ ２1 ５ 1.7

８ ８９ 1７ 2.1 ２ ２２ ２ .０ ８ ８９ １５ 1.9

１３ ９３ ４７ 3.6 ７ ５０ ７ ､０ １３ ９３ ４０ 3.0

８ １００ ３９ 4.9 ６ ７５ ７ ､２ ８ １００ ３２ 4.0

３５ ６６ １１３ 3.2 1９ ３６ ２１ .】 ３２ ６0 ９２ 2.9

購 買 造 林

１ 組 合

平 均

組合数

(功
比 率

舟 取 扱 高
ｌ 短 合

平 均

盟合数

(E)
比 率

働両 取 扱 高
ｌ 纏 合

平 均
銅

３ ３８ 2，６８ ｲ円 89夢 閉 ¥円

２１，２９９ １３ ９３ 】５０３７０ 1，１８２ ３ ２1 ９，４９０ 3,】６３

５２，９０２ ９ １００ ３１，０４５ 3，４４９ ６ ６７ １５．５５６ 2．５９３

１５,１６４ 1４ １００ ６９,６０９ 4．９７２ １１ ７９ １１７．９１６ 】０，７２０

５７，４２３ ８ １００ ６３，７２】 7，９６５ ５ ６３ １０３，９５０ ２０．７９０

３４･６６６ ４７ ８９ １８２．４２９ ３，８８１ ２５ ４７ ２４６．９１２ 9，８７６



雷
■
Ｂ
Ｉ
ｑ
ｈ
ｄ
ｑ
５
々
３
日
(3)木材の取扱および造林状況

木蛎業
区分
蛎業
区分 立 木組 合

総 数
（鋤

販 亮

組合数

(d嶢舟階階 組合数

（副 零 １組合
平 均
沈日

数 量
魂２

１組合
平 均
加日

組合数

（功

数 罰

”
層層

１,０００ha
未 油 ８

１,０００̅
３．０００ １４ ２

’

２３００００̅
５．０００ ９ 】 １１ ２００ ２００

５，０００～
１０．０００ ７ ２１ 3．５６５１４ １００ ３ ４１００ 1，１８８１

ｰ１０,０００ha
以 上

８ ５０ 5．９３０４ ３1,４８３

合 計 １５ ９６９５８５３ ２ 1，２１２ １１１ １００ １００

(4)活動状況月咽合数
林産取扱５００mm以上で造林
（新植)５ha以上

林産（木材）
ともに行なった

組 合 総 数

（鋤
合
⑧

比 率 組 合 数
(d

組 数
⑧面

1 , 0 0 0 h a未満 ８

1４１，０００～３,０００ １

ｰ
９ １１ １３，０００～５,００0

-

５．０００～１０,０００

Ｉ

１４ ２１４･２
弓

１０0０００ha以上 ８ １３ ２Ｉ

６１合 計 ８５３ ４

- ４ ０ -



材 成造

林 新 杣蝿 保 筒

組合数

（勘

数 ． 量

”

ｌ組合
平 均
”

数 侭

ｈａ

】細合
平 均
ha

組合数
(F)

数 戯

ha

１組合
平 均
ha

1｡２２１ ２１４ 1４ ２６ 1３２．４４】 １ ７ １２３ １２３

２２ 2．５７３ ５６5，１４５ ５ ６】 １２ ８６４４ ４４ ２１６

２９ １１８０4．７２０ １０ ７】 ４９］ ４９ ７９１１ ３７５５ ３４１
ー

３８ ２，９７２ ７］8．９１７ ４ ５０ ２８４ ５０ 1４３５４ ３５９

４0 ８６３２】 ２１ ２０ ３８ ６．１７７ ３０９２１．２２３ 1．９２９ ４１

(注）林政課業務資料

と造林（新植） 林産（木材）か造林（新植）か一方を行なった。 両甑業とも行なわない

比 率 組 合 数

（功

比 率 合
個

組 数 比 率

舟 舟 (動
1可

８ １００

７ ２ 1４ l１ ７９
…

３l l ３３ ４ ４４

６１４ ４３ ４ ２９

２５ １ 1３ ４ ５０

1２ ２３ ３１ ５９１ I

( 7 鋤林政課業務涜料

-４１-



表-２９森林組合の概況（その２）

邸
人
冨
２
２
３
３
２
２
２
２
２
３
３
３
４
２
１
３
５
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
３
３

職

員

監

役

１

１

２

１

１

１

１

１

ち
勤
人

一つの左
常

役
珈
人
、
５
５
６
３
８
９
０
７
７
５
９
９
２
３
７
７
６
３
７
２
０
６
４
７
７
５
８
６
０

１

１

２

２

１

２

１

１

１

１

１

１

-

１

１

１

１

２

１

１

森 林 面 積 森林所有者と組合員森林所有者と組合員県
事
務
所

負役組 合 名
“

組 合 員
組 合 員
面 敵

地 区 内

面 職

地 区 内

所 有 者

正

組 合 員 組

1,32′
1５３

７４１

４２４

６６７

６０

３６３

５８６

１９

３７２

３６０

２３９

１０７

３１６

３４７

３９０
６７３

７９３

４２５

１８４

２７２

１６４

２８５

９９７

８３２

３02

４９７

５６６

４１５

４４１

正

組 合 員
左のうち
常 動 監 叩理 耶

ha
６，５７９

１００３１

５，４６３

３，１６９

１２，７４４

１２，７４４

４．４５０

h３
４．７００

６００

５,１１７

２，０２２

５，７１８

２．２２５

３，６５０

1,8Ａ
３０３

８５９

７３８

１,３９７

１，３９７

４５９

1,32′
1５３

７４１

４２４

６６７

６０

３６３

人 Ａ 人 §市
町
町
町
町
領
村

本姻華岬野崎園野

橘
高
か
九
高
高
花

伊 ５

５

６

３

８

９

１

１

２

２

２

３

３

２

２

１

１

２
ｰ

都

岩 出 町

上 岩 出
打 田 町
粉 河 町

鞆 淵
那 賀 町

貴 志 川 町
桃 山 ． 町

８９０

４５５

２，４４８

１，１００

２，５４０

３３２

４５２

２，０６５

６５１

５３

４１３

４０５

３４７

１２７

３５８

５１７

５８６

１９

３７２

３６０

２３９

１０７

３１６

３４７

０

７

７

５

９

９

２

３

２

１

２

１

１

1，１５８

５３０

２，６４８

２，００５

２，５６６

１．０５２

５６５

３，０００

２

２

２

３

３

３

４

２

那

２０２０

賀

下 津 町
和歌山i l i
美 里 町
野 上 町
海 南 i i

４０９

５,5００

７００００

２，３８２

７５０

1，００５

２,０１２

１，２６６

１，０９０

１８４

３９０
６７３

７９３

４２５

１８４

７

７

６

３

７

１

１

１

５５ １

３

５

３

３

８５２

６，９５５

７０４４５

２５５５

２．５５０

海
１

１草
ｰ

３,３８５

４４７

１，１５４

７，０００

１４．７６８

２７２

１６４

２８５

９９７

８３２

２

０

６

４

７

１

，

１

１

１

広

湯

吉

金

浩

川

浅

側

脇

水

３８６

２６３

８０１

２，１６８

２,０３７

７７７７町

町

町

町

町

４．８７３

９６９

１，３２４

９，５００

１７．４８７

３

３

３

３

３

有 １

２２

田 １

１６５６５

１，１６９

２，２６８

曲,１５０

７．４４６

６‘５８６

３0２

４９７

５６６

４１５

４４１

７

５

８

６

１

２

１

由

、

川

中

川

艮
商
辺
津

町

町

町

村
上

1０９７１

３,０４７

５，６１６

７，８５６

７．８７６

７７９

５２９

７６４

８４１

５６５

３

３

２

３

３

日

高

３３

１０

，灸

- ４ ２ -



弓

負

ー

ｰ

Ｕ Ｖ

壼
- ４ ３ -

職 員

専 従 兼 務

１

３

２

２

人

２

２

１

３

５

５

２

人

１

１

２

１

１

１

２

１

１

１

１

１

２

１

３

１

１

１

１

１

１

１

千円
1００７２

４１５

２，２９３

６７７

３０８６８

５００

５，９５３

３７３

３７５

６３４

１８２

１６８

５９２

４０

５９９

p

､

２

２

５３

１５５

５，９０３

１，３１９

１９３

５７３

３４０

７５０

6‘４４５

１１．４４６

３７８

５０１

６２７

3，８３７

１０６２２

判り

1,4‘1０

5,1、1７

軒９

1０８１２

4．５５４

3０７０８１

稲
賑
記
顕
邪
服
叩

２

４

３

２

６

４1，

１０

３１０

７４５

4．６８５

２，２２１

８９

】９２

５４９

2２８９

３‘６０９

２４６

5，０６０

２，４２２

１８

２５４

１０８３８

３β００

３．６５３

綱

８２２

１７３

１９４

6，３２１

３，３７５

３‘８８５

１３．６６５

２８，１７９

１５．５８５

ノ、

４

５

１

人

詔

２３

２

２ ‘

２１

１０

２７

１４

人

払込済

出資金

主要噸業取扱高（４６年度）

販 売 林 産 脳 間 森林造成

労 務 班

伐 出 造 林 その他



’

職役

’
Ｉ
ｌ
Ｉ

’
ｰ ノ

Ｉ

､電露′

■凸

-４４-

苧域学

県
躯
務
所

組 合 名

森 林 面 祇

地 区 内
面 ． 積

組 合 員
面 祇

森林所有者と組合員

地 区 内

所 有 者

正

組 合 員
準

組 合 員

日

高

寒 川
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
竜 神 村

ha
8，０９７

８．４０１

１，３６７

７．６０７

２３９８３

ha
7，２１６

５，６４４

１,００４

５０９６４

１９，０２６

２Ａ
2．４２１

４３１

1，４８２

１，１３２

１弗
６８９

１８２

４４８

６９６

人

１３４

７

人
勺
順
、
妬
哩

Ａ

Ｔ

２

人
３
３
２
３
３

西

牟

典

田 辺 市

白 浜 町
上 耐 田 町

大 塔 村

栗 栖 川
川

近 野
日殴川町

す さ み 町
串 本 町

8，１３０

４．２０９

３．９５３

2０,８９１

6，３４２

７，４２８

５，８６６

１２，３２３

１６，３５５

7．３１３

6５１４

１，８２１

３,１０５

１７．１６３

４．８８２

６,１９５

４．０９６

１０，７８９

１１，９５３

４．５２２

1．０３７

２６８

９９３

９８７

５４９

２９９

３２６

６４５

１．４５２

２．０４７

７３９

１８８

５６１

５９０

３１９

２９９

１１５

４５２

５８３

３０0

２４

３２

２

３

２

８

８

８

６

２

２

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

３

３

４

２

３

３

３

４

３

東

牟

典

新 窟 市

熊 野 川 町
本 宮 町
北 山 村
那智勝洲町
古 座 町

古 座 川
七 川

6．２７８

１６，２６３

１８，３２３

4．５２３

】５０７５９

3．７６０

１８，０７５

１１，９１８

４．００２

１２，４５９

9､４１８

２，７５０

1１,９３８

1０７９１

１７，６００

8，８２０

６１０

８１６

３３３

３４９

３００

５８８

８３９

２９６

９

０

１

１

４２６

５４７

７1５

１５６

６７８

２２９

５７０

２６３

７２

１

１

２

８

０

０

２

７

℃
■
■
■
■
《
宙
■
凸

も

Ｂ

ａ

■

■

ａ

■

■

早

司

１

１

１

１

３

３

３

２

３

２

３

３

合 計 ３６５ １００ ２７６,４００ ４３，５８７ ２３，２４４ ４４１ ６５０ ２１ １５１



負 主要リド業取扱高（４６年度） 労 務 班
払込済

出資金

職 員

販 売 林 産専 従 兼 務 購 買 森林造成 伐 出 造 林 その他

舟 人 人
1４

千fヲ
２80５

２，８６０

４９３

１，８９４

１２，４９７

千ＦＩ 千円
３９．３５５

千門
１０,５９０

１０,８８２

３６０

１１,４７９

３３０４７１

人
画
”

人軒９
３，５２３

１５，４１８５

Ｉ

３

３１

５，６２８

４１，１２６

1３

５７１６７.６３５２０，４７０ ２９

1，７９８

５０２

１，９６０

４．４０７

２，３８８

４．３３１

７，８４２

２．７９７

４．３０６

７２７

2．９４７ ５，５８１

１，６３５

４．８４０

７，０６０

４８１

７．２０７

１３，１３０

８５９

５６５

１，２５０

１

１

１

４

１

４

７

１

２

１．２０４ １０

ｰ
２，３１６

４６,４３０

２，２７０

１５，６５２

２．１７８

３４

４９

１１

１４０

５３

３３,１９１ ８０

３３，９７７ １４．７０１ ２２

１１ １１
１

１ ９７，６９６２４２ １６

】

3，７６９

３，９９８

２，１４７

１，８３０

４．９１７

６６６

５，０８６

２．４１０

4．３２６１

２

４

２

３

4．２６２

７，７８７

７，９２０

４．２２６

８，８４９

２５５

２．７０８

１．９３１

２５ ２０

８，１０８ ２３．５２０

２，９７５

５４６

２７６

２，８９２

４０．７８６

１４

１
ｰ

2，１８３

１，６５８

２

２

5，１３９

１，４６４ ５

３８１０３２７ ２４３．１５２ ６５６９２ １副２．３１３ １０４.０１７ １８２,４２９ 1１７３】 １１

(注）林政課業務資料
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一

表 - ３０生産森林組合の概況

(４８．３．３１現在）
出 盗 金役員数｜出

理邸|監或｜現
役 員 数

組 合 名 所在町村 發立動樋 組合員数 経営森林
理 邸 監 事 現 物 現 金

人
６３７

人
７ 人３人３

軒９
５０９

軒９
５０９

千円千円 hn
９４
ｈ、
９４名 田 御 坊 市 そ の 仙

原 谷 日 高 町 〃

広 瀬 中 津 村 〃
三 百 瀬 川 辺 町 入 会 整 備

丹 生 印 南 町 〃

洞上 〃 〃

商 串 〃 〃

近 野 中 辺 路 町 そ の 他

上 野 大 塔 村 入 会 整 備

五 味 〃 〃

田 熊 上 富 田 町 〃

神 戸 山 金 屋 町 〃

西 原 中 津 村 〃

木 守 大 塔 村 〃

萩 原 日 高 町 〃

田 ノ 域 内 印 南 町 〃

２

２

２

２

２

２

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２ ２ ， ６ ２ ０ ７ ０

２ １ ０ ０ ８ ５ １ ５ 0

２ ４ ． １ ４ ０ ９ ７

２ １ ， ９ ６ ０ ３ ７

２ ２ ， ２ ８ ０ ４ ９

２ １ ， ７ ０ ０ ３ ６

３ ３ ４ ． ６ ０ ０ １ ７ ０

２ ５ ０ ０ ０ ０ ４ ４

２ ５ ， ２ ０ ０ ７ ５

２ １ , ４ ８ ０ １ ４

２ ９ ８ ０ ５ ６

２ ７ ， ３ ５ ０ ８ ６

２ ８ , ４ 0 0 １ ２ ４

２ ３ , ０ ０ ０ １ １ ７

２ ９ ６ ０ ３ ２ ０ ６

７

５

９

５

６

５

９

６

５

６

５

５

５

０

５

１

１

１

９

８

６

７

１

０

０

４

７

５

１

０

６

３

３

６

２

７

１

７

４

２

７

６

３

２

５

１

１

１

2，６２０

１００８５

４．１４０

１，９６０

２，２８０

１，７００

７０

１５0

９７

３７

４９

３６

３４．６００１７０

４４

７５

１４

５６

８６

１２４

１１７

３ ２ ０ ６

ｰ

5００００

５，２００

１，４８０

９８０

７，３５０

８〃４００

３，０００

９６０

(注）林政課業務資料
ｰ
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表 -３１共同利用施設の内容

-

ｰ

-４７-

主 た る ¥ Ｉ 務 所

總合所有
借 用

独 立 その他

棟 泥』 棟 魂、 加８

苗 畑

ヵ所 ア ー ル

製材工場

ヵ所 アール

貯木場

力所 〃８

森 林

所有林 分収林

ヵ所 ha ヵ所 ha

橋 本 市
高野口町
かつらぎ町
九庇山町
高 野 町
高野山寺領
花 園 村
岩 出 町
上 岩 出

打 田 町
粉 河 町

鞆 淵
那 賀 町
貴 志 川 町
桃 山 町
下 津 町
和歌山市

美 里 町
野 上 町
海 南 市
広 川 町

湯 浅 町
吉 側 町
金 臆 町
清 水 町
由 良 町
日 高 町

川 辺 町
' l 》 津 村

川 上
寒 川

印１判町

１

１

１

１

６２

４６

２０４

６５

１

１

５０

.８０

４

４

４

４

４

６

３

３

６

２

３

２

３

３

３

０

２

３

７

０

５

５

４

４

４

８

２

１

１

１

１

７

７

１ ２０

２

３

１ ２

１

９

１

１

１

２

２

３

９

２

０

６

５

９

４

０

２

４

４

３

５

５

４

１



ｆ､◆

Ｉ
’

’

’

’

’

ｰノ

R寧〆

( 注 ) ・ 林政課業務資料

(2)森林組合の幣備

股近における林業をとりまく諸愉勢の変化には極めて厳しいものがあり、県ドの組合がこれに対
処して森林施業の合理化、林産物集出荷の大鯛化、林業労働肴の確保など、現組合の体質の改晋と
機能の充実を間るため、県下主要河川流域を単位とする７地域を広域合｛)1個として、昭和４７年庇
を初年度とする５ケ年叶画で、この閑内の組合組織の再錨成を進めている。

2．森林組合連合会

昭和１６年１１ｊ】迫捕曲柾和歌山雌疎林馴合連合会として役脱され、その後森林推の改lliによって

- 4 8 -

主 た る 耶 務 所

組合所有
借 用
独 立 翻 也

棟 ” 棟 ” ”

苗 畑

ヵ所 アール

製材工墹

ヵ所 アール

貯木場

ヵ所 ”

森 林
所有林 分収林

ヵ所 ha ヵ所 ha

南 部 町

南部川村
竜 神 村

田 辺 市
白 浜 町
上富田町

大 塔 村
栗 栖 川

川

野

町

町

町

市

町

町

村

町

町

川

川

浦

剛墾本宮副官山勝座座
智

近
日
す
串
新
熊
本
北
那
古
古
七

１

１

１

１

１

１

１

１

．

２７２

１００

８０

１７４

３３

３３０

７７

８０

１

１

３７８

２４

４

０

４

０

６

８

４

０

２

４

３

７

２

８

２

１

３

１

１

１ ２

２

２

１

１

１

１

３９0

２０

５０

１３０

１００

３００

１

１ ５０ ２ 4．２６８

５

１

２

２

１

２

１

０

７

２

３

８

１

１

４

２

１

３

３

２

３

６

１

０

２

２

２

２

１

２

５１

２１

５

０３

０．１

５６

２２

２０

２０

３５

１

３

６

合 計 １２ 1，５２３ ４ ５３２ ６８１ ９ 1,０１１ １ ５０ ２ 4．２６８ ２0 ４１４ ９１ 2，３４７



昭和２７年４月に改組して現在に至っている。その間、経営上多くの苦境に児まわれたが、ようや

く経営は安定し、経演覗業活動も著るしく伸展している。特に森林災害共済事室の契約残高はここ
数年間全国首位を銃け、また昭和４４年に御坊市に開設した直営木材共販所はｎを追って充実し、
今では本県中央部唯一の木材II7場となっている。
県森迎の今後の大きな課題としては、傘下組合、広域合併が進むにつれ、広域組合との機能の分

担・連槐など県森林組合連合会の在り方についての問題を検討しなければならないことであると考
えられる。

表 - ３ ２ 県 森 連 の 現 況
４８．３．３１現在

ｰ

県 森 連 の 組 織
課

課

課

導

務

理／ 鯉 事 会 参 事｡
会 長 一 副 会 長 一 専 務 一

、監珈会

（巽 務 担 当

造 林 諜

林 産 課ｰ ノ

販 所

業 所

-４９-

名 称 和歌山県森林組合迎合会 所 在 和歌山市湊通り町南４丁目１４番地
電話(０７３４)-２４-４３５１

役 員
理 耶

常 勤
非常勤

計

監 事

１

７

1 0

３

会員数

職 員

５２

職 負 １８

常 傭 １３

出資金
出 資 口 数

5．６９５
、

出 資 金 総 額

円
３４．１７０，０００

払 込 済 出 資 額

３０，５４０．２８０
円
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(48.3 .31現在）県森連の財産状態（資産・負債・資本）

､＝,ノ

資料県森連業務報告書

3．林業金融

il)農林漁業金融公庫資金
昭和２７年に制定された阻林漁案金融公邸法により、一般の金融概関では融通することが困睡

な林業者（個人、法人、森林組合、同連合会、市町村、県）に対し、林業の生産力を維持増進す
るために必要な資金を長期、かつ低利に砿通しており、県はこの触資蛎務に協力するとともに、
その活用方途を各林案者に指導している。麦-３３は過去５年間における各種資金の貸付実績で
ある。
なお、主な資金の需要傾向は次のとおりである。

（刀林地取得資金（昭和４７年度貸付決定額１１７，２３０千円）
この資金は過去５年間伸びなやみの状態である。特に明和４７年庇は、前年庇と同程度の貸

付決定を見込んでいたが、前年度より３９‘０００千円（２５鯖）.減少した。減少の要因として
は、林地価格の上昇が林地取得に対する意欲を減退させたこと。また貸付条件に見合う林地売
買が一段落したことによるものと推測される。しかし昭和４８年唖は経営規槙制限および街付
限度顕が大巾に引きｋげられたことなどにより、紺穫燗が見込まれる。

（ｲ）造林資金（昭和４７年腿貸付決定甑５９７，８２０千Iﾘ〕

ｰ ノ

Ｉ

-５０-

資 産 負 価

流

動

資

産

現 金 ・ 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
未 収 金
前 渡 金
有 価 証 券
た な 卸 資 産
そ の 他

計

網
２５，３５６

５３，７２１

３８．９１６

１０，１６２

3００７４

２２６

２６４．５３６

１３，６９２

４０９．６８３

流

動

負

債

支 払 手 形
園 掛 金
短 期 借 入 金

未 払 金
預 り 金

前 受 金
価 絡 変 動 馳 備 金
そ の 他

計

千円
６０,１０７

１９．９６５

1８POO

２６，１２２

１８，２９８

6，７４７

１０，０００

１９２．５３４

３５１．７７３

固

定

資

産

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産

外 部 出 資
計

１０３,４３６

２３０

２，６１４

1０６,２８０

固
定
負
債
資
本

長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金

計

払 込 出 資 金
剰 余 金

計

ｎ
〃
」
飼
司
山
Ｐ
南
山
、
■
山
【
４
０
ヂ
炉
囚

２

２

３

３

１

１

７０0

0３５

７３５

５４０

９１５

４５５

合 計 ５０５,９６３ 合 計 ５１５．９６３



この資金の貸付決定額は物価上昇に伴なう噸業饗増に影響されて漸墹の傾向にある。表-３３
に示すとおり、この資金の中で小造林資金の貸付は股も需要が多いが、とりわけ林業公社をは
じめ一般林業家に対する貸付（公庫直貸）が依然として大きなウエイトを占めている。反面森
林組合に対する貸付（代理貸）は４錫減少している。
なお、昭和４８年度から公有林造林資金が県行造林に対しても適用されることになりその効
果が期待される。

（ｳ）林道資金（賄和４７年度貸付決定額１２９．４１０千円）
昭和４７年度貸付決定額は、前年度96,015千円に対し34.8筋伸びた。
資金別では、一般補助林道が７６．８筋、栂造改善補助林道が６８．８妬とそれぞれ顕著な伸び

を示したが、非補助林道は大巾な減少（８６．８錫）をみた｡補助および構造改善林道の伸びは
昭和４６年度途中から実施された総合最気対策の影響によるものと思われる。

１ - ′ 表 - ３ ３ 林 業 関 係 公 庫 資 金 貸 付 決 定 状 況
（単位：千円）

』

Ｉ

ノ

手，、ｕＪ１ｑｌⅡョ

口ｌｌｊｌ

〃
。
含
亨
．
一
コ
可
可
１
１
Ｊ
・
Ｂ
１
Ｊｒ

可
と

-

４
１
４
与
昌
且
ｎ
ｑ
Ｉ
Ｉ
ｄ
Ｊ
０
〃
■
１
１

-５１ -

４３

金 額
４４

金 額
４５

金 額
４６

金 額
４７

金 額

林業経営改善
取 得
育 林

計

１３４，６００
３５，３７０
１６９q９７0

1５４,３４０
２６，６９０
１８１,０３０

1４６，０１０
１３０４００
１５９，４１０

１５６，１９０
２９．７００
１８５，８９０

１１７,２３０

１１７．２３０

造

林

補 助

非

補

助

公
有
林

市町村一県
再 造 林
拡 大 造 林
再 造 林
拡 大 造 林

大 造 林

小造林
林 業 公 社
森 林 組 合
そ の 他

小 計
樹 苗 養 成
雪 起 し

０卜８
二番、

6,８００
５２１２００

２２８，９１４

１２３，５３０
１２５､５７４
５３７ ０３８

１２６０
７９ ７９３
６１８,０９１

７５７６
５

４２
８００
９００

１１４，３２６
３0
１３７
１１６

２３0
２７1
７３６

４５４ ８３９
１０３０

４５５，８６９

１２,９７０
7,３００
４８．７００

１３７‘６３３
４４
１６６
１１４

0００
７００
４０１

５３１ ７０４
１６０５

５３３，３０９

１９．７９４
6,１００
５４．９００

９１，３１０
５０，７８０
１７６，６８０
１４６，９３７
５４６，５０１

５４f５01

２１,２０２
7，４００
５２,７００

１１１１３０７
６２
１６９
１７２

３９０
６1０
１６１

５９６ ７７0

１0５０

５９７0８２０

林 道

一 般 補 助
椛造改善補助
非 神 助

計

}80, ５４４

８０，５４４

}70’3１９
1４．４００
８４．７１９

４４，３９９
２１，４５２
２２，８００
８８β５１

４７．３５０
２５，１６５
２３,５００
９６,０１５

８３,８１０
４２,５００
3，１００

１２９．４１０
伐 採 調 椎 ９００ ６０0 ３００ ９０0
林 誰 経 桝 維 持 ４２００ 2,４００ ６００ ６,２００ ６００

共同利用施設
一 般
構 造 改 善

計
1,４９０
１,４９０

２，７００

２,７００
桓 猫 火 唖 指 定 施 投 ７１０ ５５０ ８４４ 1，１２０ 4.６６０
合 計 ８７５.00５ ７２５．４６８ ７８３．４１４ ８３８．７２６ ８５０,６２０



Ｉ

’(2)林業侭用基金
林業ｲｮ用韮金は、昭和３８年１０月に林業者の経営安定のための価務保証機関として投立され
て以来１０年になるが、この間県は林業者等の金融の円滑化に資するため、基金に対し県出資の
増資を行ないつつ､保証業務が円滑に運営できるよう協力するとともに、その活用について普及
促進につとめている。
例出資および保証倍率

４７年庇末の本県の出資金総額は表-３４のとおり５４．５９０千円であるが、そのうち４７
年度中の出資増加額は、県２，０００千円、林業者等２．８６０千円、合計４，８６０千円であった。

なお、県は４８年度においても前年に引続き保証倍率を引き上げ、保証限度額の墹大をはかる
ため、２,０００千円の追加出資を行なった。この結果一被保証者についての保証金額の最高
限度をきめる保証倍率は２４．０４倍（昭和４８年３月３１日現在２３．８２倍）が適用されるこ
とになった。

（ｲ）憤務保証実級
基金発足以来の本県の保証累計は、４７年度末で１，８３４件、３，５８８，１７５千円（触資額
４，４８５‘２１８千円）となった。このうち、４７年度の保証実絞は２２２件、６１２，４４２千

円（融資額７６５，５５２千円）であるが、これを前年度実繍と比較すると、件数６０８筋、金
額７６．８妬とそれぞれ減少している。この実頼低下は主として４７年腱における金融悩勢の綬
和が作用したためと制庇上８０冊しか保証されないことが原因であると思われる。

’

ｰ ノ

表-３４林業信用基金出資状況

Ｉ

Ｉ琴ソ

(注）林政課藁務資料

表 - 3 5 林業信用基金債務保証実績

(注）林政課業粉資料

-５２-

一

区 分
４６年度（末）

出資者数 金 額 構 成 比

４７年庇（末）

出資者數 金 額 栂 成 比

県 卜 千円
１２，３００ ２４．７

妬
１
人 網

１４．３００ ２６．２
妬

林 業 者 等 １８０ ３７．４３０ ７５．３ １８２ ４０,２９０ ７３．８

合 計 1８１ ４９，７３０ 1００.０ １８３ ５４．５９０ １００.０

年 度 ３８～４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７ 合 計

件 数
件

１２２ ３２５ ３７２ ４２８ ３６５ ２２２ 1，８３４

金 額
千円

４６４．３８４ ４３４．６３５ ５８９．１５８ ６９０００５８ ７９７．４９８ ６１２，４４２ ３５８８,１７５



第 ６ 節 林 業 労 働
1．山村における人口の推移

昭和３０年代からはじまったわが国経涜の高度成長の過程のなかで、若年届を中心とする労働力
の都市部への著しい流出がみられ、山村地域の人口は昭和３５年の１３万２千人から４５年には９
万７千人と著しく減少し、今なおその流出は続いている。人口の減少を内容的にみると若年腰の大
綿な減少に対し、老人人口は横ばいでその比重は高くなっていて、人口の櫛成の不健全化が進行し
ていることが注目される。すなわち､人口の減少を年令階届別にみると１４才以下の厨の減少がもっ
とも激しく、昭和３５年～４５年の１０年間に４0妬も減少している。1５～２９才の青年届の減
少も３３筋と高く、さらに３0～５９才の壮年層も２２妬の減少を示しているのに対し、６０才以
上の老年層はほとんど減少していない。また人口の動きを国勢調査間の平均減少率でみると、昭和
３0年～３５年の９.２筋に対し雷３５～４0年は１４.５%(１９.１３６人）と高くなったが、４0
～４５年は１４．３妬（１６，２２８人）となって減少庇合はいくぶん鈍化の伽向にある。山村地域に

おけるこのような若年燗を中心とする人口の急激な減少は、人口栂成の老令化を招くとともに出生

率の低下は伴って、死亡数が出生数を_l回るという人口の自然減の地域さえあらわれ、さらには人
口踊度や市町村の財政力を著しく低下させ、いわゆる過疎化が急速に進行している。特に辺地性の
強い奥地の小規模築落では生活共同体としての擬能を失い、その維持が困難なものがあらわれ、一
部の築落ではすでに消滅するに至っている。

-

表-３６山村における人口、世帯数の動き
単位人口一人ｆ廿帯数＝戸

､ -

( 注 ) I 副勢調斑

-５３-

実 数
昭和３５年 ４０年 ４５年

墹 減 率 鰯
35年-40年 ４０年-45年

人

I１

山 村 地 域

その他の地域

全 県

１３２,４０１

８６９.７９０

1,００２,１９１

１１３２６５

９１３2１０

１,０２６,９７５

９７．０３７

９４５ ６９９

1，０４２ ７３６

△１４．５

５０

２５

△１４．３

３５

１５

０Ｍ．
１１『

数

山 村 地 域
その他の地域

全 哩

３０,６８４

２０７．１７３

２３７．８５７

２８，８３９

２３２，２３５

２６１，０７４

２７

２５７

２８５

４６６

９５１

４１７

△ ６ ０

１２ ０

９．７

△ ４

１１

９

７

０

３



山村の年令階層別人口の動き表-３７

、､毎ｸノ

2．林業労働の現状

前に述べたように林業生産の場である山村地域は、きびしい過疎現象に直面し、そしてこの過疎
化の進行は人口流出による労働力の不足にとどまらず、林業経営者の離村、森林管理者の不足、素
材生産薬者等事業主の転廃業にまで発展し、林業生産の担い手たちが地域ぐるみ離脱するという「
脱林業化」の紬向さえみられる。
{ル林窯就紫構造

国勢調斑から産業別就業者の変動をみると、林業就業者の減少率は、昭和３５年から４５年の
１０ケ年問に５５妬に達しているが、なかでも自営者の減少報が商く昭和３５年～４５年の１０
ケ年間に６６弼減少している。その結果林業就業荷の中に占めるやとわれ労務樹の比率は、３５
年の５９．８錫から４５年には６９．７筋と高くなっている。
また林嚢就業人口の年令別櫛成をみると、昭和３５年において３０～３４才の比亜が鹸も高く
２５～３９才の掴で全体の４０粥を占めていたが、４５年における主ﾉJは３５～４９才に移動す
るとともに、２９才以下の榊成比が減少し、反対に５５才以上の榊成比が増加して全般に杵しい
老化現象がみられる。

１
１

Mや,’ ｜

’

Ｉ
-５４-

山 村 地 域
(人）

昭３５
４0

４５

１３２４０１

１１３，２６５

９７．０３７

0０

OO

００

４１．４４０

３３，２７５

２５，０５４

３２

２９

２６

２５．７７４

１９ ３５７

１７ １７７

１９

１７

1８

県

(人）

昭３５
４0

４５

1,００２,１９１

1,０２６,９７５

1，０４２．７３６

00

００

１００

２８４．３９４

２５２，１６５

２４３，４８５

２８

２５

２３

．２４７

２６0

２５０

５２１

０６３

８２２

２５

２５

２４

山村地域
一

県
×１００

鰯

昭３５

４０

４５

１３．２

１１．０

9.3

、
、
、

１４．５

1３．２

1０．３

、
、
、

1０.４

7.4

6.8

、
、
、



綱 成 比

ｰ

（注）山村対策室業務資料

産業別・自営．やとわれ別林業就業人口の推移表-３８

'一Ｊ

△減を示す。 (注）国勢凋査

-５５-

３５年=１００とした排移
３0～５９才

実 数 榊成比
60才以上

実 数 構成比
計

0～

１４才
１５～

２９才
３0̅

５９才
60才

以 上
４７，３７５ ３６ １７．８１２ ３ 1００ １0０ １００ １0０ １００

４２，７４０ ３８ １７．８９３ ６ ８６ ８0 ７５ ９０ １００

３７，０１３ ３８ １７,７９３ ８ ７３ ６0 ６７ ７８ １００

３５９，２８９ ３６ １１０,９８７ １ １0０ １００ 1０0 1００ １００

３８９．８６６ ３８ １２４．８８１ ２ １0２ ８９ １０５ 1０９ １】３

４０６，１３６ ３９ １４２，２９３ ４ 】０４ ８６ １０１ １１３ １２８

１３．２ 、 １６.０ 、 ～

１１．０ 、 １４．３ 、 ～

一一ここ

9.1 、 １２‘５ 、
一 - - -

～

昭和３５年 昭和４０年 昭和４５年 ３５年と４５年対比増減率例

農 業
人

1３３．２４１
人

１１３,３５９
人

９９．２６３ △ ２ ５ ． ５

林 業 １３,３６３ ６，８８２ 5．９５６ △ ５ ５ ． ４

第 ２ 次 産 業 １２７．４４７ １４４．４６５ １５９．６６８
Ｉ 訂 ４，

２５ ３

鰯 ３ 次 産 業 １７１．９６２ ２０６，９３３ ２３８，０４７ ３８ ４

全 庵 業 ４５７．３４５ ４８１．１８１ ５１１．５６５ １１ ９

林 業 自 鱈 者 5．３６８ ２，２２９ １,８０５ △ ６ ６ ３

林 業 労 務 者 7．９９５ ４．６５３ ４.】５１ △ ４ ８ １
○十０

写刊凹 １３，３６３ ６，８８２ ５．９５６ △ ５ ５ ． ４



林業就業構造の推移表-３９

国
(2)林業労働力の需要と供給

本県の林業経営に必要とする労働力がどの程度不足しているかを知るため、林業労働者の需要
樋と供給侭を地域森林計画、１９７０年農林業センサス（従蛎日数別林業従瓢世帯員数）および
昭和４５年林業労務者調査等から検討してみた。

例労働力需婆量
需要侭は造林・育林および素材生産に分けて試算し、その方法として造林労働需要量は地域

森林計画の造林計画趾を用い、また素材生産労働需要量は、地域森林計画の立木伐採計画量を
基礎にしたが、その結果地域森林計画に基づく計画的な森林施雅が行なわれた場合の県下の林
業労働力総溌要髄は1,520千人・日で、育林が43.3筋、素材生産42.3筋、造林14.4%
となる。

ト

ﾐーノ

表-４０林業労働力需要量の推計 ’

●

- ’

(ｲ）労働力供給且
労働力供給量は１９７０年鰯林業センサス従祁口数別林難従ﾘﾄ世ｲI}員数から就労II数別林業
労務者数を出し、これに階届別平均就労、数を乗じて求めると1,291,195人となる。しか
しこれには２９日以下の眺時的な就労行が含まれているのでH偲１．から除くと約1,125.000

人となり、４５年の林嚢労務肴凋壷の就労日数別労務打数に階胴別平均就労II散を艇じて求め

’
-５６-

１５～
１９

２0̅
２４

２５～
2９

３０～
３４

３５～
３９

４０～
４４

４５～
４９

５０～
５４

５５～
５９

６０～
６４ ６５～ 計

実
数
㈹

昭３５

４0

４５

５３６

９６

４８

1０２６５

２４１

１２６

1，７７６

５２５

１７８

1．９２２

８３２

４４２

1，６１３

1,０４６

７７４

1，３３２

９３５

９６５

1０１２６

７６９

７８６

1,１６４

６６８

７５８

1，１２３

６７３

６２７

８０３

６０６

５６９

７０３

４９１

６８３

１３，３６３

6‘８８２

5．９５６

栩
成
比
㈱

昭３５

４０

４５

4.0

1.4

0.8

9.5

3.5

2.1

１３．２

7.6

３．０

１４．８

１２.１

7.4

１２.０

１５．１

１３．０

9.7

１３．６

1６．２

８．４

１１．２

１３．２

8.7

９．７

1２．７

8.4

9.8

１０．５

6.0

8.8

9.6

5.3

7.1

１１．５

１００.０

１００．０

１００.０

区 分
造林労働需要量

岡造林 拡 大
造 林 針

育 林 労 働 需 要 、

1～
１０年

１１～
３０

３１
以 上 計

索材生産
労 働
溌 要 鼠

合 計

数 且
ha

2３０２
ha

醜４９
ha
§4５１

ha
7L938

ha
8M1５

ha
34629

ha
191.982

”
804800

労働力(原単位風）
人日/ha
３０

人Rana
５０

人11/ha 人 1/ha
７
人I1/h
１．５

ａ 人１I/ha
U８

人日/”
0,8

労 働 力 諾 要 量
人日
84,060 132A50 216.510

●

503566 1２８１２３ 2Z7０３ 659392 643840÷ 20000

比 率 例 14.4 ４３３ ４２．３



た１，１６０，０００人と非常に近い値となる。したがって本県の労働力供給髄ば両者の中間値
１，１４０，０００人・日と推計される。めおよと凡ｲ沖ら県下の林業経営に必要とする林業労働力
の充足率は労働力供給量１,１４０,０００人・日 ＝７５筋となり２５場が不足していると推

労働力需要冠１,５２０,０００人・日
定される。

3 ． 林業労働対策

林業労働力の減少および老令化、女性化等労働力の量的な不足および質的な低下に対処し、林毒
の経営に必要な労働力を安定的に碗保するためには、林業労働力の組織化および所有と経営管理の

分離を基調とした計画的な森林施業の推進を軸に、林業労務の安定した屈用体制を確立する必要が
ある。このためには
林業労働力の組織化一森林組合労務班の育成
通年尿用による就労の安定性の確立
貿金水準の向上および社会保障の拡充
労働環境の整備
福利厚生施設の整備

林業労働力の需給調整
林業労働の合理化一省力林業の確立
等の対策が必要であると考えられるが、昭和４５年度からとりあえず当面の実態と要望に応じて次
の諸対策を実施している。
(1)休業労務者共済事業

国補林業労働者通年就労促進対策事業を拡大し、就労日数100日以上の者に対し、年末一時
金の支給を行なっている。

（２）林案労働力流動化対策覗業

林業労務の実態を把握し、その安定化、流動化をはかるものであるが、本県の立地条件等を考

頤し、主要河川の流域ごとに流動化対策協議会を設設し、県協議会が県下一円を統括している。
（３）林業労働環輔整備耶業

施鍵機械器具等他産業に比し、立ちおくれている林輩労務背の環境を整術するとともに、広
域的就弦労働安全等をはかり、さらに安全指導等の研修もあわせて実施している。
林業労働力対策は、林業労務潴が主に山村地域を生活の場としていることから、単に林業経営

のみではなく地域の問題としてとりあげる必要があり、林業労働の問題は林業の領域のみでは解

決できない分野が多く、全般的な労働力対策との関連においてすすめるべきものであると考えら
れる。

ｰ

…

-５７-



表-４１林業労働力流動化対策協議会の状況

(注）林政課案務資料

表-４２林業労働環境整備事業実施状況 、＝ノ

(注）林政課業務資料

表-４３林業労務者共済事業実施状況

(輩〆

一 認 一

区 分 名 称 実 施 主 体 地 域 内 の 市 町 村 榊成員数

県鴎醗会 和歌山県林業労働力流動化
対策協鍍会

細谷
k山県森林組
､合会 県 内 一 円 １９人

地 域

協 鍍 会

有 田 川 地 域 〃

日高川〃 〃

富田川〃 〃

熊 野 川 〃 〃

清水町森林組合

竜 神 村 〃

一一 川 〃

本 宮 町 〃

滴水虹金屋町花園村

竜神村、美山村、中津村

田辺瓶中辺路虹上函田虹
大塔村、すさみ町

本宮町も新宮砿熊野川町

１８

２１

３０

１８

衰群建座 昭 ４ ５ ４６ ４７

組 合 名 滴水町森林組合 近野森林組合 竜神村森林組合
導入施設
の榎要

オートバイ・保護相
集材擬用ガバナー

資材人員輸送車
(マイクロバス）

資材人員輸送車
(マイクロバス）

組 合 名 ■■■■ 本官町森林組合 日高地区県有林耶業協同組合

導入施設
の概要

ー 資材人員輸送車
(マイクロバス）

資材人員輸送車（マイクロバ
ｽ）発電機

区 一 房 一 塁 度 昭 ４ ５ ４６ ４７

総
耶
業
且

対 象 森 林 組 合
対

象

人

員

１００～１４９日

１５0～１７９

１８０～１９９

２００以上

給 付 金

県 補 助 金

１１

１８３人

５８

５１

１４３

９．３０２，２８０円
3．５８７．２４５

１３

１３６人

７５

５２

２１５

１６,７８６,５００１１１
６,７９７.９'００

１４

１１７人

４９

６２

２４０

１７．５６５．６６０円
7．３０１,１９０

国
補
対
象
内
数

対 象 森 林 組 合

対

象

人

員

１５0～１７９日

１６０～１８９

１７０～１９９

１８0～１９９

１９０～２０９

２００～２１９

８

３３人

２５

1 0

５７人

３０

１３

５９人

３７



（注）林政務簗務資料
4．林業機械化の推進

本県は野猿発祥の地として有名であり、現在も架線技術者は県内のみでなく全国各地で架線作業
に従事している。勿證現今はトバシ式の野猿は無く、複線迎送式が索道の主力である。このように

架線技術の発逮した理由はも道路網が少なく勺地形が急峻な本県の森林地帯では索道と管流、筏流
以外に頼るべき撤出方法が無かったためであると思われる。しかし、その反面このことは林内作業
車等他の搬出方法の普及を妨げている。
また、嬢出のみでなく、他の林業機械、特に植穴掘機等の普及が比駁的進んでいないのは、この
ような地形的制約によることが多い。
将来もきびしくなると予測される林券労働力の減少に備えて林業磯械化の推進は急務であるが、
そのためには本県の地形、地質に適した機械の導入方法の研究が最大の課題であると考えられる。
特に戦後の植栽地が枝打、間伐の時期に達しているカミ本県には「とびくされ病」が発生し易く、
その防除の面からも枝打、間伐の励行が必要であり、これらの作業の機械化が特に課題となって
いる。
新しい機械の開発導入が行なわれていてもこれを操作できる労務者が無ければならないが、架線
技士の例をとれば１０年間に半数以下に減少している。幸い、昭和４９年庇からは林誰センターが
開甥するので、殿械の開発に合わせてこのセンターを中心として操作技術の葡及につとめることが
期待できる。
今後は特に前述のような造林、侭育の樋械化を進める必要があるとともに、安全性の向上、快適
な作業環境をあわせて猪えていかなければならないと思われる。

表 - ４ ４ 機 械 化 の 推 移

-

…

ー

昭 ４ ５ ４６ ４７

国
印
対
象
内
數

対
象
人
員

２００～２４９

２１０～２４９

２２０～２４９

２５０以上
給 付 金
県 補 助 金

５４

２４

４．３６３,４１０円
2,００４．２２０

１１３

４３

１０,２６８,４００円
4．７４１，２８０

１０７

５４

１１0１６４.０２０円
5．１４４,１６０

架 線 索 道 蝿ｵ機
土 場

刷込樋

ジープ

ﾄレーラ

ﾄラック
ブルドー
ザー

チェン

ソー
刈払機”蝉 撒 水

施 設

植 穴

掘 機
傭 考

４0 ３４１ 1１５ ３８７ ５９ ２ 9８ ６９５ ４５０ ６１ １ ４
４１ ４６１ ２３ ４４９ ４０ ０ １２２ ６３１ ５２５ ９２ ９ ６
４２ ５５８ ３５ ５６１ ２６ ７ ２２７ ８６２ ６６０ ９３ ８ 10
４３ ４９０ ９９ ５６５ ７７ ５８ ２２５ 1,０４２ ７６７ １１１ １２ １５
４４ ６２７ ８４ ５７１ ４２ ６４ ２７６ 1．１５１ ９６４ １１５ ６ ３０

４５ ６３３ ４９ ６６９ １２７ ２８ ２４０ 1，５３９ 1，３７６ １４４ １３ ３２

４６ ５９６ ６９ ６８８ ２０８ １６ ３８９ 1０８６９ 1，４９５ １５５ ２５ ２７
４７ ６９８ ５８ ７１６ ２２２ ２０ ３８２ 2，１９５ １,７５２ １５１ ２２ ３１



第７節林産物の生産と流通 ’

l . 木 材

（１）木材の需要と供給
木材関連産業の紫材需要は、建築用材の儒要増加等を反映して、毎年澄実に増加し、昭和４６
年には２．４５５千”に達した。これを10年前の37年の濡要冠に較べると1.5織こなっている。
この需要量の９５妬は製材用で占められ、以下木材チップ用、パルプ用の順となっている。特に
製紙工嚢における原料入荷は、近年チップを主体とする需要形態となり、従ってパルプ用の需要
は減少の一途をたどる反面、チップ用は昭和４６年に１０２千”に連し、４２年に比して３８妬
の増となっている。
一方供給髄についてみると、県内生産量は伐採可能林分の不足に加え、労働力の減少、木材価

絡の低迷等により、３３年の1,090千”を境に著しく減少し46年には495千”になった。
このため県外移入髄を含めて国産材の供給nは６０９千”となり全滞要賦の２４妬を満たすに

過ぎず、製材用に至っては実に80筋を外材に依存しなければならない状態である。昭和31年
にはじめて外材が輸入されたカミ当時はソ連材が主であった。しかし港湾整術が進むとともに米
材入荷が増大し、その大部分を占めるに至った。今後における木材需給の見通しについては、最
近の金融引締めによる景気抑制策により、４７年のような高い伸びを示すとは思われないが、根
強い住宅需要に支えられ、滅少するものとも考えられない。一方供給面では米材の輸入規制等も
あり、外材の供給については必ずしも楽観を許さない状態であるので、森林生産の一届の増強と
県産材の計画的安定的供給をはかることは勿論、外材についても北洋材、南洋材の供給の円滑化

二 -

を期待しなければならないものと思われる。
（２）木材工業

例 製 材
４６年庇末における県下の製材工場数は505工場（出力7_5脚未満の工場を除く。）で42

年以来総数においてはほとんど変動していない。しかし工場の近代化が進み外材が増加した影
響もあって年々大捌化し、３７．５噸未満の工場が３４工場減少したのに反し、３７．５剛以上の
工場は３９工場も墹加した。しかも１工場当り平均出力数および従案員数をみると４２年の
５１．７恥１２３人が４６年には６１．４鰹１１．１人となり、一工場当りの出力数が増加した
にもかかわら義従業員数は減少し大型化とともに省力化が進んでいることがうかがわれる。
４６年の製材用紫材の工場入荷趾は、2,313千”で37年に比し52筋増加してお'り、製材
品の生産風もこれに相応して増加し、４６年の出荷欣は１．７３５千”で３７年に比し４６妬増
となっているがその７７妬まで建築用材が占めている。
また、家具建具用材についても年々出荷量が増え、４６年には３７年の約３倍となっている。
製材工紫の今後の課題は騒遂震動等を中心とする公害と廃棄物の処理および若年労働者の不
足を如何に解決するかにあり、これらに対する適切な対策が望まれている。

（ｲ）チップおよびその他の木材工業

’

ｰ

’

､ …
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昭和４６年における木材チップエ場数は１００工場で、そのうち７６工場が目工場の残廃材
の利用であり、２４工墹が専業チップエ場となっている。木材チップエ場においても昭和４１

年度から中小企業近代化促進法に基づく設備の近代化が進められ、昭和４２年には工場数９５
工域従業員５６３人、チップ生産趾１７７千”であったものが昭和４６年には工場数１0０
工場と５工場増吏たが、逆に従業員数は３３３人に減少し、一方生産髄は３1５千”と増加し

ているが、このことは省力化が著しく進〃だことを示している。なお、木材を高度に利用した
集成材製造工場が４工場、外材の樹皮を処理加工して土壌改良剤（パークミン）を生産する工
場が１工場（組合経営）ある。

(3)木材の流通および木材価格

本県には現在４つの木材市場があるが、４６年におけるこの市場の取扱量は１０２千郷,で全体
の流通量約２，６００千”に対し４場弱、国産材だけについてみても１４筋と極めてウェイトが低

い。したがって県下の製材工場の原木ｲl:入れも大部分は商社、問屋、紫材生産業考を通じて行な
われている｡昭和４６年の製材品販売凪は地方別にみると､県内35砿京阪神地方３６妬、京

浜地方２２鴇、東海地方２妬、その他５妬となっている。また近年外材製品の増加に伴ない流通
機構が大型化し、しかも滞硬者に直結した流通が増加する伽向にあるので、このような時代の要

請にこたえるため、４３年からJAS認定工場制度をとり入払JAS(日本農林規格）による
格付を進め流通の近代化と合理化を図ることとしている。しかし現在のところ未だ諸条件が整わ

ず、JAS製品は販売品の２.１粥程庇にすぎない状況であるので、一臆の指導が必要であると考
えられる。過去における木材価格の足どりをみると、昭和４２年の１0妬を越える馨しい値上り
をピークに年を追ってその値上り率が低下していたとはいえ、毎年一般物価を上回る値上りを続
けていた。しかし昭和４６年８月に突発したドルンョックに伴う変動相場制への移行、続いて行
われた円の大巾切上げの影響による紫凱の低迷と外材の在荷圧迫により、昭和４６年には大巾な

値下りを示した。特に圃産材の値下りは外材よりも薪しく、外材が前年をやや下回る程度にとど
まったのに対し、図産材は４年前の水叩まで大きく後退した。叩和４７年に入って金融超緩和に
よる住宅ローンの伸びに刺激され、滞要が活発化し、加えて７月の豪雨災害によって国産材の供

給が減少し、さらに外材は海員スト等の影響により在叩が払底するにおよんで９〃以降製品価格
を始めとして急騰し、１１〃には４７年安値時の２倍近い値上りを示した。その後内外材の出回
りが次粟に潮え、加工流通段階における在庫も増加する等需給が緩和されるようになって、全般

的に鍍静化の方向をたどっている。このような動きをみると、岐近の木材価格は、描要の動向も
さることながら供給の動向によって符しい影響をうけているといいiりる。

ｰ

, ｰ

2 ． 薪 炭

かって薪炭が家庭用燃料のIﾐｶであった股盛期には年廉､白炭･照炭ともに２０千t以Ｌ薪約
２７０千”がﾉl擁されていた。しかし近年の燃料IYr命により減産を余儀なくされ、剛順147年I唾の
ﾉI擁肚は､岐礎期に比べてI'IIR15舩蝋炭3妬､薪12筋程lⅢとなっている｡

ネヒ会情勢の変化に伴なう企旧的な餅炭の減廉似向のなかで、水難の101炭のﾉﾋ潅ｍが比較的波少し
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ていないのは、有名な備長炭がその大部分を占めるからである。術長炭は約２８０年前に田辺の住
人、術後屋長右エ門の創始にかかるものと伝えられ、木炭の股優秀品として全国に知られている。
原木のウバメガシが立地条件に恋まれ豊富なことと、優れた製炭技術が伝承されて、今日もなお高
級料亭等の特殊な用途を保持している。木炭減産により県営検査は黒炭が昭和４３年、白炭が昭和
４６年を最後に廃止され黒炭は自主格付、白炭は自主検査とかつたが、本県特産の側長炭奨励のた
め備長炭保存会運営補助、術長炭生産安定対策事業補助等を実施している。

表-45木材需給の実績（年度別・主要部門別

ﾐ ｰ ﾉ

表-４６樹種別・用途別素材生産婦

１-ノ

表-４了外材輸入量
輸入港：和歌山下津港田辺港蝋位： ”

-６２-

滞 要 尻

製 材 用
左 の 供 給 内 訳

国 産 材 外 材
儒 要 趾
パルプ用

左 の 供 給 内 訳
国 産 材 外 材

３７ 1，５１６ 1，０１１ ５0５ １0３ １0３ 一

４２ 1，９３７ ７５９ 1,１７８ ７０ ７０ 一

４３ 2,１０９ ６７６ 1，４３３ ４２ ４２ ー

４４ 2．１８６ ６００ 1，５８６ ３４ ３４ -

４５ 2．２３７ ５６５ 1，６７２ ４７ ４７ ー

４６ 2．３１３ ４６７ 1，８４６ ４０ ４0 ー

４２ ７４３ ６０４ ８２ ２８1 １８６ ４７ １ ７ １３９ ９

４３ ６６０ ５３６ ６６ ２５３ ５７ ５０ １O - ２４ ９

４４ ６３８ ４８９ ５７ ２３１ ５５ ４４ Ｉ １ ４９ ７

４５ ５９３ ４４０ ６１ ２８５ ４８ ４３ ー ，３ ５３ ５

４６ ４９５ ３６１ ４８ １６５ ０５ ４０ ー ３ ３４ １

年度 秘 計 米 材 ニュ→ランI封 北 洋 材 南 洋 材
４２ ９３４．５６０ ８７１，６２１ ー ２６，７４９ ３６，１９０

４３ ９２７０６０７ ９１１，９３２ - ４２５０ １１，４２５

４４ ９０５．２２８ ８０２,４４８ ７１，４６３ １３．５８６ １７u７３１

４５ 1,０５７,１３４ ９７７，１５８ ６２，６３２ ■■ﾛ■ １７．３４４

４６ ７５４．７４７ ６５１．６２６ ８８，４３２ ー １４．６８９



3．特殊林産物

本県は６００～７００年前から椋梠の栽培が盛んで、椋梠皮の生産は昭和３年には1,300ｔに
達し全国の８割を占めていた。しかしナイロン、バーム等の代替品の進出に加えて剥皮労力の不足、
剥皮賃金の高腱等の悪条件がWiなり昭和47年度に生産価は価に50tとなった。
シイタケについては、京阪神の消費地も近くかつ白浜・勝測等の観光地があるため生シイタケが

有望で、その生産凪は全国１５位であり、また乾シイタケも近年販路を広げつつある。

単位:１,０００mm

母

(注）林政課業務資料

単 位 : 1 , 0 0 0 "

' ｰ

(注）林政課藁務資料

和歌II｣外材協会

田辺港輸入木材協伺組合}箇料
(注）

-６３-

需 要 鼠 左 の 供 給 内 訳 需 要 歴 左 の 供 給 内 訳

神チップ用 国 産 材 外 材 計 国 産 材 外 材
２３ ２３ - 1．６４２ 1，１３７ ５０５

７４ ７４ 2．０８１ ９０３ １，１７８

６９ ６５ ４ ２,２２０ ７８３ １４３７

８０ ７９ １ ２．３００ ７1３ １５８７

１１６ １0５ １１ 2．４００ ７１７ １６８３

10２ １０２ ー 2，４５５ ６０９ 1，８４６

用 途 別

ブ ナ
その他

広葉樹
計 製材用 '勺し桶 電柱用

く い

丸太用

足 場

丸太用

木 材

チ･･,フ用
その他

７ １２３ ７４３ ５８９ ８２ １ １ ８ ５５ ７

６ １０９ ６６０ ５３１ ６４ ４ q■■■ ８ ４９ ４

５ １３７ ６３８ ４９０ ５0 ５ １ ８ ８２ ２

５ １４３ ５９３ ４４３ ３４ ー １ ８ １０６ １

６ １２７、 ４９５ ３４８ ３３ ー １ １０ 1０１ ２



表-４８出力階層別製材工場数、出力数、従業員数

表-４９製材用素材の樹種別入荷量
ー単位：１，０００”

表-５１チツプエ場数、従業員数および生産量

、やノ

９ 屯

-６４-

計

工 場 数 出 力 数 従業員数

7.5脾～２２．５鰯

工 場 数 出 力 数 従業員数

２２．５脚～３７．５脚

工 場 数 出 力 数 従業員数
４２ ５００ ２５．９９５ 6，１６７ １４０ 2，１４６ ６５７ 1２８ 3，７９４ 1,００９

４３ ４８７ ２７ ２７８ 6．２２２ １３３ ２0６１ ６２２ ２９ 3，９０３ 1．０８３

４４ ４８７ ２８ １９０ ６，０３７ 1１９ １７９８ ５３５ ２３ 3,６００ ９５２

４５ ４８７ ２９ ６５８ 5.９４１ １１１ １７０２ ４７５ １２ 3，３１０ ８２３

４６ ５０５ ３１ ０６５． 5．６３８ １０５ １０６９ ４３0 １２９ 3．７５５ ８６４

合 計
国 産 材

計 針葉樹 広葉樹

外 材

計 ラワン材 米 材 北洋材 ユ
ン

ニーフ →財 その他

３７ 1，５１６ 1,０１０ ９８８ ２２ ５０６ ４５ ３４５ １０１ ■■■ １５

４２ 1，９３７ ７５９ ７２４ ３５ 1，１７８ ８５ ９４７ ４６ ー 1０0
３

４

４

４

２,1('()

２，１も６ ６００

６４１

５６８

３５

３２

1，４３３

1，５８６

１３0

１２５

1，１７６

1，２１９

４６

９６

ー

ー

８１

１４６

４５ 2，２３７ ５６５ ５４0 ２５ 1，６７２ １１４ 1，２７４ 1０９ ー 1７５

４６ 2，３１３ ４６７ ４４３ ２４ 1，８４６ １５８ 1，３４７ １０３ １８３ ５５

木 材チップ．工場数

工 場 数
製材を兼営し

ているもの
噂 業

従 業 員 数

４２ ９５ ６９ ２６ ５６３ １７７

４３ ８９ ６７ ２２ ５７６ ２０６

４４ ９１ ６９ ２２ ５７６ ２２４

４５ １１２ ９２ ２０ ４９０ ２９５

４６ １００ ７６ ２４ ３３３ ３１５



ｒ

単 位 ： 工 場 数 場 出 力 数 剛 従 溌 員 人

(注）林政課業務資料

､ - /表 - S O製材品の用途別出荷鼠
鯲位:１0０００"

(注）林政課業務資料

単 位 ： 工 場 数 場 従 業 員 人 生 産 品 1 , 0 0 0 "

…

,、１４

入 し た の

(注）農林省統計愉報嘱務所資料

-６５-

３７．５郷～７５噸 ７５剛～１５０ " １ ５ ０ 剛 以 上
工 場 数 出 力 数 従藁員数 工 場 数 出 力 数 従案員数 工 場 数 出 力 数 従業員散
１５７ 7．７２５ ２，１９８ ５２ 5．２２９ 1，２２４ ２３ 7０１０１ 1,０７９

４３ ７，１１８ 1，９９５ ５９ ５．６３５ １2８３ ２３ 8，５６１ １２３９

５６ ７．６３０ 1．９５８ ６１ ６，５６６ １２５７ ２８ 8，５９６ １３３５

７０ ８，６７５ ２．０９５ ６４ ６，１５５ １３２３ ３0 9．８１６ １２２５

１７３ ９．０６８ 1，９２８ ６５ ６，５６１ 1．１９０ ３３ １０，６１２ １２２６

合 計
睡 築 用 材

計 板 類 ひき割
類

ひき角
類

土 木
趣 設
用 材

木箱仕
組板こ
んぽう
用 材

家 具
建 具
用 材

造 船
車 繭
用 材

その他

３７ 1，１８５ ９３２ - ー 一 ８２ １0２ ４３ １８ ８

４２ １５１９ 1．１５７ ２６９ ２８３ ６0５ ９８ １４７ ９１ １３ １３

４３ １5８７ １２０３ ２５０ ３３９ ６１４ １０９ ５２ ８５ １１ ２７

４４ １６５７ １３２０ ２７４ ３７４ ６７２ ７７ ６０ ６７ ８ ２５

４５ １７２４ １３２１ ２７７ ３８４ ６６０ ９１ ８６ １０１ ４ ２１

４６ １７３５ １３３９ ２６５ ４０５ ６６９ ６７ １７４ １２０ ５ ３0

素 材

５３ ５３ ー １ ７０

８０ ５２ ■■■ ー ７４

８２ ５３ q■■ ー ８９

１１２ ６２ １ ー １２０

１５４ ５８ ー ー １０３
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表 - 5 2．木材価格の推移

’

’､-ノ

表 - 5 3 J A S 認 定 工 場 ’
４８年７月１日現在

(注）林政課嚢務資料
、弾夢ノ

表 - S 4 薪 炭 の 生 産 婦

単 位 ： 白 炭 ・ 黒 炭 ｔ 薪 ”
（注）林政課藁務資料

一 髄 一

素 材
ス ギ ヒ ノ キ

径１４c画未満長3.65m～4.00m 径１４函未満長3.65～4.00m

和 敬 山 田 辺 新 宮 和 歌 山 田 辺 新 宮

４２ １９．０００ １９．０００ ２２,６００ ２４．５００ ２２．５００ ２８.０００

４３ １９.８００ １９.０００ ２１ ８００ ２６,０００ ２４．０００ ２８，０００

４４ １８,５００ １９．０００ １９ ５００ ２５．６５０ ２５．５００ ２８,０００

４５ 1８,５００ １８，８００ ２0 ０００ ２５．５００ ２５．０００ ２６,０００

４６ １７００００ １７．０００ １８ ０００ 1９．０００ １９.０００ ２２，０００

４７ １８｡０００ ２２,0００ ２４．０００ ２４，５００ ３０,０００ ２８，０００

区 分 JAS工甥数 昭和４７年庇JAS製品出荷趾
伊 都 一工場 - ”

那 賀 ■■■ ー

海 草 ２６ ５１０５０６

有 田 ２ ５４８

日 高 ー -

西 牟 度 １６ ２５．０８５

照 牟 鯉 ２１ ４．８６０

計 ６５ ８１，９．９９

底万一一塁座 ４３ ４４ ４５ ４６ ４７

木 炭
白 炭
黒 炭

4β６２

４６４

3，９８０

８３４

３，１５６

８２４

3．４４７

８２６

3,１３３

６８２

薪 ６７．７１７ ５３,９４０ ４２，５９１ ２７，７６２ ３４,０９３



単位円／加〃

ｰ

(注）木材市況月報資料
年度基準価絡はその年の１１月。

表-SS主要特殊林産物の県事務所別生産綴
(昭和４７年歴）

ｌ ”

●

■

( 7k )林政操業務資料

-６７-

製 品
ス ギ （ Ｉ 等 ） ヒ ノ キ （ Ｉ 等 ）

正角一辺長１０．５ｍ長3.65～４.００m 正角一辺長１０．５”長3.65～４.００m

. 和 敬 山 田 辺 新 宮 和 歌 山 田 辺 新 宮

２４，５００ ２４,５００ ２６，１００ ３６,０００ ３７．０００ ３８，２００

2７,５００ ２８,０００ ２８，１００ ４２ ５００ ４７ ０００ ４２，８００‘

2７，０００ ２７００００ ２８．５００ ４５ ０００ ５０ ００0 ５１，０００

２８,５００ ２８，５００ ２９．５００ ５０ ０００ ５０ ０００ ５３000
２６，０００ ２６．０００ ２６，５００ ４５ ０００ ４５ ０００ ４６．０００

３〔),５００ ５５qOOO ５０,０００ ５４．０００ ８0 ０00 ８０,０００

伊 都 那 賀 海 草 有 田 日 高 西 牟 典 東 牟 鯉 県 計

シ
イ

タ

ケ

生

乾

栂 木 本 敬

ｔ
４４

ｔ
６

４秤

１７

３２５

２６

１

３９４

３５

１８

1，６０４

７

９９

6，３９８

２９

１３

1，４２２

５

６

２５３

１６３

１４３

1０,８６７

ク

リ

生 産 趾

栽培面粒

ｔ

ｌ

ha
２

Ｉ

２

１５

２３

３８

３７

２６

】２

７

２６

１

４

８９

１0６

ナノコ・ヒラタケ
ｔ

２ ３ ５

ワ サ ピ
ｔ

ｌ １ ２

竹
千￥

１ ４ ２ １ １ 1０

桐
”

２５ ２５

薬 用 植 物
ｔ

ｌ １
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第 ８ 節森林保護
１．森林病害虫の防除

(1)松くい虫
本県における松くい虫の被害の歴史は、昭和２１年夏に和敬山市周辺および日高郡美浜町松原
に発生をみたが当時進駐皿の強力な授助により散発的な被害に終った。しかし、再び昭和３３年
新宮市周辺から発生した松くい虫の被害は、次第に拡大し、いまや全県下に慢延している。
また、被害の性質も当初は大径木が主であったカミすでに10年程前から小径木にまで被害が
およ砥いわゆる激甚型の被害となっている。これら松くい虫の被害に対する防除実績を数字で

示せば表-５６にみるとおりである。しかし現行の「森林病害虫等防除法」は、農林大臣の駆除
命令によって行なわれるものであるが、被害が小径木にまでおよんでいることから森林所有者は
駆除に相当な出費がかさみ完全な実施力租難となっている。
現在、松くい虫被害は、一次加害として材線虫が松の樹幹を犯すことによるものであることが
判明し、これを媒介するものが「マツノマダラカミキリ」であることもわかっている。
しかし、現在、松材中に寄生する材線虫の藁剤防除は困難であり、したがって、マツノマダラ
カミキリの防除を重点に行なっているが、これは比較的薬剤に弱い昆虫であり、その生態をあき
らかにすることにより効果的な防除が期待される。

表 - 5 6 松 く い 虫 駆 除 実 績 表

(琴ノ

｜
Ｉ

Ｉ

｜

’

､苧ノ

’
Ｉ

｜

’

’

(注）林柔課資料
一 鎚 一

2２ 2３ 2４ 2５ 妬 2７ 麹 ” 3０ ３１ 3２ 3３

立 木 駆 除 2郷 4475 4４６３ 500 l2２３ L2５1 L112 L2４５ L501 8３８ 8３４ 8３４

枯損幼令林
hａ

ー ー ー ー ー ■■■ 一 ー ■■■ 一 ー ー

伐 採 木 ㎡
ー 一 ー 8３３ 一

一 ー ■■■ 278

予

防

幼 令 林

老壮令林

ha
ー

ha
ー

-

■■■

ー

q■■ 一

ー

ー ー

４■■■

ー

一

■■■ ー

一

■■■

一

■■■

■■■

ー

事 業 且 26V
ha

4475 “６３ 500 L223 L2５１ L94５ L245 1,501 838 ８３４ L112

３４ 3５ 3６ 3７ 詔 3９ 4０ 4１ 4２ 4３ ４４ 4５ 4６ 4７

L251 5080 1532 ZO7０ 16250 1q8９1 9572 9００１ IQO60 IL378 8896 8425 9034 9370

ー ー ー 一 ー 20 2０ 3０ 3０ 3０ “ 6０ 6０ 6０

ー 1■■ ー ー ー 一 ー ■I■■ ー 200 2００ 200 200 240

ー - - ー ー ー ー 一 ー - - 一 ■ ■ ■ ー

一 ー ー ー 80 1００ 180 1８０ 256 300 348 324 ３I０

IZ5１ 5080 ２５３２ ZO70 la250 1q8９１
100

９５７２
120

９００１
210

l叩60
２１０

1唖7８
286

9096
366

８６２５
408

9234
38イ

9６１０
370



(2)スギノアカオ、トラカミキリ
スギ、ヒノキの「とびくされ」の被害は、本県林業試験場の研究の結果スギノアカオ､トラカ

ミキリによるものと判明している。被害は鯉下一円におよんでいるが、特に被害の大きいのは鼎

南部地域であって、激害地ではスギ・ヒノキ１５年生以上、立木本数の８０筋以上の被害が予想
される璽大な森林害虫である。この防除法としては適期の枝打ちが効果がある。

(3)その他
スギハダニ、スギハムシ等の虫害やスギ黒粒葉枯病、スギ枝枯性の諸病の発生もある。

2．森林災害と森林保険

(l)森林災害（火災および気象災）
最近の森林災害の発生状況は、年により変動はあるものの多発の仙向がみられる。森林火災の
出火原因は、たばこやたき火の不始末によるものが４９冊と高く、次いでその他人為火によるも
の４４粥となっているが、これについても内容がはっきりしないが、たばこ、たき火等の人為的
槻>“§大部分を占めているものと推定される。
また、昭和４２～４５年脛の森林国営保険てん補金額から火災と気象災害の割合をみると５９

対４１となる。気象火災については、その大半は１令級の林分の干害および凍害となっている。
（２）森林保険
昭和１２年にはじめて森林火災国営保険法が森林火災を対象に制定された。昭和３６年Iここれ
が森林国営保険と改められ、火災のほか気象災害による損害も保険耶故とし対象としている。
昭和４６年庇末現在の森林国営保険契約保有高は、２６0９1５haであり、保険加入対象となる
人工林に対しての加入率は約１４妬となっている。各林令の森林が等分に加入しているのでなく、
１令級（約６５％）に築'l｣しており、ついでⅡ令級（約２０%)、Ⅲ令級以上(1５%)となっ
ており、このうちⅣ令級以上約８妬と、いわゆる壮令林の加入は極めて惟少である。
このように、Ⅱ令級以止の加入が不振である反面、過去の禍害補てんを統計上からみれば、Ｉ

令級よりもⅡ令級以上の方が多くなっており、この制庇が十分活用されていないともいえるわけ
で、災害てん補制度の充実が望まれる。

-

‘ -

-６９-
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表 - 5 ？森林国営保険契約状況 ’
約解 ’

’
Ｉ

’
､…／表 - 5 8森林国営保険事故状況

千両

← G p

●

､魯華ノ

- 7 0 -

加 入 数
件 数 面 敬 保 険 金 額

４２ ２３７ 6，６８５．４８ 1，２１７，３６８，１６７ ２９７ ２４．１８０，６５

４３ ２４１ １０，３９６．８３ １３８２，６８６，５４７ ２４４ 8，４０９．０２

４４ ２１７ ８．２５６．７４ １２６６,２１０,７５５ １０１ １１,４９０,６０

４５ ２４７ ７，７６７．６５ １3６８４３６，２２８ ２５０ 8,４６６,０３

４６ ２３２ ７．３７９．８７ 1，２９５．９２９．１５０ ２２３ 7，１５７．７７

火 災
件 数 面 溌 保 険 金

水 害

件 数 面 積 保 険 金
４２ ３９ ２６．１５ 1，１７６ １６ 6．８９ １７７ １

４３ ８ 2．２５ ９２ ー ー ー ２８４

４４ １４ １５.４０ ９１７ ３９ 7‘５２ ５５３ １１

４５ ６１ ５１．００ 5．３９６ ７ 0．８１ ５0 ２

４６ ５６ ３２．７１ ４，０１６ ２ ０.３３ 1８ ー



面 穂 h a 金 額 千 円

(注）林業課資料

ｰ 〆

面 蔽 h a 金 額 千 円
害

(注）林業課資料

-

-７１-

年 度 末 現 在 保 有 高 総 数

件 数 面 稜 保 険 金 額
収 入 保 険 料

1,０３３,９７７,０４２ ７９７ ２８，６３７．４９ 2，７３３，６５２，３２３ １１,１３９.９９０

８０２，２４４．４９７ ７９４ ３０，６２５ ３0 3１３１４．０９４，３７３ １２,６９９.８０１

1，０８５．０２.0,４７６ ９１０ ２７，３９１ ４４ ３，４９５．２８４．６５２ １１,０３９．６２３

９６３，９６２，７３０ ９０７ ２６，６９３ ０６ 3，８９９．７５８，１５０ 1２９５２，１８３

７６２β１１，８４９ ９１６ ２６，９１５．１６ 4.４３３,０７３４５１ １１,９６３６１６

凍 害 計

面 積 保 険 金 件 数 面 澗 保 険 金 件 数 面 稿 保 険 金
1．５８ ９５ １ 1．５１ ９１ ５７ ３６．１３ 1，５３９

２２８．２２ １２，７４１ １ 1．５７ ９４ ２９３ ２３２．０４ １２．９２７

５．０７ ２５９ １ １３．６５ ６１４ ６５ ４１．６４ ２，３４３

３．５７ ２１４ ー ー ー ７０ ５５．３８ 5．６６０
■■■ q■■ｂ 1３ １２．９２ ７４５ ７１ ４５．９６ ４，７７９



表-59 過去 10 ヶ年の林野火災発生状況の動向

単位面積 ha 金額千円

年度 件敬 焼失面積 被 2普 額 摘 要

3 7 3 2 2 35.4 2 67, 966 

38 2 9 5 24.2 3 1 5 3, 3 4 5 

3 9 3 1 1 63.9 0 3, 4 69 

4 0 5 1 2.9 8 0.85 1. 5 5 3.9 1 4 

4 1 3 7 206.40 8 3.0 0 0 

4 2 3 8 1 25.64 1 6.5 0 1 

4 3 5 5 307.09 31 5.569 

4 4 2 2 8 3. 1 2 3 0.2 3 4 、圃，，1

4 5 4 0 1.0 79.2 3 3 9 4. 1 9 1 

4 6 3 3 1 1 0.5 4 5 1, 4 0 1 

計 368 5.8 1 6.4 2 2, 669.590 

(注) 林業諜資料

、喧J

一 72-



第 ９ 節 自 然 環 境 保 全

ﾕ ． 森 林 の 公 益 的 機 能

森休政策の課題は．林産物生産槻能の充実をはかるとともに森林のもつ公益的機能を高庇に発

抑することにあるといえる。
この政簸課鼬は明治林政以来今[1まで一貫して継承されてきたが．近年の都而化現象の進展等

社会経済諸情勢の急速な変化により森林に対する要硝が多面化してきた。このような要鋼に応え
るためには、地域ごとにその槻能の要請に対応した多目的森林施秦の実現をはかるとともに．森

林のもつ公益的機能の発抑が森林所有者の軽済的利益につながるような方策を考えなければなら
ない。このためにはまず従来抽象的概念として認識されてきた森林の公益的機能を計趾して把握
する必要があると考えられ、林野庁が行なった「森林の公益的機能に関する計侭化調盃」の手法
に従い．既存の資料左利用してマクロではあるが和歌山ﾘiLの森林を対象に各祁機能について計且

評価した結果、その擬能の総額は２．６９４億円と評価された。その内訳は次のとおI)である。
（１）水資源かん養機能
計最値７，４４６，０９０千ton(年値１

森林土壊の細孔隙率を基礎にし森林土壊の降水貯溜能力から推計。

評価５２．１２０，０００千円（年額）
水資源かん番機能をダムによって代替させた場合の山元水生産原価を基礎に推計。

（鋤土砂流出防止織能
計凪値６３．７９９千㎡（年値１

有林地と無林地の表面侵食土砂趾の差から推計
評価２５，５２０，０００千Iｑ（年額）

砂防ダムによって代替させた場合必要な堰堤趣投費を基礎に推計
（３）土砂崩壊防止撮能
計 価 値 1 , 5 8 9 千 ㎡ （ 年 値 １

有林地と無林地の崩壊土砂趾の差および崩壊面髄の差による表面侵食土砂駁の差に
よ毛て推計

評価６４０，０００千 I q（年値１
砂防堰堤建設費を基礎に推計

（４）野牛鳥獣保獲椴能
計騒他１，３８９，０００判

地域別森林タイプ別に鳥顛のha当り生息数を求め．これに森林面稲を乗じて全森

林の生凪数を排定。
評 Ⅲ l i 3 0 , 6 7 0 . 0 0 0 T I I I ( 年 値 〕

鳥類の宙虫扱取園から虫秤防除経澱（松くい虫の場合）および食害による材質低下

-

…ノ
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Ｉ

掴害額（松くい虫の場合）のそれぞれの軽減額を推計。
(5)酸紫供給．大気浄化擬能
計冠値酸紫供給趾１，２２０千1ｍ （年値）

炭酸カス吸収品1 , 6 27¥ tm (年値）
森林が放出する酸紫の亜湿．および吸収する炭酸ガスの亜量によって推計。

評価９１，５３０．０００千円（年値）
酸素供給についてのみ行ない．酸紫の市販価絡を用いた。

(6)保健休獲機能
計 趾 値 9 , 1 9 3 , 0 0 0 人 （ 年 値 〕

森林レクリエーションの年間人数
坪価６８，９５０，０００千円（年額）

森林レクリエーションのために消費された費用額を基礎に推計。

Ｉ

①

１

１

’
ｰ／ ｜

2 ． 保 安 林

森林の有する国土保全の機能を砿保するため明治郭０年の旧森林法制定において保安林制度が
創投されて以来．主として国土の保全という観点に立って保安林の霊術がすすめられてきた。そ
の後昭和２８年の紀州大水害等を契機として保安林整側臨時措圃法が制定され、主として災害防
価を目的とする保安林の緊急かつ計両的な整備が図られ．また昭和３９年からは経済の高度成長
都市化の進展等に伴う急速な水器要の増大に対処するため主として水源かん養を目的とした保安
林の整側が秘極的に進められるようになった。本県においても上述のような経緯で整衛されてき
たが．明治３０年当時は主として潮害防伽、魚つき．風致が目的で17,232haが指定された。
その後昭和２８年の紀州大災害等を契機として．昭和２９年から昭和３８年にかけて第１次保安
林配備計画として主に災客防伽を、的に440382haの保安林指定がなされた。更に昭和39
年から昭和４４年にかけて塊２次保安林配箇計画として水源かん養を主目的に24,528haの
保安林指定がなされた。このようにして現在県下では12刷類の保安林．R6,142haがそれ
ぞれ県土保全の役割を果している。これを保安林師別にみると．水源かん養林が股も多く７８．２
％、次いで上砂流出防愉林が１９．６％．_{:砂萌壊防備林が0.7％、その他がl.5%とな・参ている。
今後は現有保安林の維持管理に力を注ぐとともに．時代の要請に応えて生活現境の保全．あるい
は森林のレクリエーション利用を目的とした保健保安林等の指定を澗極的に推進することとして
いる｡

､苧ノ

’

’
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保安林面稲推移表表一 ６０

昭和４８年３月３１日現在 単位 : h a

ｰ

今十０
列『囚

-７５-

保安林面蔽
保 安 林 面 積 の 内 訳

１ ～ ３ 号 保 安 林
水かん 土 疏 土 崩 小 計

４号以下

保 安 林
昭和２８年

以 前
伽３０～S２８１

国有林
民有林
計

１６６

１７，０６６

１７，２３２

２４

8,３１１

8，３３５

１００

６，７５１

６08５１

０

４５１

４５１

１２４

1５，５１３

1５．６３７

４２

1，５５３

1．５９５

節１次配伽
計 画
(S２９～8３９)

国有林
民有林
計

1０,００９

５１，６０５

６１，６１４

9，３８８

３７ ３８０

４６ ７６８

５６９

1２，１９７

１２．７６６

０

６１４

６１４

9，９５７

５０．１９１

６０,１４８

５２

1．４１４

1．４６６

塊２次配側

計 画
(S４０～S４４)

国有林
民有林
計

１１，４８３

６１，１４７

７２ ６３０

10

４４

５４

８４５

0１５

８６０

５８７

1５，２６５

1５,8５２

０

５７９

５７９

１１．４３２

５９，８５９

７１，２９１

５１

１,２８８

1３３９

昭和４７年
現 在

国有林
民有林

計

１１

７４

８６

８８0

２６２

１４２

１１ ５１９

５５.R２４

６７，３４２

３１３

１６．５６４

1６,8７７

０

６４０

６４0

１１，８３１

７３0０２８

８４，８５９

４９

1．２３４

1,28３

流域名 耐癖国民
別

絶 計 水 源
かん養

澁
俄
砂
防

土
出

土砂
川壊
防伽

小 計 防風 水害
防側

潮海
防術

千秤
防備

藩石
防止 防火 魚

つき
航行
目標 風致 十三呼回、

Ｉ
ｊＪ

国ｲj林
民有林

．Ｉ狐訂回

11,880

74.顕２

86,142

11,518

5 5 , 8 "

67,郷２

３１３

１６，５“

16,87７

“ ０

640

１１,８３１

73,唾８

R4 , 8 "

1７

１

1８

１

１

１７５

1７５

4詔

４銅

４

４

2３

理

５

瓢）】

乳9６

1

１

”

2個〕

狸７

4９

1 . 麹

1．顔３

紀の川

国有林
民ｲi林

計

9７

4,9〔吃

4 . 9鉛

”７

麹７

1万

３．９９１

4.(隅Ｈ

１２１

1２１

9７

４‘４０９

4 . 5鵬

１

１

l７

1７

4認

43R

釦

Z)

1７

1７

493

493

有田川

国有林
民有林
計

７３９

11,0噸

１1 82７

739

9,317

100056

1 0 "４

1 . ”４

9６

9６

7麺

10,鯛７

l１ 餌６

１

Ｉ

瓢）

3０

1(通

I ( E

Ｒ

８

141

1４１

I1尚川
嗣布林
lもｲﾘ林

針

２" 8

劃 R価

鋤 .６個

2.778

１７,９73

鋤.７５1

2,618

2,618

7５

7５

２ 7稲

2【】 ６６６

23.444

９４

9４

9４

9４

１

１

1０

10

1９９

1 ”
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(注）林業課業務資料
’

3 ． 治 山 事 業

（１）治山事業の実績と現状
本県は山地が海洋線に迫り。地形が急岐で地質的にも中央構造線に伴う破砕帯が多く走I).
加えるに台風来襲の頻度が高く、有数の多雨地帯である大台山系を水源にもつ等、自然条件は
極めて災害を受け易い覆境にある。一方最近の都市化現象により丘陵部から山地に向って大規
模な開発が進められる傾向にあり、これらの開発行為がなお続くものと考えられる。
昭和２８年７月に本県を襲った大水害を契槻として昭和２９年度を初年度とする治山甑黎
１０箇年計画が立案され、さらに昭和３５年には「治山治水緊急描腫法ｌが制定され、これに
基づく治山邸案１０箇年計画が簸定された。この法律に基づく10箇年計画は今までの治山邸
業の猪計画に比べると．その実行が保証されるという点で画期的なものであった。しかし．こ
の計画も災害発生の地大．労務資材の高騰等から実愉に合わなくなぞたために昭和４０年を初
年度とする第２次治山５箇年計画が発足した。また昭和４３年には国土利用開発の急速な進展
に即応して国土の保全と水資源の確保をはかる必要から昭和４３年を初年庇とする第３次治山
５箇年計画が箪定され、さらに昭和４７年には国土の高密度利用開発と社会資本整伽の立ち逓
れからの異常豪雨等による被害の墹大．或いは経済社会の急速なる進展に伴う水需要の墹大．
また、過密な祁市雲境を反映して森林のもつ多くの公益的擬能の発揮が強く要請される等の状
況に対処し、昭和４７年度を初年度とする第４次治山邪業５箇年計画が策定されて強力な唄業
の推進を図っている。

、琴ノ

’

’-７６-
Ｉ
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流域名 識球国民
別

総 計 水 源
かん蚕

流
備
砂
防

土
出

土砂
肌嬢
防価

小針● 防風 水害
防備

潮害
防価

千害
防衛

落石
防止 防火 魚

つき
航行
目標 風致 小計

冨田川．
国有林
民有林
計

1,７D６

９4洞

1１ 180

1,706

6,195

7,901

3 .鮨４

3,054

1５３

153

1,706

９ 4唾

1１ 108

狸

麹

４

４

５

５

2５

空

1５

1５

7２

7２

日置川
国有林
民有林

計

２

1０

1３

６３２

6幅

麺

２ . 唖

9,842

12,4脚

“ ３

熊３

9２

蛇

２

1０

1３

632

597

理９

３

３

９

９

漣

3２

７

７

5１

5１

古座川
国有林
民有林
計

491

6.韻２

7.343

４ “

4,019

４，４８鄙

2 .5田

2,569

６６

髄

464

6,654

７ 118

５

５

９

９

118

1１８

2７

６６

9３

”
１四

湾

熊野川

国有林
民有林

計

3 . 4幻

10,43３

13,R70

３，１９９

8，１８１

11,詔０

２１６

2０１３５

､２．弱１

訂

３７

３

1０

1３

415

353

768

１７

1７

３

３

５

５

7７

７７

2２

釦

1鯉
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表 -６２治山事業の実績
単位：下段砿業費千円上段面髄ha

- ノ

…

■■■■

(注１林纂課藁祁商科

(2)治lll耶業計1曲ｉ
■

・治山耶紫は魂４次治lll叩券５簡年計llliに聴づき実施しているが．徽旧流山において昭和46

-７７-

４ ３ ４ ４ ４ ５ ４ ６ ４ ７ 計 備考

復 旧 治 山
３２０．４

４６３，８４５
２８５.０

５４８,９１０
３２８．３

６６７,６８０
2８９．０

８９３，３４３
４９２．７

1，１５８．８１０
１０７１５‘４

３,７３２,５8８

予 防 治 山 ２３．９
３２,１００

２０．６
３８,５２0

26.7
５１,３６０

２２.０
６５，８０５

４３．８
１０６，０９７

１３７．０
、２９３，８８２

防 潮 林 造 成 0.5
8．５６０

1.7
４０，６６０

(1.7）
１１．７７０

1.0
２１，４００

3.2
８２,３９０

保 安 林 改 良 ２１３‘４
３２，１００

２０４．０
４０．６６０

１９６．９
４８,１５０

２５０．４
5７．７８０

２１１．７
５７，７８０

1，０７６，４
２乳６，４７０

地すべり防止 6.2
６．２８８

1３．６
5．３４４

(13.61
9．４３２

(１３．m
１１．６３２

(4.31
9．４３２

１９．８
４２，１２８

緊 急 治 山 ２９．５
５５．５３３

１４．９
４】,７３０

1.9
２８，２４８

１１．０
６０，９９０

２９．３
１３６，４２５

R６.６
郭２２，９２６

４２年災
林地崩壊防止

０．４
９，４６６

0,1
３，１５０

０，１
2，６２５

０.６
１５，２４１

４４年災
ﾀ ｸ

0.2
４．２００

０．１
４‘４１０

０．２
4．４１０

０．３
5．３１８

０.８
１８‘３３８

４５年災
' '

0.１
３，６６０

０．１
3．４７８

０．２
7．１３８

４６年災
ﾀダ

0.1
3，１０２

０．２
2．４１２

０．３
5，５１４

４７年災
”

0.4
１２，８１０

０,４
１２,８１０

４１年災
治山施設災害 １１．１８９ １１，１８９

４２年災
タノ １１．０９２ １１，０９２

４３年災
" " 郭２，５３５ ２５０１７７ 3，８２４ ６１，５３６

４４年災
ｆ〃 6,012 3,７２６ 9，７３８

４５年災
〃' ４,４8５ 1，１４４ 5，６２９

４６年災
〃' ７２，４６７ 3．５７９ ７６，０４６

４７fF災
〃

“トー
翅．ロ ６６２，７０８ ７５４，３６３ ８３９，３７０ 1.１７４,１５１

3．５５５

１５１７,６１８

3，５５５

４．９４８，２１０
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年度末における崩壊地面積の約60%を復|日する計画とし．予防治山においては昭和46年度

末における刷壊危険地面融の約１０％について災客発生を減少させるよう計画している。砿業別
流域別の第４次治山甑業５箇年叶画は表-６３および表-６４のとおりであるが．上記現状をふ
室え．他部門との計画調整を十分考慮しつつ災害防除のための亜点的かつ効率的な投資はもちろ
ん、生活麺を改善するための衰境保全林の整倒。さらにまた近年とみに要諦の高まりつつある

山地災害危険地に対する願業への載極的な取I》組みが．今後の治山駆業推進上の課題と思われる。

Ｉ

ｌ

ｌ

表-６３第４次治山事業６箇年計画
単位：下段駆業費千円上段面誼ha

７２

’

’
’

Ｉ

(注）林業課業務資料

表-６４第４次治山事業６箇年計画と年次計画
単位：千円

粋５１

｜

(注）林業課紫務資料
-７８-

"

流域君、唖婁名 裡旧治山 予防治山 防災林造成 保安林整術 地すべり防止 計

熊 野 川 ３１７．０
６４０,０００

４０．７
６８,０００

68.0
1６000

古 座 川 ３２
５７．０
００O

４０.４
５６β００

１１．３
9,０００

１２４．０
３３β００

３３２．７
４１９,０００

･ 日 置 川
4７

３４．０
O００

３６．４
６００００

１３６．０
３４，０００

４０６．４
５６５０００

富 田 川 1６８．０
３４０000

１５７．０■

２６３000
1.5

８２,０００
３２４.０
８２000

7.4
２５,０００

６５７．９
７９２０００

日 高 川 ５４４０
1,１０５,０００

１８．２
３０．０００

3.5
４８０００

４６０.０
１１３,０００

1，０２５．７
1２９６０００

有 田 川 1,１１8０
2２６６,０００

４０．７
６８，０００

３１２．０
７８，０００

１１．４
６６β００

1D４８２．１
24７８,０００

紀 の 川
、６０４．０
１2２２００００

２６２５
４４００００

２１２
１７pOO

２３６．０
１８３β００

１５．４
３５POO

1●1３９．１
1β９７，０００

計 3．１４２.０
6，３６５，０００

５９５．９
９８５００００

３７．５
１５６,０００

1,６６０.０
５３９，０００

３４．２
１２６０００

5．４６９．６
８，１７１心００

稲 別 ５ケ年計画 ４７ ４８ ４９ ５０

復 旧 治 山 (５８８５００》
6,３６５.０００ ９０８,０００ 1．０６２,０００ 1.242000 1，４５３０００ 1．７００００００

予 防 治 山 ９８５．０００ ７４，０００ 1１２０００ １６８，０００ ２５３000 ３７８，０００。

防 潮 林 造 成 １３０000 １１００００ 1６０００ ２３.０００ ３３β００ ４７０００

防 火 林 造 成 ２６０００ ー 5０００ 6POO 7,０００ 8０００

保 安 林 改 良 (２３９６８）
４１０POO ５８,０００ ７２０００ ８３０００ ９４．０００ １０３００００

保 全 林 整 備 １２９,０００ 一 ２７００００ ４１０００ ６１０００

地すべ I ) 防 止 １２６００００ 9.０００ １４０００ ２1pOO ３３D００ ４９．０００

計 (６１２．４６８）
８,１７１0０００ 1．０６０,０００ １,２８１POO １,５７０000 1.9I４pOO ２3４６DOO



4 ． 緑 化
（１）全国植樹祭

昭和４７年７月．国土緑化推進委員会の理駆会において昭和５２年に第２８回全国植樹祭が
本県で開催されることに内定し、昭和４８年８月の理寧会において正式に決定した。戦後の造
林願業の急速な伸びは．世界にも主れなことであるが．造林はひとり林業家だけのものでなく
国民全体の認識と理解の上に立たなければならないことを想えば．全国植樹祭のこれまでに果
してきた効果は誠に大きいものがあるといえる。すでに本県の開催地は那智山妙法高原に決ま
り．現在その準側が進められている。

（２）現境緑化
現在の高度社会における緑は、社会資本としてその必要度を高めている。本県においても昭
和５２年開樅の全国植樹祭を一つの目標として緑化遡勤の展開を推進する時期であり。自分の
生活する環境の緑化と自から木を植え育てるという体験による自然との交流．この２つを目的
として和歌山県緑化推進会が母体となって緑化運動を推進しているが．股近５ヶ年のその主な
行砺は表-６５のとおりである。

-

表-６５緑化運動の実緬

、 -

(3)緑化樹の生産等
緑化樹の生産の方向としては．大量に安価に供給されること。各祁形態の樹木であることの
２つの条件を横たすことが必要であると考えられるが．現在の生産体制は零細でしかも非計画的
的・非組織的であり、その上流通は極めて槻雑・非近代的であI)．需要構造と鉦の変化に対処
することが困難な現状である。したがって早急にその改善策を立てる必要が痛感される。ちな
みに昭和４８年５月の調侮による県下の緑化木"鐘状況を見てみると．生電者数約５００人．
牛産面積約３０ヘクタール．唯奪本数約２００ﾉj本となってし､る。

-７９-

年度
緑 の 羽 根 募 金

学校募金 一般募金 計

和 敬 山 県 楠 樹 祭

開 他 地 テ ー マ

４３ ７９８,０００ ７９８，０００

４４ ８０３,０００ 8０３０００

４５ ７６２8８0 ７６２，０００

４６ ８９２，２８６ ６６１．６２０ １．５５３，９０６ 卵１回 和歌山市
紀伊風土記の丘 都市近効の緑化

４７ 1．３０５，６６４ 第２回 日高郡中津村
県林業公社耶業地

黒潮国体開催記念と
拡大造林の推進

４８ 節３回 那賀郡那賀町
名 手 市 場 いこいの森造成



5 ． 青 少 年 の 森

昭和４３年に明治100年を記念して青少年のための野外レクリエーション施設として「和歌
山県青少年の森」が造成された。
所在地和歌山市直川地区紀泉高原自然休養林内
施設｛キャンプ場(100人収容可能〕

ハイキングコース・林間休憩地

この森林364haは高野営林署で管理され、森林のレクリエーション利用と林業とが常に調和

を保つよう綴営されている。

’

１ー／

第１０節県有林および林業公社
L

Iﾕ ． 県 有 林

（１）県有林の現況
本県の県有林は．大正１２年郡制廃止の際、郡有林449haを県に移管すると同時に西牟

婁郡富里村（現大塔村）安川に1500haの地上権設定を行なったのが始まりで、その後昭
和４年に御大典記念林として竜神村に2,694haの地上権設定を行ない、前記の窩里県有林と

ともに県有林の中心となっている。次いで昭和15年紀元2600年記念造林として県下11

簡所832haに地上椎を設定し、現在は設定契約を解除したものもあるので総面積は5,349
hal4林地となっているが．全部地上栃設定地である。

県有林別の概況は表-６６のとおりで海草を除いて各県頭務所ごとに１箇所以上設定されて
いる｡

従来この経営は．県林業課が各県有林に監守人を侭き直接邸業を行なっていたが．昭和40
年度からは県甑務所に現地の継営を移管し、所在地の山村行政の一環として経衡を行なうよう
にしている。

従来の郡有移管休は、既に主伐期に連して伐採を完了し、次いで富q1県有林も主伐期に連し
たため逐次伐採寺行なっているが収入の殆んどは主伐収入によるものである。収入額は表一

６７の通I)でこれを蝋孑琳の杯鴬資金に光当するとともに残余は県財政に寄与してきた。
しかし、人工林の令配脱をみると幼令林（林令2041§未満）は2,444ha78%で大部

を占め．伐期に達した林分は158ha7%と非常に少い。したがって、今後逸林簡は墹加し
伐採収入は減少するため経営原箇は非常に少<なり．経営箭令も不足する状態である。幸い昭
和４８年度より座林中央金融公庫資金を腺費とする起依がi忠められることとなり、外部ft金尊
入による維徹ができるようになった。

Ｉ

’

､やヅノ

’
’
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一



Ｉ

表 - ６６県有林の概況
単位：面積ha諮積㎡

…

(注 ､林業課資料

表-６７県有林才入才出決算調べ
単位：千1１１

ｰ

(注）林業課資料

(2)県ｲ淋縄侭計仙Ｉ

林況は．スギ．ヒノキの人［造林地2,617haで全ll i職の49%才占め．他は地I朧設定
契約以前の広鷲樹をことし、モミ．ツガの泥壷する犬然林で人［林卒は．本ﾘ1坪均５６％をド
畑っている。これは殆んど県ｲ淋が交通,f§使な奥地の急雌地で補職不適地も包介段定さｵ1てい
るためでもあった。岐近奥地通路のI則投により造林が容以となったので極ﾉJ拡人辿林を准める
拙閲であるが．峨捌の維持のllt勘が心神、1;f'l!u,町淋に‘撒く伽に人肛林率審ｳIき1:げ愚ことは

- ８ １ -

有
名

県
林 面 積 人 工 林

面 菰 蓄 積 人 工 林
薪 積 分収割合 地 上 権

設定期限 備 考

花 園 ２８．８３ ２６．３４ 2,６１０ 2．２９９ ６：４ 昭 和 牛 月
８５．１１

･ 粉 河 ２０ ６０ １９．６５ 1，０４５ ６０４ ６ ４ ・８５．２

安 諦 ５７ ５０ ４５．３２ 321３ 2，６０４ ６ ４ 8８．１１

五百原 1，０８６ ９０ ３９５．５３ １０１,４２７ １５，４０２ ７５ ２５ 1０３．３

小又川 1，６０７ ８１ ８７４．５０ ５９，２８６ １６〃７４ 7５ ２５ 1０３ ３

川 中 １７７ ９０ １６８．５０ 7．３６３ 6β７６ ７ ３ 1０1 1２

鮎 川 1２ ２0 1２．００ ３，６４５ ３，６４５ ６ ４ ８５ ２

富 里 1，６４３．０８ ７５３.８１ ２５２，３１８ １５６，５７６ ８ ２ ５９．１０

松 根 ２５６．１０ １１２．０５ ３２0１５５ １３,５４１ ６ ４ ８８．１１

添野川 ８４．７０ 5６．９５ ８,２０５ ８，０６１ ６ ４ ８８．１１

小森川 ４３．８９ 3８６０ 6，７２８ ６，３１１ ６ ４ ８５．２

猿 川 １０.５９ １０.１４ ５５５ ５1５ ６ ４ ８７．２

明 神 １３３．５０ ４４．２７ １２．０１３ 4．０９７ ６ ４ ９２．２

諦 川 １８５．９２ ５９．８８ 2４．７７５ １０,５７６ ６：４ ８５．２

計 5，３４９．９０ 2，６１７．５４ ５１５.３３４ ２４７．８７３

才 人 才 出 才人一才出

昭和３０～４６
紫 計 1，７２６，６０４ ９６３０５３４ ７６３，０７０

年 平 均 １０１,５６４ ５６．６７８ ４４･８８６



’
’

１

困難な状態であるので、この面との調和をはかりつつ適休を伸ばさなければならないと考えら
れる⑨
昭和30年よI)昭和47年までの間にl,443ha年平均83haの植栽とそれに伴なう保

育を実施してきたことになるが・昭和40年従来の計画を基に県有林経営計画を箪定し．現在
は昭和４５年～４９年の第２期施業計画に韮づき施業を行なっている。その主なものは人工植

栽594ha、下刈4,326ha、除伐l ,066haで他に良質材を生産するため技打を424
haに実施することとし．年次別計画を立てて耶案を行なっている。ちなみに過去５ケ年間の

植栽保育実鞍は表-６８のとおりである。
さきにも述べたが・従来木材生産の場であった森林も副次的機能が前面に押し出され、特に

公的擬関が行なう森林経営には、後者が要求されるようになった。しかし分収林である県有林
は経済林でなければならない点に問魎があI)．多目的に活用しながら木材生産を図る具体策を
考究する必要に迫られている。更に眼案実行のネプクとして労務問題がある。現在、県有林駆一ノ
案はその大部分を諦負II紫によっているが．砺棄の成否はこの労務者の質と趾にかかっている。

特に年間駆業母の８０％以上を占める竜神宮里県有林の労務対策は真剣に取り組まなければな
らない間囲であり．年間の眼案計画を完全に消化することも危ぶまれる現状であるので、林業
公社と提携し独自の労務班を育成し年間届ようを図り、労務者の質倣の増強を図らなければな
らない。

ト

Ｉ

Ｉ

Ｉ

’

表 -６８造林事業実績
単位 : h a

’
1率ノ ｜
’硴）林業課資料

2 ． 林 業 公 社

(1)林紫公社の投蹴杯紳

近年．造林地の拡大にともなう保f価稲の刷加．労働ﾉ]の賊少．【Y金貸材讃の尚腿、造林耶
蕊に対する意慾の減退等によりu0lドの造林実績は．剛和36イドを、点としてド降線をたどって
いる‘』

このような梢勢のもとで造林の通れている地域の公ｲi林をlll心とする紺llili的な造林をｲj･なう

’

- ８ ２ -

’
～

楠栽面禰 保育面積 備 考

４３ １３７．４３ ６１２.２４ 保河は下刈．除伐の計
４４ ６５ ２６ ６８７ ５４

４５ ７0 ２８ ８４０ ２６

４６ ７２ １２ ６0６ ５７

４７ ６４ ６９ ７２３ ６３

計 ４０９，７８ ３，４７０．２４



ためには．公営造林設立の必要性に迫られた。
これがため雌は臘林漁業舎触公剛．而町村および森林組合の協力により．昭和４３年３月社

団法人和歌山県林業公社を設立したもので．本年３月をもって満５ヶ年を迎えたことになる。
謡立当初の社員数は６３人で出資金は１,２００万円であったが．現在の社員数は６６人．出

資金１，２１２万円でその状況は表-６９のとおIjである。

表-６９林業公社出資状況

ｰ

(2)林業公社の薬務運営

公社業務は．定款の定めるところによI)．造林に関する昭業、造林の受託に関する叩業．腿
山村における林業振興のために行なう必要な眼業．その他公社の目的を連成するために必要な

砺業を行なうことになっているが、当面は造林耶塞にしぼっている。
造林甑業は．土地利用者との２者分収造林契約により、原則として１団地10ha以上を対
象とし．その分収、割合は土地所有者４以下公社６以上としている。

全体の造林計画は．昭和４３年から５８年まで１５ケ年間に３,０００haの造林を行なうも
のとし、毎年２００haを実施している。

耶業費の調達については．闇林漁紫金触公庫触資．県借入令、捕助合によってまかなうこと
としている。

公社発足以来５ケ年附の叩業実績は、表-７０のとおI)で．労働力の不足．鋤単価の高騰
等極めてきびしい環境におかれているが．硫実な山作I)券目標として今日におよんでいる。
而町村別械栽面儲については、表-７1のとお'】で美山村の２０５haを般大として1８1

而町村にわたっている。郡別では11高郡の４６３.1ha、東牟婁郡３()５.３h紬が大きく両郡
あわせて県.Ｆの７９％を占めている。

所ｲi稀別植栽面稲については、災-７２のとおI)で、公。Ｗ,孑淋に大別すると．公ｲ淋は
２４２h鼬で２５%であり．学校法人、部糸ｲ淋等巻介せると４６.1h勘の#18%となる。

全似各府哩における林葉(ili林）公ﾄ|の没迩は．３６#Iを数えるにいたった。
しかし．公社耶蕊を椛巡するためにはなお多くのI州麺狩包蔵しておI)．その解決のためには

先づ側における公社の鉢政ｌの位渕づけと．こｵuと什なう公#I独の卵腱が必'聯であると思われ
る｡

ｰ

- 8 3 -

区 分 社員数 口 数 出 資 金 備 考
県 １ １．０００口 １０．０００千円

市 町 村 ３４ １６０ １，６００

県 森 連 １ １０ １０

森 林 組 合 ３０ ５1 ５１０

計 ６６ 1，２１２ 1２,１２０



’

Ｉ

表 - P 7 0 事 業 実 績 表

’ ①

４５

蕊詞
’

’

’

-ノ ’
保
育
砿
業

Ｉ

’

１

邪智勝浦町8.00ha
-捻本市4.02ha圖栽面積那賀町13.OOha市町村別表-７ユ ’

’

ｈ ｜
’美 山 村

2 0 5 . 7 0 h a／Ｉ蕪巽広 ､崎邑,ノ

0ha

’由良町由 良 町 -
31.80ha

″

’植 栽 面 馴秘南部町
32.50ha_

川 辺 町
1 2 4 , 6 0 h a ’

’

’古廉川町雛制’６８．４０

、 ７９.２()h&Dh&D

、

-
-

一 桝 一

一

翼
恭地

４３

面 澗 植栽本数 耶 業 間

４４

面 積 植栽本数 寧 業 費

植

栽

眼

業

新
植

補
植

ス ギ

ヒノキ

計

ス ギ

ヒノキ

計

２２．８０

７７.２０

1００．００
一

ー

９１，２００

３４７，４００

４３８０６００

一

一

-

１４．８１９
ー

一

一

２３.９０

１７６．５０

２００.４０

２０.００

７７．２０

９７２０

８３，６５０

７０６,０００

７８９，６５０

6．８４０

３５，４０２

４２２４２

１■■■■

一

３３β７２

１■■■■

】,４４０

２１．７０

１９１.９０

２１３．６０

31.90

１１４．８０

1４６.７０

７５０９５０

７６７，６００

８４３，５５０

１０．７９０

９５,１４５

１０５，９３５

下 刈

施 肥

除 伐

一 ー

ー

-

一

９５．００

３８．５０
一

一

一

1，４３２

７４２

ー

２７５．９０

９８．２０

ー

ー

計 一 ー ー 一 ２，１７４ 一 一

そ の 他 一 ー 一 ５０６ 一

合 計 １４β１９ ３７，７９２



単 位 ： 面 砿 h a 本 数 本 金 額 千 円
-

、…ン４，８６９

(注）林輩公社資料

表 -７２所有型態別植栽面稲

町村 有 林
l l l . 7 0 h a
（１１．６妬）

ha
)）

個 人 有 林
３６７．90ha
(38.0鮎）ノ

／財産区有林淵財財Dha
公公ｰ 有有

林 』242．
l h a

林 』242．
Ｉｈａ

私私

植 栽 面 職植 栽

有有

法人有林
221.90ha

（２３．０締）

林 ７林TFIfZ2ha林７頭 22ha
２２

共 有 林
134,42ha
（１３．９弼）

-８５-

４６ ４７ 計

事 業 費 面 職 植栽本数 耶 業 費 面 前 植栽本数 事 業 費 面 秘 植栽本数 駆 業 費
一 ３２．２５ １１３,３７５ - １０．７０ ３７，４５０ 一 １１１．３５ ４０１，６２５ 一

- ２１６．５５ ８６６,２００ ー １９３ ２２ ７７１．７２０ ー ８５５．３７ ３０４５８,９２０ 一
４１，６６９ ２４８８０ ９７９．５７５ ５４４２３ ２０３ ９２ ８０９,１７０ ５６，０１３ ９６６．７２ 3８６０．５４５ ２００．５９６

２３，６０ １６．０５０ ー ３４ ２５ 1６００７５ １０９ ７５ ４９，７５５ ー

ー ２２１ ００ １５７,４００ 一 ２２４ ２５ １３６，１６０ 一 ６３７ ２５ ４２４．１０７ 一

２４４ ６０ １７３，４５０ 7，２３０ ２５８.５０ １５２●２３５ 7，８９３ ７４７ 0０ ４７３，８６２ ２１４３２
4，８６８ ５１８ ５５ １２，５４１ ７４２２０ ２５．３９３ 1６３１ ６５ ４４２３４

２，０８４ １６１ ７０ ４,０６５ １３８.７０ 4，１５９ ４３７ 10 １１０５０
- - 一 ６３０ ー ５０２ 6．３０ ５0２

６．９５２ 一 - １６０６０６ - ３０,０５４ 一 ５５．７８６

15１０ 一 ６８９ ー ー 1．６８０ 一 4．３８５

Ｉ５５，０００ ７８，９４８ ９５０６４０ 一 ２８２．１９９
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第１１節林業普及指導

ﾕ．林業普及事業

本県における普及願毒推進組織は表-７３のとおりであるが、その方向としては最近における
森林施業の多様化に即応する林業経営改善を図るための各種対策駆業の進展．さらにこれらに対応
した技術体系開発の動きと．さらに加えて森林に対する公益的要講の墹大にともないその活動の
項目を、伽淋戴生産体制の強化（組織化）、(2)森林組合の体質改善．(3淋業労務体制の硫立．の
３点にしぼり地域の林露諸施策を．この３項目の共通目標に焦点を合わせて対箪化し、１日も早
く地域林業の組織化をなしとげるよう普及活動を展開している。
特に普及活動は林業従駆者とより多くの接点を持つことにあるのは云うまでもないが-従来の
樋轍はこの点で必ずしも満足すべき結果を得なかったため．現組織のとおり典合制を加味した駐
在制をとI)効果的な推進を図っている。

､

’

１

１、-／

’

表-７３林業普及指導組織
’

心

１

国森林組合

猯鴬梨 県林雰技術普及協会旨県森林組合連合会県林業試験場
’

所所所県 務務務甑甑
、＝ ｜’

海草|那慨
区

｜淵海 草
AG 3

海 草 ｜ 那 慨 伊 都

仁
一
》

有 田高

区

淵 |艫 鮒|官｡:|鱸|淵lWo，竜 神
AG 4

伊 郁
A O 5

新 宮
AG９

古邸川
A G 3

すさみ
AG３

有 田
AG５

’

森林組合市 町 村 単位

f鰡蓑坐夛 ｜

’

’

- 齢 一

’
一



表-７４林業改良指導員の配置
(上段は駐在所名。下段は所管区域）

…

ﾐ ー
２．林業研究グループの育成

今後の林業はますます組織化が要求され、その堆産活動を推進するためには関係者相互の協力
と．地域としてのまとまりが必要であり．股終的には技術や総常この間甑点を地域としてとらえ

典団思考によI)解明し、実践のための計価化．さらにはその施業の築団化が進められなければな
らない。
このことを目的として結成された本叫におけるグループの現況は表-７５のとおI)で．股近に

おけるその活動は前述のf恥かF,遂次爽践的俳格に移行しつつあI)･従来の単なる技術的研究や
WIMの親脈をll的としたものから脱して匝接ﾉI擁に結びつく活動に取り組むグループが増加して
いる。特に後緋荷グループにおいては．ｉｻｲﾄの111造成に意慾を鍵やし渋-７５､3)のとおりすで
に10グループ(８４")が】２０ヘクタールの造林を宛『し．将来に希望を持うて〃を合わせ

山づくりに励んでいる務はたのもしいものがある。

-８７-

県事務所指導区
配 置 状 況

駐 在 所 別 配 皿 数
４
１
丑
働

東牟婁
新 宮

古座川

新 宮 ４ 北 山 １ 那 智 勝 澗 １ 熊 野 川 １ 本 宮 ２
(新宮市）（北山村）〔那智勝涌町、太地町）（熊野川町）（本宮町）

古座川３
(古座川町、古座町）

９

３

西牟婁
田 辺

すさみ

田 辺 ７ 大 塔 １ 中 辺 路 ’
〔田辺市．白浜町、上富田町）（大塔村）（中辺路町）

す さ み ２ 日 置 川 １
(すさみ町．串本町）（日置川町）

９

３

日 高
御 坊

竜 神

御 坊 ５ 中津 ’
(御坊市、日高町．美浜町、由良町．印南町．川辺町）（中津村）

竜神２美山１ 南部川１
(竜神村）（美山村）（南部川村、南部町）

６

４

有 田 有 田 湯 浅 ２ 滴 水 ２ 金 鰯 １
(有田市．湯浅町．吉備町、広川町）職水町）（金屋町､ ５

海 草 海 草 和 歌 山 ２ 美 里 １
(和歌山而も海南而．下津町､（美里町．野上町） ３

那 賀 那 留 岩 出 ’ 粉 河 １ 桃 山 ’
(岩出町．打田町､（粉河町．那個町､（桃山町．貴志川町） ３

伊 都 伊 都 橘 本 ２ か つ ら ぎ １ 高 野 １ 花 園 １
(栖本市．九度山町．高野口町１（かつらぎ町）（高野町）（花園村） ５

↓１３回 1 0 ２ ８ ケ 所 ５0



「
Ｉ

当 一

以上のとおりグループ活動は．今後における地域林棄の根興を果たす役割りが大きいので積極
的にその育成のための助成蹟を櫛じている。

’ 表 - ７ ５ 林 業研究グループの現況
．（１）グループの組織・範囲別現況

扮類Ａは林巽普及に協力が目的．Ｂは林典の研究実践が主．Ｃは林業が従）

’
’

当
員会

註平均年令別グループ数には分類Ａの５グループは除いている。 ’

(2 )グルー･プの設立目的別現況扮難ABCは(1)に同じ）

Ｉ

註(11に同じ Ｉ

、華ノ
(3)青年の山グループの現況

一 鯛 一

鍛函
めい一プ

総 数

会 員 数
男 女 計

分 類 別 グ ル ー プ 数
Ａ Ｂ Ｃ 計

県 ２ 10７２０ ８１ ＩＢ０１ ２ ０ ０ ２ ０ ０

郡 ２ １６ ０ １６ ２ ０ ０ ２ １ １

市町村 ９ ５６７ ４ ５７１ １ ７ １ ９ １

旧市町村 １５ ４３０ ５２ ４８２ ０ 1５ ０ １５ ０
-

５

部 落 １７ １８９ ３ 1９２ ０ １７ ０ １７ ７ ９
、計 ４５ ２，９２２ １４０ ３0６２ ５ ３９ １ ４５ ９ １６

分類
釣 ﾚ ｰ ﾌ

総 数

会 員 数

男 女 計
設 立 年 度 別 グ ル ー プ 数

29鐡餉 ３０～３４ ３串３９ ４０～４４ ４５～４７ 計
Ａ ５ 1，７４９ ８１ 1．８３０ １ ０ １ ２ １ ５

Ｂ ３９ ９０８ ５９ ９６７ １ ２ ７ 1４ １５ ､３９

Ｃ １ ２６５ ０ ２６５ ０ ０ ０ １ ０ １

計 ４５ 2９２２ 1４０ 3，０６２ ２ ２ ８ １７ １６ ４５

グループ数 会員数 青年の山造成面積 県 の 助 成 概 要

１０ ８４人 １２０ I B

築会場および倉廊廼設（３ケ所）山づくり用磯械整備（チエ
ンソー、刈払機他）、借入金に対する利子補給（年3.5％５

年間）．用地取得のための助言や手続きの援助．その他造成
に 伴 う 技 術 指 導 ．



」

昭和４８年１月現在

｡

ｰ 〃

４

-

-８９-

平 均 年 令 別 グ ル ー プ 散
２０～４９ ５0～９９ 100以上 計 ２９才以下 ３０～３４ ３５～３９ ４０～４９ ５0以上 計

０ ０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

４ １ ２ ９ ０ ０ ０ ６ ２ ８

７ ３ ０ １５ １ ０ ０ ８ ６ １５

１ ０ ０ １７ ６ ５ ３ ３ ０ １７

1２ ４ ４ ４５ ７ ５ ３ 1７ ８ ４０

会 員 数 別 グ ル - プ 數 平 均 年 令 別 グ ル ー プ 数
9名以下 10～1９ 20～4９ 50～9９ lm以k 計 四才以下30～劃 35～3９ ４０～4９ ５０以上 計

１ ２ ０ ０ ２ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ １４ １２ ４ １ ３９ ７ ５ ３ １６ ８ ３９

０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ ０ １

９ 1６ １２ ４ ４ ４５ ７ ５ ３ 1７ ８ ４０

傭 ． 考

剛和４３年から４７年までの実績



3．林業後継者対策

本県においても山村青年の流出は激しく、少なくとも後継者のそれを防ぎ止めるには林灘の所
碍的．環境的条件が祁市部の水準に達しなければ解決し得ない問鼬であるが．先づ林業の生産性
を高めるための技術開発．機械化の促進．施講の築団化等林案従眼者．特に林業後継者を対象と
して、林案技術および林糞経営についての研修教育を行ない．高度の機械化技術およびその実践

技能、さらに近代的な林業経営管理能力を有する青年を養成するため．次の諸耶業を積極的に推
進しているの
(1}林業センターの建設

琳梨技術研修施設を併設１
（２）山村青年教育指導眼業の実施

（林案教室．技術交換会の開催）
（３）背年の山造成の助長

Ｉ

、-ノ
’

’

第 １ ２ 節 林 業 試 験 研 究

ﾕ．林業試験場の沿革と機構

（１）沿茄
昭和１１年４月．特殊樹顧の造成．炭材林の施難改善．製炭法の試験研究を目的として．現

在の古座川町高池に県林輩試験場が設立された。その後昭和１７年。設立当初より併設されて
いた熊野林講学校内の木工部が海南市の漆器試験場に移管され．さらに昭和２３年．戦後の学
制改雌による過渡的技術番の不足を補うため林案技術同藩成部が併投されたが．新制大学の卒
業生が送り出されるに至って中止された。昭和２４年鰹林業の復興とともに、椎茸栽培が山村
住民の経済上頭視されるに至Ｉ)、栽栽技術の推進をはかるとともに．諏菌の培菱、配布を開始
した。また他の特殊林塵物の濡要動向の変せん。用材資源の枯掲などの状態から．資源倍増の
必要が起り、外聞産早成樹稲についての樹苗養成ならびに造林試験を実施した。昭和３３年
１２月．没置規nllの改正によ'》１課２部制がしかれ、漸くその気迎が砿成されつつあった精英
樹の選抜．クローン養成等の研究を始めた。そして昭和３６年．機榊の一部として中辺路町栗
桶川に林木青椰蝋が併投されたが．Ⅲ噸1371I当墹機柵より分離し独欣した。また''1年に森林
病虫宵に対する研究が要嫡され．１２〃保純部が投澱された。
その後昭荊I43イドシイタケ禰菌の培養・衝Ｉ布をll』止し、社会的愛締に騒づく．花木、録化樹

の研究に厨手し、山村撮興の林業miからの研究．山村過疎化に対応する行〃技術Ｕ)IIH充．森林

ノl癖ﾉjの哨強．ルjjlIf虫に対する対策ロ樹木公'i年など時代の鍵,１に対応するための体制を砿えた。
（ 勤 擬 構

’…

’

’

’

I

｜

- ９ ０ -
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４６年４月１日
庶 務 諜 一 庶 務 、 会 計 ． 管 理
（課長・次長業務）

場 長 次 長 造林部一青靭．育苗、育林．土壊、怒営に関する研究 ｡
（部長）

林産部一食用キノコ類、特産樹・緑化樹に関する研究。
（部長）

保護部一森林癖虫害防除．大気汚染と樹木に関する研究。
（部長）

2．試験研究の内容
(1)基本課題
現在林案をとりまく諸摘勢のきびしいなかで．地域林業の擬興を同標とする県行政と直結し
た実用技術の開発を基本として．当面緊急に解決を要する課題５項目をとI)あげ．試験研究の
効率化をはかることとしている。

（２）璽点研究目標
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璽点研究項目 研 究 内 容
l省力技術の開発 (１)省力的造林技術の体系化

(2)造林地．苗畑への薬剤導入による省力化

(3)苗畑施巽の周年化による労穣分野のI叩滑化
2.林業生産力の墹強 (1)スギの品穂別による合理的短伐期の研究

(2)ヒノキの生長的、形態的特徴の調査研究
<3）肥培その他保育形式の確立

3.山村振興につなが
る産業の開発

(1)食叩キノコ釦のシイタケマツタケクソヤマモモなどの特殊

朴産物の生産技術
(2)花木ならびに緑化樹の仕立方および養苗技術と流通調査
(3)造林地放牧による林業と語産の複合弊営技術の開発

4森林病虫害対策 (１)森林胸虫宵．特にマツクイムシに対する牛態および防除技術の研
究

(２１森林飢架解、緑化樹の1V虫樗対策の調貸研究
5.大女(汚染による樹
木公ﾘfの研究

(1)火虹汚染．その他人為的被将の林水への影癖に1MI才る郷從研究
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土 地 利 用
４８年４月１日現在

建 物 施 設
昭和４８年６月１日現在
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靭 別 棟 数 建 坪 備 考
本 館 庁 舎 １ ２７０㎡ 榊 内
教 室 １ 1０５ ”

合 宿 舎 ２０１ ”

椎 茸 種 菌 培 餐 室 ９３ 〃

椎 茸 乾 操 室 ４０ ”

椎 茸 フ ・ し - ム ２0 〃

コ ン ク リ ー ト 試 験 室 １ １７ "

車 印 １ ２７ 〃夕

造 林 作 業 場 １ ４４ 〃’

ミ ス ト ガ ラ ス 室 １ ２０ 〃〃

倉 庫 ・ 物 髄 ６ ９３ ”

試 験 林 駆 務 所 １ ４３ 立合川試験林

穂 別 目 救 籾 別 員 数
ド ラ フ ト チ ャ ン パ １ 土 壊 容 穂 重 測 定 器
純 水 製 造 装 慨 1 土 壌 摘 雌 注 入 器
燈 光 光 匪 計 １ 泳 動 ・ 槽
分 光 光 度 計 １ 自 動 蒸 淘 器
宅 素 蒸 溜 装 融 ２ 木 材 水 分 計
恒 温 値 湿 槽 １ 鞆 型 振 徹 ま １

直
一

刻さ 天 秤 １ 乾 熟 餓 菌 器 １
化 学 天 秤 Ｉ 低 温 恒 温 器 ２

窒 素 定 温 装 瞳 １ サ ー ミ ス 夕 柵 哩 計 １

自 動 高 圧 城 菌 器 １ 屯 気 定 拙 Ｉ 器 ８

土 壌 透 水 通 器 測 定 器 １ 馴微鏡（啄興撮影塾樹介） ４
- t " P F 測 定 盤 １ ﾉ 、 ン ジ ア ス ピ レ ー タ - １

Ｐ ・ Ｈ メ ー タ ー １ 照 腱 計 １



3 ．林業センターの栂想

最近の成長する社会．経済情勢に対応し、林業を本県の基幹産業として恒久的に一層発展させ
るための施策を強力に推進するとともに．その裏づけとなる林業生壷に関する試験研究をおしす
すめ、なかでも次代をになう後継者づくI)と林業の近代化にこたえる新しい技術の開発と普及が

敵要視されてきた。
和敬山県林業センターは．林典近代化の要鋼にこたえて技術開発．普及および研修を相互に有

擬的な関連のもとに効果的に実施することを目的として．東牟婁郡古座川町の林業試験場を移転
拡充するとともに．４７年度より制慶化された林業技術実習指導施設整側駆巽と合せて西牟婁郡
上富田町に４９年度発足を目標として建設中である。なお、建物．施投等についての規模は次の
とおりである。

総 倣 地 面 積 ３ ０ , ０ ０ ０ r
本 鯨 ９ ３ ０ ㎡

研 修 館 ８ ５ ０ ㎡
実 習 舎 ２ ５ ０ ㎡
車 庫 ・ 倉 嘩 １ ４ ０ ㎡
トラクター等練習コース４．０００㎡

奇 苗 実 習 施 設 ２ , ０ ０ ０ f

…

第１３節林業と山村対策

ﾕ ． 山 村 の 現 況

本県の11l村は．県総面悩の６３%と非柑に高い比諏を布してし､る反面．人【｣では．昭和４５年

現在９７，０３７人と塊総人口の仲か9.3％に過ぎない。また産紫就券人口をみると．山村地域総
就業人口は県全体の１０．５％にすぎないが．魂１次産業のシエアーは２４％とかなり高く、特に
林業就業人口は．９４％という圧倒的な比萌を示している。一方、山村は従来から圏林産物の供
給のほか．国土保全．水貸源のかん爵．自然環境の保全形成淳国民牛産．公益面で繭要な役割を
果してきたが．特に雌近は部l1i部を810心とする過密公害等の猪I川魎が派生するにともない．山村
の血まれた、然現境が急速に注llされつつある。とl)わけ・水蝿の山村は．京阪神をはじめ【１１京

大郷lij圏からも近いため11,1内外を1川わず今後における部IIj住腿の卿然休蕎圏として脚光*浴びて
いるｏ

III村地域は．1IHRI３０年代からはじまった我がI同郷済の高腫成畏の過秤のなかで．山村の1;"
雌蕊である鯉朴案は．他の痒非とのﾉI:索ﾔI:の糀鰭に勝しい改涛がみられず．オ･i年燗をlll心とする
１１１村人I1の厳しい旅１１１が続き。いわゆる過疎化が准行しか。こういった111村の灸びしい洲H１甑に
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- リ : 3 -



’

対処し、県全体の均衝ある発展をはかるため．本県においても特に４０年以降各顧の山村振興施
策の拡充と推進につとめるとともに４２年には山村対策室を設けて山村の産業の振興と住民の生
活現境の整備を柱に諸施箪を総合的にすすめてきた。しかしながら．山村地域では依然として
人口の流出が続きご老令化が進むとともに．山村集落の社会的機能は低下し、また産業の面でも
その経営活動に必要な労働力の確保が難しくなるなど多くの問題点を残している。

(2)山村産業としての林業
本県の林業が．近年山村産毒の主役としての役割を充分果し得なかった主な要因をあげると．
童ず第１に林業の振興そのものがそのまま山村対策につながり難いという林業の輯造面に問題が
多いように思われる。その１つとして．森林所有形態であるが本県の場合は．国公有林が少なく
一部の地域を除いてこれらを山村地域の振興に効果的に活用できる余地は比較的少ない。また総

森林面積の９５％と圧倒的な比璽を占める私有林に対し。在村者の割合は｡全体の価か３４％に
すぎず．かつその大部分は零細な所有となっているため住民所褐の向上に十分寄与し得ない現状
にある。

魂２点は．林券労務問題である。主要林案地域である山村の林業労務への就労者数は大巾に減

少しつつあり、これは勿瞼山村から他地域への人口の薪しい硫出による影響も少なくないが．大
部分の林業砺業体が労務者の通年屈用を目ざした施業の計画的な実施と近代的な服用条件が確立
されていない点があげられる。林券が今後近代産毒として維持発展を縄ナるためには．前述の労
務対策を早急に砿えることが必要である。
第３点は、山村林券はいわゆる立木亮I)という附加価値の低し淋窯経営方式にあるといえよう。
これについては、本県の場合．紫材俳産の過程を含め．加工流通段階の関連産業の殆んどが山村
地域外にあるため．林業と山村地域との関連を一隅うすいものにしている。従って、今後山村に
おいては．木材加工流通産蕊の組織的な立地を積極的に検肘し、木材生産による附加価値を大巾
に高めることが、山村竃誰としての林輩の方向の一つであると考えられる。
(3)1l1村における林業の役荊
山村で最も重要な課題は．住民所樽の向上につながる地場産誰の育成にあるが．地域の特性か
らみて林灘の榎興が本県の山村振興の中心的な課魍といえる。このような観点から今後林紫のあ
るべき方向としては．いうまでもなく林津が生産性の高い近代産巽として輪極的に体賀改善をす
すめることが基本となるが．同時に次のような方向についてもこれからの亜要な課題として取組
む必要が参ると思われる。
まず森林の所有と擁営の分離を基細とした広域森林組合等を'加心とする施業の集団化によって

高収益、高能率の合理的な経営に指向させるため．流域等を最小単位とする広域的な林紫緤営圏
づくりをすすめるべきである。
また．林輩の附加価値を斑めるため．地域内に哩品段酷までの槻能をもつ住宅関連廉雰の加工

工場など誘致し、木材生産から住宅部材のﾉl窪主で一画した体制づくりとして木材加工拠点づく
りを検肘すべきである。

更に近年．国民の保健休養などレクリエーション調要の急速な墹大に対応するための総合的な
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整備が必要である。しかし．この面での森林利用には林毒にとって好ましくない問題が少なく
ないので利用の範囲を特定の地区に限定し拠点的に整俄することが望ましい。拠点には．森林
公園．林産物の生産園．加工施設等を配慮し、都而住民のための宿泊施設や集落の整肺を行な
うなど林糞の３次産案化をすすめることが必要である。

表-７６山村の県内にしめる地位
単位：人口・人面穂ha

-

(注､面積は１９７０年農林業センサス．就業人口は４５年国勢調査

表-７７保有山林規模別林家数

､琴／

けい１９７０年腿林業センサス

-９５ -

郡 別 山村地域" 全 県 ⑧ (N /１B%
人 口 ９７００３７ １,０４２．７３６ 9.3

面
輸

総 土 地 面 積
林 野 面 菰
耕 地 面 騎
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口
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総 就 案 人 口
節１次産業就業人口
うち圏業就業人口
うち林藁就業人口

第２次産巽就業人口
第３次産誰就謝人口

５３ ７４９

２７ ３1１

２１ ７１７

5，５９４
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２４．０
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６．０
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林 家 数

保有規模 山村地域 榊成比 鋤 陣 地 域 網成比 今 鼎 枇成比哩酔0 . 1 ～ １ 地 ３６２０戸 ３４．３％ １１.６００戸 ５５．７％ １５,２２０戸 ４８．５％ ２３．８％

１ - 毛 未 4．３４０ ４１ １ 6．８５６ ３２‘９ １１,１９６ ３５．７ ３８．８

5～１0* 1,１９０ １１ ３ 1．２４４ 6.0 2，４３４ 7.7 ４８．９

１０～２０未 ８１0 ７６ ６５２ 3‘１ 1，４６２ ４７ ５５．４

20～３0* ２６９ ２５ 1８３ 0.9 ４５２ １４ ５９．５

３０～５０未 1９0 １８ １２４ 0６ ３１４ １０ ６０.５

50～100未 ９７ (】 ９ ８１ 0.4 １７８ ０６ ５４．５

１００以ｋ ５１ ０．５ ８７ 0.4 １３８ ０-４ ３７．０

jl･ 1００５６７ 1００ ２０８２７ １０0 ３１．３９４ 1０0



表-７８行政組織図（林務関係組織図）
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